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第  ３  回  大  山  町  議  会  定  例  会  会  議  録（第３日）  

平成２１年３月１１日（水曜日）  

                                                       

議事日程  

平成２１年３月１１日午前９時３０分開議  

1．開議宣告  

日程第  １   一般質問  

通告

順  

議 席 番

号 
氏    名 質        問        事        項  

１ ８ 岩井  美保子 
１．大山町の街なみがきえる？  

２．加工所をもたないで産品開発できないか  

 

２  

 

２０ 西山  富三郎 

１．個人を尊重し、地方自治進展につとめたか  

２．地酒「大山の恵み」について  

３．公用車リースについて  

３ ３ 吉原  美智恵 
１．地域資源を活かす取り組みは  

２．情報モラル教育の充実は  

４ ２ 西  尾  寿  博 
１．「経済対策」  

２．「大山町の舵取り」  

５ １  近  藤  大  介 １．恵みの里づくり計画の状況と今後の展開について  

６ ４ 遠  藤  幸  子 １．大山恵みの里づくりについて  

７ １７ 野  口  俊  明 
１．外出支援サービス事業について  

２．家庭ゴミの収集日表について  

８ １４ 岡  田  聰 １．新年度の農業振興策は  
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５ １  近  藤  大  介 １．恵みの里づくり計画の状況と今後の展開について  
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出席議員（１９名）  

１番  近  藤  大  介         ２番  西  尾  寿  博  

３番  吉  原  美智恵         ４番  遠  藤  幸  子  

５番  敦  賀  亀  義         ７番  川  島  正  寿  

８番  岩  井  美保子         ９番  秋  田  美喜雄   

     １０番  尾  古  博  文        １１番  諸  遊  壌  司   

     １２番  足  立  敏  雄        １３番  小  原  力  三      

     １４番  岡  田    聰        １６番  椎  木    学     
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     １７番  野  口  俊  明        １８番  沢  田  正  己    

     １９番  荒  松  廣  志        ２０番  西  山  富三郎  

        ２１番  鹿  島    功  

                                         

欠席議員（なし）  

                                        

事務局出席職員職氏名  

局長  ………………  諸  遊  雅  照       書記  ………………  柏  尾  正  樹  

                                        

説明のため出席した者の職氏名  

町長  …………………山  口  隆  之        副町長…………………田  中  祥  二  

代表監査委員…………椎  木  喜久男      教育委員長……………伊  澤  百  子  

教育長  ………………山  田   晋       総務課長  ……………田  中    豊   

企画情報課長  ………  野  間  一  成      住民生活課長………  小  西  廣  子          

税務課長  ……………中  田  豊  三      建設課長  ……………押  村  彰  文           

農林水産課長  ………池  本  義  親      水道課長  ……………舩  田  晴  夫      

福祉保健課長  ………戸  野  隆  弘      人権推進課長  ………  近  藤  照  秋          

観光商工課長  ………小   谷   正   寿      大山振興課長  ………  福  留  弘  明   

診療所事務局長………斎   藤    淳       地籍調査課長…………種   田   順   治  

教育次長………………狩  野    実       社会教育課長  ………小  西  正  記  

学校教育課長…………西  田  恵  子      幼児教育課長  ………高  木  佐奈江   

農業委員会事務局長…高  見  晴   美      中山支所総合窓口課長…山下  一  郎   

大山支所総合窓口課長…麹谷  昭  久      

                                        

午前９時３０分開会  

      開議宣告  

○議長（鹿島  功君）  みなさんおはようございます。本日は一般質問ということ

で大勢の傍聴の皆さん方、傍聴に来ていただきましてまことにありがとうございま

す。ただいまの出席議員は１９人です。定足数に達しておりますので、これから本

日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。  

─────────────────・───・───────────────  

日程第１  一般質問  

○議長（鹿島  功君） 日程第１、一般質問を行います。通告順に発言を許します。

８番、岩井美保子君。   

○議員（８番  岩井美保子君）  議長。おはようございます。８番議席の岩井美保
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子でございます。本日は２項目の質問をさせていただきます。２項目とも町長でご

ざいます。よろしくお願いします。  

はじめに、大山町の街なみがきえるという大袈裟な表題をつけましたが、と言い

ますのは、最近、中小企業あるいは商店がつぎつぎと閉鎖をされました。こんな事

ではいけんなと思いながらも、結局何も支援する事ができませんでした。  

そこで商工会がありますが、商工会の役割で出来る事、それから行政の役割で出

来る事、それからこれは町長にですが、これからの対策があるのかということ３点

についてお聞きしたいと思います。  

それで総合計画でいただいております大山町総合計画実施計画ということでいた

だいておりまして、２７ページに大山街並み環境整備事業という項目があります。

それは大山寺のことでしょうか、それとも大山全般の街並みのことでしょうか。そ

れも含めてお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。それでは岩井議員さんのご質問に答弁させていただ

きます。  

「大山町の街なみが消えるか」大変ショッキングな題名でございますけれども、

今般、世界的な今、経済不況があるところでありますけれども、本町の商工事業者

に対しましても多大な影響を及ぼしておるところであります。このような情勢の中

での本町の取り組みについてのご質問でございます。  

まず、「商工会の役割として、出来ることはあるのか」というご質問でありますが、

大山町の商工会では、町と連携しながら今般の経済不況に対して種々の取組を行っ

ておられます。１１月１日からは本所及び各支所に「金融相談窓口」を設置され、

会員の業績悪化に対する緊急融資や経営指導等の相談に精力的に対応しておられ、

現在までに５３件の問い合わせや相談が寄せられており、このうち金融斡旋の相談

は３１件で、２月末現在までに２７件がセーフティーネット貸付や県の融資制度・

町の小口融資制度等での融資を受けておられます。  

また、中小小売店対策といたしましては、商工会主導によりますご案内のお買い

物券の事業によりまして、県下市町村に先駆けて年末から取り組まれており、現在、

定額給付金での地元消費の拡大に向けた第２弾のお買い物券の発行準備を進めてお

られるところでありまして、このような商工会の取組を大いに評価し、支援してい

きたいというふうに思っているところであります。  

次に、「行政の役割で、出来ることは」とのご質問でありますが、まず、先ほど申

し述べました商工会の取り組みに対しましては、町としても可能な限りの支援を行

っておるところでありますし、今後ともより一層連携を密にしながら支援して参り

たいと考えておるところであります。  
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 また、セーフティーネット貸付の認定や町小口融資業務の事務体制を整備をし、

利用者の皆様へのきめ細かな相談や融資案件への迅速な対応に努めておるところで

ありますが、その成果もあって、国の緊急経済対策としてセーフティーネット５号

の貸付要件が大幅に緩和された１０月３１日から２月末までの本町の認定件数は２

４件と、市部を除く県下町村では３番目に多い認定件数となっておるところであり

ます。  

誘致企業に対しましては、先般、１月２３日に「大山町企業連絡会議」を開催を

いたしまして、県の商工労働部から担当者をお招きし、国や県の緊急支援制度の説

明を受けるとともに、経済不況下での本町企業の抱える緊急課題等の生の声をお聞

きいただいたところで、今後の施策に反映されるものと期待しているところであり

ます。  

また、これとは別に、町内企業がセーフティーネット５号貸付の指定業種に指定

されておらず、セーフティーネット貸付の対象にならない事例がありましたが、本

町から県や保証協会にお願いをし、今般２月２１日の国の指定業種の見直し拡大に

おいて業種指定されたところであります。  

本町の財政規模では、個人事業者を含め約６００事業所を抱える町内事業所に対

して、直接経済的な支援を行うことは困難ではありますが、本町の今できることは

何かを考えながら、出来ることから取り組んでおりますので、ご理解賜りたいとい

うふうに存じます。  

「これからの施策はあるのか」というご質問であります。先ほどご説明申し上げ

ましたとおり、本町単独で出来ることには限界がありますが、現状においては、県

や商工会・企業連絡会議などと連携を図りながら、国の緊急対策や県の方策の活用

を町内事業者の皆様に積極的に推進をし、この苦境を乗り切って行くほかはないも

のと考えておるところであります。  

この不況がいつまで続くのか、いつになれば好転するのか推測することは困難で

はありますが、その間、事業者の皆様には国の緊急対策や県の施策の活用によるよ

り一層の経営努力をお願いをし、町としては「臨時交付金事業」や「緊急雇用創出

事業」などによる種々の事業実施や公共工事等の前倒し発注などにより地域経済の

活性化に努めるとともに、今後の経済情勢に細心の注意を払いながら、状況に応じ

た対応策を模索して参りたいというふうに考えておるところであります。  

最後にお尋ねの大山街並み景観事業についてでありますが、これは国土交通省の

行っている事業でありまして、これは大山の大山寺のアルペン地区、これを対象に

した事業のことでございまして、大山町全体を範囲とする事業ではありませんので、

ご理解をいただければというふうに思っています。以上であります。  

○議員（８番  岩井美保子君）  議長。  
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○議長（鹿島  功君）  岩井美保子君。   

○議員（８番  岩井美保子君）  ただいまお聞きいたしますと、借り入れの部分な

らありますけど、他の手当てはないようでございますが、閉鎖をされるというのは

最終的には個人の責任でそうなるんだということはわたしも重々分かっております。

ですけれども町として、こんなふうに商店が次々閉鎖をされたり、企業の方がそれ

こそ従業員さんもおられましたでしょうに、閉鎖をされますと全部その方々も一緒

に大変な事態に陥られるということ、皆さんも重々お分かりのことと思います。こ

んな困った町にならんように、何とか町単独では難しいっていわれまして、県とか

国とか、いろいろな補助事業もございます。今回だけっていったってそれこそ、行

政側がこういうことをしたいがということになれば、どんなふうに使ってもいいと

いうような補助金が下りてきたと思います。その中には、この問題については一つ

も挙げてなかった。結局、商工会の商品券の部分のみ、町は８０万の補助を出すと

いうような形でありました。そんないい補助事業があった時に、まあ町長自ら順番

は付けられるんでしょうけれど、もう少し…  

〔携帯電話の音あり  〕  

○議長（鹿島  功君）  岩井さん、質問の途中ですが、ちょっと休憩いたします。  

（午前９時４０分）  

○議長（鹿島  功君）  再開します。継続してください。  

○議員（８番  岩井美保子君） はい。それでですね、結局は、そのお金の使い方、

優先順位はあろうかと思います。ですけれど、町が廃れていきますということは、

われわれにとっても大変なことです。これからの生活が狂ってくるような事態がお

きます。って言いますのは、名和地区で本当に一つだけ、商店がありました。それ

も１月いっぱいで閉鎖をされました。また９号線沿いのお店も徐々に徐々に無くな

っていくような気がしてなりません。こんなことで本当にいいでしょうか。  

行政っていうのは、もう少し困った時に何とかしていただきたいというのが、助

けるのが行政じゃないかと思っております。そりゃあ、大事なことはいっぱいあり

ます。だけど今本当に何が大変なのか、優先順位は、本当に何べんも言いますけど、

執行部の方が決められますからあれでして、議会がそれを承知してということにな

りますが、議会の方からももっと声を上げていかにゃいけんのだかと思います。そ

れはわたしたちに責任がありますが、でも本当のところは、「行政はじゃあどうした

らいいの」と疑問に最後に思います。この頃、人と会う機会が多いものですから、

いろいろとお話を聞いているうちに、「もう本当にこれじゃあ、わたしたちも年金暮

らしになるし税金は上がるし、本当にこの先どげしていったらいいでしょうか」と

いう相談はいっぱい受けます。わたしも答えようがありません。本当にここで言っ

ておかないといけない問題であるとわたしは確信をいたしましたので、一般質問を



 157 

させていただきました。  

そこでですね、わたしもグダグダ言っておったっていけませんので、町長に再質

問させていただきます。  

本当にこのまま次々と閉鎖されたりあれされたり、じゃあ、こういうあれがあり

ますから、補助金、補助金じゃないです支援金、貸付金がありますからこうこうこ

うですよという商工会の方からのあれがあっても、町が一部を補助するとかってい

うようなもっと目に見えた対策を講じることはできないものでしょうか。そこだけ

一つお聞きいたします。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。岩井議員さんの再質問に答弁させていただきます。

今、岩井議員さんがおっしゃる今の状況、わたしも非常にまあ憂慮しておるところ

であります。この経済不況だけではなくて、やはりこの地域少子高齢化が進んでい

く中で、地域の事業者の皆さん、大変厳しい状況におかれているというのは承知は

しておるところでありますし、これは大山町に限らずやはり米子においても中心市

街地も含めてやはり全体的な今そういった社会情勢にあるというのは理解はしてい

るところであります。  

 そういった中で、国もいろんな国や県も対策なり施策を取り組んでおりますし、

町としてもそれに合わせていろんな取り組みをしてきておるところであります。先

ほど来、お話がありました国の経済緊急対策事業の中の二次補正の中でも、８０万

ではなくて今回は２，０００万円、その中から商工会の発行されるお買い物券に対

して、単独費２，０００万円、それから配分しておるところでありますし、それか

ら先ほど申し上げましたように、公共事業等今まで予定をしていたものを前倒しを

してこの事業の中で１２月の補正や今回の事業の中でできるだけ、そういったもの

を前倒しをしたり、あるいはいろんな事業の中で、町内への消費喚起、あるいは町

内の事業者の皆さんへの発注ができるように、そういったような取り組みは充分に

わたしどもとしてもしてきておるつもりでございますが、おっしゃるような直接的

にその事業者の皆さんに対して、じゃあ町が例えば個人商店であったりとか個人事

業所に、補助金を出せるのかというところがなかなか難しいところかなというふう

に思っているところであります。当然融資についても先ほど申し上げましたように、

融資制度を設けておりますし、それも町にも負担があるわけであります。更には、

支援する中で商工会と協議をしながらいろんな仕組みを作っておりますし、またセ

ーフティーネット、そういったものも迅速にできるように、行政としての対応も迅

速の対応もとっておるところであります。  

 おっしゃるように個人の事業経営でございますので、いろんな事情があろうかと

いうふうに思っております。町としては融資制度というのは設けておりますし、そ



 158 

れに対する利子の補助、こういったものも考えていけるというふうに思っておりま

すけれども、ただ直接的に補助金という形の中で経営の中に町費が、町の負担をそ

の中に注ぎ込めるかどうかというのは、少し多くの皆さんのご理解をいただかなけ

れば、なかなか難しい。貸付でありますと当然いつかはお返しいただけるわけであ

りますけれども、補助という形でその経営に対しての町費を投入する、これはもう

返って来ないわけでありますから、確かにその部分が将来的にまた経営が立ち直っ

て事業も継続される中での税という形では返ってくるかもしれませんけれども、も

うその辺のところ、もう少し今わたしだけの判断の中で、今そういった直接的な支

援についてできるかどうかは即答はできませんけれども、いずれにしても先ほど申

し上げましたように、町としてこのやはりこの地域の中でできるだけ事業活動をし

て欲しいと思っていますし、その町民の皆さんもそういった状況をご理解いただい

て何とか町内への消費をしていただく、そういったことにつなげるために商工会と

今度１億２，０００万でありますけれども、４月の上旬になろうかと思いますが、

２０％増しのお買物券、これを町内限定で出そうとしているところでありますから、

まあそういったような取り組みが効果があるようでありますれば、またさらにそう

いった取り組みを進めてまいりたいというふうに思っておりますが、一つその辺の

ところのご理解をいただければなというふうに思うところであります。  

○議員（８番  岩井美保子君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  岩井美保子君。   

○議員（８番  岩井美保子君）  分かりやすい答弁をいただきましたが、このたび

は本当に緊急なことで、大変な事態が次々とこの３月いっぱいまでもまだ起きるか

も分かりません。そういう事態になっておることは確かであります。その時に「本

当に町は何にもしてごさんだったわ」とか「町の動きは何もなかったわ」というよ

うなことでは本当にいけないと思っております。そのための行政ですので、再度町

長にご質問いたします。町を、大山町を守るということは難しいことですけれど、

何とかしていかないけんという決意をもって、その答弁をいただけませんでしょう

か。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。再質問に答弁させていただきますが、町は何もして

いないというふうに聞こえてしまうんでありますけれども、町としてもできる限り

のことたくさんしておるところでありますし、先ほど申し上げましたように、後は

公共としてできること、たとえば町内の事業者に対して事業を発注したり、町内へ

の還流できる経済効果があるようなことはしておりますが、あとはたとえば個人の

商店とかでありましたら、できるだけ町内で買い物しましょうやというようなこと、

これがやはり地域の皆さん、先ほどおっしゃいました名和の商店ひとつが店を閉め
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たという話でありますけども、それならば皆さんで町内そこの店でお買い物しまし

ょうやというふうな意識が高まってきませんと、そこに対して行政が直接的にその

店を守るために、その経営のリスクを見てあげるというわけにはなかなかならない

わけでありますから、そういった意味で、やはり町民みんながやはりまちを大事に

していき、地域の中での経済の活性化に繋げていく、そういった姿勢を持たなけれ

ばならない。それがある意味での今回の定額給付金というのも、そういった目的で

はないかなというふうに思っているところでありますので、そういった意識を町民

の皆さんも自分のまちの事業所、商店を一緒に盛り上げていこうという機運を持っ

ていただくために、まあ今回は１億２，０００万という高額のお買い物券を出した

りもしておるところでありますので、是非ともその辺のところをご理解いただいて

町民の皆さんも町内の事業所を一緒に盛り立てていく、そんなような考え方に一緒

に頑張っていっていただければなというふうに思っております。決して行政は何も

しないでおるということではない、しっかりと取り組みをしておるということを改

めてご理解いただければなというふうに思っておるところであります。  

○議長（鹿島  功君）  岩井美保子君。声を出していってください。   

○議員（８番  岩井美保子君）  ２項目に移らせていただきます。２項目は、加工

所を持たないで産品開発はできないかということを質問いたします。  

 昨日早速に、加工所の計画が上がってきました。そげに唐突に出てきたというわ

けではありません。この総合計画にも載っておりまして、この総合計画には２０年

から２２年の計画の中に加工所がちゃんと計画が載っております。ですけれど、こ

のたびの２１年の当初予算には全然上がっていませんでした。そこでお聞きいたし

ます。  

 加工所は作ることには決議にはなっております。そこで見直しはできないかとい

うことでわたしが以前に通告した文章であります。  

営利目的の加工所ならば農協が造るべきだと思っております。そこで行政がすべ

き事と企業がなすべき事、どのようにお考えになっていらっしゃいますのでしょう

か。  

それから町長は、慎重に事を進められる方だとわたしは１０年間お付き合いをし

て思ってきました。自己審判はどうですかということを書きましたですが、それは

私が思っておりますことは、以前平成１３年になりますが、野菜の直売所「みふね

市」を立ち上げました時に、何回も町長のところに相談に行きました。その時に言

われた言葉が、「海のものとも山のものとも分からんことには行政は支援することは

できん」と。ということは、ちゃんと考えて実績を上げよということだと思ってわ

たしはその時感じました。それでみふね市を立ち上げましたときには、それこそ行

政の手助けがないということは大変でしたので、一銭もお金がありませんから著名
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人から一口１万円以上の支援金をお願いして回り、１３０万ぐらい集めさせていた

だきました。そして、町長さんは駐車場は貸せるから、トラック市からでも始めて

みたらどげなかということを言ってくださいました。でもやっぱり買い物に来られ

るお客さんは、それじゃあ雨風がしのげませんから、来てくださらないだろうとい

うことで、９号線沿いにプレハブを建てました。その費用が７０万ぐらい掛かりま

したが、そういうことをしながらわたしは、町長さんの言われた山のものとも海の

ものとも分からんことに支援はせんだよということ、そのことが頭にずっと残って

おりますから、町長は慎重に事を進める方だなと、わたしは信頼を持って接してき

ました。  

そういうことがありましたから、本当に野菜の直売所も１年半ほどで町長が実績

を認めてくださいました。というのは、結局お金だったと思います。当初の計画で

は３００万だったんですよね、年間売り上げが。ところが１年間やってみましたら、

１，０００万ほど上がりました。そこで町長が今度は御来屋駅を改修されてそこに

みふね市来ないかというお誘いを受けまして、「みふね市」が「みくりや市」に移行

したのでございます。  

で、その時に処理をいたしまして移行したんですが、その時に町長は第３セク方

式でやりたいということで言われましたですけど、わたしは生産者が運営協議会を

持ちながらやらせてくださいということを言いました。で、役員を作ってずっと今

日まで、それで「みくりや市」は運営をしてきたところであります。  

町長今、不思議な顔しちょんなったですけど、話の時にですね、わたしたち生産

者ばかりじゃなくて商工会も介入したいというような話がございました、その当時。

ですから、わたしたちは生産者ばっかりでやりたいという気持ちがありまして、そ

ういうことをしてきました。そこら辺のところから町長の気持ちは、今でも慎重に

ことを進められるというのは海のものとも山のものとも分からんことは、行政は支

援はせんのだよということの意味は、わたしはそこからずっと気持ちをもってきて

おります。  

そこで町長は自己審判はどうですかということわたし書かせていただいたんです

が、そこのところいかがですか、以上３点よろしくお願いします。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。岩井議員さんのご質問に答弁させていただきます。

加工所を持たないで産品の開発はできないだろうかというご質問でございます。  

 現在、構想中の農林水産物処理加工施設でありますが、合併時の新町まちづくり

プラン、そしてこのプランに基づいて策定をされました大山町総合計画のシンボル

事業として「特産品加工施設の拠点整備とネットワーク化」が示されておりまして、

先ほどありましたように総合計画にも載っておるところでありますし、その総合計
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画を具体化するための行動計画であります「大山恵みの里づくり計画」の「町活性

化のグランドデザイン」のなかに「特産品の振興拠点」として加工施設、これが表

現されているところであります。「香取地区のるるぶ化」に基づきます、香取分校廃

校舎活用の開拓史料館事業と併せまして、農水省の農山漁村活性化プロジェクト支

援交付金の「活性化計画」に盛り込んで取り組みを進めようとしているところであ

ります。大山恵みの里づくり計画の推進の中で、観光交流センターの建設はほぼ予

定どおり進行してきておりますし、大きな期待を今寄せているところであります。

また御来屋漁港のお魚センターみくりやは、大変盛況かつ好評であるところであり

ますし、大山寺参道に設置しました参道ギャラリーやご進出いただいておりますモ

ンベルの直営店も大変賑わいを作り出しているところであります。本施設もこうし

た取り組みの柱の一つとして、大変重要な位置づけを担っているところであります。 

 事業の概要でありますが、衛生管理や品質管理に留意した調理室やレトルト加工

室、包装室など基本的な加工施設の他、保存用の冷蔵庫や冷凍庫、更に産物の特質

や生産者のアイデアを活かした独自商品の開発研究を行なう研究開発室などを備え

ておりまして、事務所等と併せ約１５０坪程度の規模を今計画しているところであ

ります。  

 現在、大山恵みの里公社へはカット野菜の盛り合わせパックなど、生鮮野菜だけ

でなく、日持ちのする加工品、例えば魚の団子や和牛や地鶏を使ったご当地カレー

など様々な引き合いが数多く寄せられてきておるところでありまして、その中でも

加工品の安定供給やオリジナル商品の提供については、ほとんど対応ができていな

い状況でありまして、せっかくのＰＲ機会を逃してきておるところでありますが、

この本施設の設置によりまして大きくこれが改善され、大山町ブランドが大きく推

進していくものというふうに思っているところであります。  

 さて、営利目的の加工所ならば農協がすべきではないかとのお尋ねでございます

が、この施設は、町内の優れた農産物や水産物を集荷し、加工処理を加えることに

より付加価値を高めたり出荷時期の調整などを行ない、結果として生産者所得の向

上を図ることを目的としております。併せまして、農協などの生産者団体とも連携

をしながらより効果的な産品の活用をしていくことも重要な業務であろうというふ

うに思っております。さらに、安心安全な食材を学校や福祉施設、さらには町内の

宿泊施設や飲食店などこういったところへ食材として供給するその一次加工した上

でこういったものを納入していく。さらには町内産品を地元でも消費していくとい

うふうな目的があるところであります。  

 こうした取り組みを推進していく中で、生産者所得の向上、それに伴う生産意欲

の増大、耕作地の拡大や品質やアイデアへの関心増大、更なる品質向上、大山町ブ

ランドの認知度の向上等、さまざまな連鎖反応的な本町の活性化に結びついていく
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ことをねらいとしているところであります。従いまして、単に安く仕入れて高く売

るような営利目的のものではなく、大山町内産品の価値をより高め、広めていくた

めの生産者支援施設として位置づけているところであります。このように公共性、

公益性の高い施設でありますので、国などの支援を受けられるものと認識をしてお

るところであります。農協の場合でありますが、組合員の利益を図るという法律の

規制がいろいろとあるというため、こうした施設を運営することは困難であるとい

うふうに伺っております。  

 次のご質問の行政がすべきこと、企業がすべきこと、ということでありますが、

十分に営利事業として成り立つものであって、特定の人が利益を得れればそれでよ

しとされるものにつきましては、自由な企業活動に委ねるべきと考えております。

この施設のように、広く住民全体を対象にして、特定の一個人ではなくみんなが力

を出し合うことでより多くの成果が期待でき、営利を追求するのではなく大山町全

体の経済活性化を図るような事業につきましては、行政の力を投入することにより

初期投資の負担を軽減をし、広範な広がりと発展を求めていくべきものと考えてお

ります。  

 最後の自己審判についてでありますが、お尋ねいただきましたので私自身を振り

返ってみたいと思いますが、私は決して慎重居士ではなく、かといって猪突猛進で

もないものというふうに思っております。判断は慎重に行ないますが、いったん判

断を下した事項につきましては、やはり速やかに実行すべきであるというふうに考

えております。大山恵みの里づくり計画、この策定には多くの町民の皆さんに関わ

っていただきまして、１年２カ月の期間を費やして慎重にご検討いただきました。

その成果としての計画でありますので、私としましては３年間の計画期間中にでき

るだけ計画を具現化していくのが私の責務であると認識をいたしておりまして、全

力を傾注して今取り組んでいるところであります。  

もっとも、事業実施に際しましては最小の負担で最大の成果を得るべく、有利な

補助事業の選択や実施時期の選択など、多少の軌道修正を加えることもありますこ

ともご理解をいただきたいというふうに思っております。今回の農産加工施設も、

有利な財政支援制度を活用した上で取り組むべき事業であると考えておりまして、

現段階の見込みであります事業費、約２億１，０００万円のうち、国庫補助金が２

分の１の約１億５００万円、合併特例債の充当が約９，７００万円でありまして、

一般財源が差し引き約８００万円と見込んでいるところであります。なお、合併特

例債につきましては、元利償還金の７割が地方交付税によって措置されるというこ

ととなっておりますことはご案内のとおりであります。  

 したがいまして、わたしとしても決して慎重になっているだけではなくて、やは

りきちっと議論をし、そして慎重に議論をし決定したこと、で、この加工施設もあ
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りますので、従って後は実行に移していくその段階でやはりできるだけ有利な事業

を選択するということの中で今その事業がありましたので、それに向かっていくと

いうことでご理解をいただければなというふうに思うところであります。以上であ

ります。  

○議員（８番  岩井美保子君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  岩井美保子君。   

○議員（８番  岩井美保子君）  詳しく説明をいただきました。この加工食品とい

いますのは、全国的にもうたくさん皆さんが作っておられますので、わたしが言う

までもありませんが、２月の７、８の日に、ビジネスフェア中四国２００９という

のが広島で行われました。わたしはこれに行ってきました。そしていろんな食品の

出展してあるのを見てまいりましたが、その最初の日の７日にはバイヤーだけが入

られて、あくる日、日曜日には、一般の客が買い物をしてもよいということであり

ました。そういうフェアに、もうさまざまな品物が中四国だけで、それもそんなに

入れませんから、一坪、二坪、自分たちがお金を払って出展するという形のもんで

したから、ここからは大山町の商工会が行っておられました。  

 それでこういう加工品というのはどこでも作れるものですから、こういうことで

もう全国につつ、あの加工品はあります。それから、この間、話はころっと変わり

ますが、農業委員会で、耕作放棄地解消対策研究大会というのが、２月１７日にカ

ウベルホールで行われまして、研修会に行ってまいりました。その時に島根県の飯

南市農業委員をしておられます加瀬部さんという方が実績発表をされました。その

中でその方はファーム木星というのを立ち上げておられまして、株主が３２名おら

れ役員が６名、従業員パート１０名、資本金１，５５５万というような形でしてお

られる事業内容でしたが、その中で商品開発は加工所を持たないでやっているんだ

ということを発表されたわけです。わたしこれ聞いたときに、前からは思っていた

んです。いろいろ企業で加工施設を持っておられる境の方にいっぱいありますので、

そこにお願いすれば加工品は作れる、たくさんの加工品は作れるということを思っ

ていましたんですが、やっぱりこういう会社組織にして、農家の方々がやっておら

れるのに対しても、やはり加工所を持たないで産品開発をしておられるところもこ

ういうふうにあるんだなと、その方が言われました。全部産品は外注をしていると

いうことを言っておられました。それで大山町は今建てるんだということの話が、

執行部の側から出ておりますんですが、その内容を見せていただきますといろいろ

ありまして、この加工所で作りましたものとか、一次加工処理、それから調理済み

食材提供、流通業者向け商品供給、それからＰＢ（プライベイトブランド）の開発

ということをうたってありますですが、その中で商品供給というところでですね、

これは流通業者向けに書いてありますが、契約の相手方といいますか、その方が書
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いてあります。この名前言っていいのか悪いのかちょっとわたしも分かりませんの

で、この業者さんとは、内定でももらっておられますのでしょうか。それとも、も

う公社は動いていますから、どこまで話をしておられて、これを書き上げておられ

るのか。これを信じてもいいんでしょうかということをお聞きしたいと思います。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。岩井議員さんの再質問に答弁させていただきます。

まあ、この加工施設の目的、先ほど申し上げましたようなことで、さまざまな目的

を持っておるところであります。加工のその商品を開発し、商品を作るという部分

もありますけれども、先ほども申しましたようにその研修なされたところと違う部

分といいますのは、町内の野菜とか魚、こういったものを一次加工、前処理をして、

で、それで学校給食であったりとか、町内の施設であったりとか、町内の旅館や飲

食店等、こういったところに地産地消を推進していくためにこれを使って供給して

いく、まあ産品でも規格品の産品は市場に流れていくわけでありますけれど、規格

から外れた産品、でもこれはきちっと丁寧な栽培がされておいしい地元の野菜であ

るけれども、なかなかそれが規格の中で合わない部分は出荷できないという部分あ

るわけであります。そういったものをちょっと前処理をすることによって、町内の

あるいはこの周辺の施設や食材として供給をすることができれば、その部分も価値

が高まってくるわけですね。で、これについてはなかなかその部分だけで営利は求

められないだろうと思ってますけども、トータルに考えれば農家の皆さんにとって

も、あるいは町内の飲食業者なり、給食なり子どもたちにとっても、それは非常に

メリットの大きいことだと思っております。こういったものも大きな目的にあるわ

けでありますので、なかなか加工所をもたないで、あるいはこのことを民間の皆さ

んにこれやってくださいというのはなかなかできないでしょうから、こういったも

のをこういった補助事業の中で、今申し上げました２億１，０００万、の中で取り

あえずの初期投資は８００万であります。そういった事業を探した中で、この加工

施設の目的に合うような、あるいは町内の消費拡大につながるような、あるいは農

業振興につながるような、漁業振興につながるような、そういった加工の役割もこ

の中で持たせられるだろうというふうに思っています。  

ただそれだけではやはり、さらに付加価値は高まりませんから、先ほどあります

ような、町内での産品を少し加工して付加価値を高めていくというような、で、製

品にしていくとか、あるいは梨にしても野菜にしても、たくさん生産ができたとき

に、それをジュースであったりとか、ジャムであったりケチャップであったり、そ

ういったものに少し大量に商品として一次的に加工していく、これもずーとのライ

ンでありますと、年中そういった大きなメーカーでやるわけでありますけども、そ

ういったところに乗らないわけでありますから、そうすると町のそういった加工施
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設、町が今整備しようとしてる加工施設の中でその部分を期間的にやるということ

によって、これはここで商品になっていくわけですね。だから、そういった意味で

の町内の農業なり漁業の振興なり所得の向上につながっていくだろうということが、

大きな狙いだろうということをまずご理解いただきたいと思っております。  

で、さらにそれを商品として新たな商品開発をして、大山町ブランドとしての商

品を作っていこうという、それのまた売り先も公社の中で作っていこうという取り

組みもしておるわけであります。で、それの今の契約状況というか、のぼってくる

のがどこまでの話ができているかというのは、担当課長が答弁いたしますけれども、

ただそういったものが、やはり町内の、この周辺の、たとえば今度できます道の駅

でありますとか、大山寺でありますとか、そういったところにやはり町内の土産物

として、せっかく来る観光客の皆さまに、大山の何か、大山のものをお買い求めい

ただいてそして大山のことを知っていただき、これからもまた大山にお出でいただ

けるような、そのためにも少しお土産となるようなものも必要だろうと思っていま

す。そういったものもやはり開発していきませんと、量的には全国発信できるもの

でないかもしれませんけれども、でも今女性の皆さん、団体の皆さんが作っておら

れるような商品の中にも大変いいものもあるわけですから、そういったものと加え

てですね、やはりここで加工して商品開発したものを町内なりこの周辺に並べてい

き、そこで販売していく、さらにインターネットも考えていますけれど、そういっ

たことへ繋げていくためにもやはり少量であっても加工品にしていくという場所が

必要なんだろう。で、これについてはなかなかおっしゃるようにどこかの工場に委

託してすればできるのかもしれませんけれど、そのコストの問題とそれから時期的

な問題がうまく合うのか。たとえば今大山の水「大山の北壁」を出しております。

これにつきましても今非常に好評でございます。ただこれは委託をしております。

そうするとコストが１本につき９８円掛かる。実際の工場でラインで自分のところ

でやりますともっとずっと安くなります。ただ水の工場はなかなか作れませんけど

も。そういったことで外への委託というのは非常にそういう意味ではコストが高く

なるわけでありますから、そうするとすごいロットがないとなかなか単価的に安く

ならないということもありまして、またそれも加工の時期というのもあります。だ

からなかなかうまくこれから取り組んでいく中では、全てを委託というのはなかな

か難しいのかなということの中で、このような有利な制度の中で受容ができるので

あれば、この機会に決断してやった方がいいんではないかということで、今まで計

画の中であったこの事業でありますけれども、これを実施に移す段階でそういった

ことを考えた中で、有利な事業の採択を受けれるということになりましたので、こ

の機会にその事業についての決断をしようというふうな判断をしておるところだと

いうことはご理解いただければと思います。今の契約なり、見込みの状況について
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は担当課長が答弁いたします。  

○大山振興課長（福留弘明君）  議長、大山振興課長。  

○議長（鹿島  功君）  大山町振興課長。    

○大山振興課長（福留弘明君）  失礼いたします。流通業者さんとの交渉とか契約

の状況はどの程度まで進んでいるかということでございますが、大山恵みの里公社

でいろいろと販路拡大につきまして、いわゆる営業活動といいますか、協議を進め

てきております中で、ただいまのところでありますが、皆さんがよくご存知の全国

展開をしております百貨店でありますとか、あるいは中国・四国地方に数十店舗く

らい展開しておられます中堅スーパーさんですとか、そういったところと既に取り

引き口座の開設、いわゆる契約が完了しているところでございます。あと全国展開

をしておられます、やはり大手の卸業者さん、こちらの方とも既に取り引き口座を

開設さしていただいたところもございますし、現在商談中の大手流通業者さんもご

ざいます。あと、地元の地場スーパー、あるいは地場の旅館、ホテル、飲食店、そ

ういったところの皆さん方とも口座開設等が進んでおりまして、かなりのところま

での話はできてきております。  

 その際に出てまいりましたのが、先ほど町長が答弁の中で申し上げましたけれど

も、こんな商品はないか、こんな品物を入れて欲しいと、そういった引合いが出て

きているということでございまして、やはりいろいろなご指摘のとおり、いろんな

加工品や品物は出ておりますけれども、そこでの差別化のキーワードが大山ブラン

ド、大山町ブランドではないかという、これが大きな決め手となってそういう引合

いがきているのではないかというふうに理解しております。以上です。  

○議長（鹿島  功君）  岩井美保子君。   

○議員（８番  岩井美保子君）  詳しく説明をいただきました。地域活性化のため

に努力しておられますことをよく分かりましたので、これでわたしの質問は終わり

ます。  

─────────────────・───・───────────────  

○議長（鹿島  功君）  次、２０番  西山富三郎君。   

○議員（２０番  西山富三郎君）  大山町が発足して４年、執行部の皆さんも議会

も切磋琢磨して月日を重ねてまいりました。職員の皆さんの中には退職される方も

おありのようでございます。改めて敬意を表しておきたいと思います。  

今回は３点質問をいたします。始めに、個人を尊重し、地方自治進展につとめた

かというタイトルであります。  

地方自治とは、地域で民主主義が機能することであります。その柱は情報公開と

住民参加であります。地域住民が地方政府、まだそういう名前にはなっていません

が、地方政府を動かし、とりわけ女性や高齢者が意思決定に参加し、人々の生活が
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よくなることを意味します。  

私たちの暮らしを、遠い中央の国の役人に決めさせることがおかしい。地方自治

は、ひと言でいえば、地方のことは、地方に住む「私たち自身」で決めるのだ、そ

の責任も持つよということであります。国は、安全・防衛と外交を受け持ち、暮ら

しはそっちに任せるよ、その代わり財源は全部分けるよ、という姿勢を持つことで

あります。これは、地方分権の推進に関する基本方針第５条に明確にうたわれてい

ます。地方自治の基礎は「個人」にあります。これは長い中央集権の習慣から、日

本人の不得意な分野であります。そこをビクビクせず、住民自決でやっていくこと。

ボスに支配されず、自分で考え、力を合わせてやっていくのが民主主義というもの

であります。  

さて具体的に一つ、４年間個人を尊重し、地方自治進展につとめられましたか。  

二つ目、ある町の町長は「オラの言うことを聞かん議員の仕事はしてやらん」等と

うそぶいていたと聞きます。許されない発言であります。このような行政執行をど

う思いますか。三点目、町長職とはどういうものですか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。それでは西山議員さんのご質問に答弁させていただ

きます。個人を尊重し、地方自治の進展につとめたか、というご質問でございます。    

１２月議会の質問でもご答弁させていただきましたが、３町が合併して４年近く

なるところであります。まちづくりの基本である総合計画の策定をはじめ、新町の

いろいろな行政施策の基本となる計画づくりを進めておりますが、それぞれの計画

の策定にあたって、幅広い分野からの町民の皆さんの参画を得ながら進めてまいっ

ております。  

また、計画決定後におきましては、「広報だいせん」や町のホームページに掲載す

るなど全町民への周知を図ってきているところであります。  

町の意思決定の場は議場であり、地域の皆さん一人ひとりが意思決定に参加して

の行政運営ということはできませんが、地域住民の意見や要望を幅広く吸い上げて

本町の民主的な行政運営なり地方自治の推進を図ってきているものと考えておると

ころであります。  

次に、「オラの言うことを聞かん議員の仕事はしてやらん」という町長があったが

どう思うかという話でありますけれど、そげなことが言えるのかなと思っておりま

すけれど。地方自治は議会制民主主義を取っておりまして、そういうことがあると

すれば、地域住民を代表する議員に対して許されない発言であり、今の時代では考

えに及ばない行政執行であるというふうに思っております。  

私は、町民の皆さんのご意見や議会の皆さんとの議論を踏まえ、常に公平公正を

念頭に迅速な行政執行に取り組んでまいりました。この方針はこれからも変わらぬ
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姿勢として持ち続けていきたいというふうに考えておるところであります。  

次に、町長職とはどういうものかというご質問であります。改めて、町長の仕事

はなんなのかということで、地方自治法の規定を調べてみますと、地方自治法第１

４７条・第１４８条に、一つ、地方公共団体を統轄し、これを代表する。二つ、地

方公共団体の事務を管理し及びこれを執行する。というふうに形容されているとこ

ろであります。  

また、法第１４９条におきましては、一つ、議会の議決を経べき事件につきその

議案を提出すること。一つ、予算を調製し、及びこれを執行すること。一つ、地方

税を賦課徴収し、分担金、使用料、加入金又は手数料を徴収し、及び過料を科する

こと。一つ、決算を議会の認定に付すること。一つ、会計を監督すること。一つ、

財産を取得し、管理し、及び処分すること。一つ、公の施設を設置し、管理し、及

び廃止すること。一つ、証書及び公文書類を保管すること。一つ、このほか、地方

公共団体の事務を執行すること。のおおむね９項目の事務を担任することとされて

おるところであります。そのほか、権限に属する事務の一部を補助機関に委任する

こと、その補助機関である職員を監督すること、区域内の公共的団体等の活動の指

揮監督や条例による内部組織の設置及び設置後における上部機関への届出義務など

が規定されておるところであります。  

 町長の職務は、このような法律に規定されたものだけではないというふうに思っ

ておりまして、この４年間、町民の皆さんに対しまして、２４時間勤務の体制の中

で身体を張って頑張ってきたつもりでございます。まあ一言で申し上げれば、責任

は重いし大変な仕事だなということを改めて感じておるところであります。以上で

答弁とさせていただきます。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  西山富三郎君。   

○議員（２０番  西山富三郎君）  地方自治ですね、地方自治のあなたは長です。

ローカルセルフガバメント、直訳すれば、地方自己統治です。この地方自己統治で

す。この地方自己統治がどのように進められていますかという質問なんですね。今

地方分権の時代です。国の関与の廃止縮減と事務権限の移譲の同時進行を町長職が

今言った１４７条や１４９条にプラスして行っていたというのが私の質問ですね。  

さて、その中で自治体職員の責任は重たいんですよ。まず一つ、自らを変えよう、

自己表現を豊かにしよう、自己投資をしよう、公務労働を柔軟化しよう、共通制度

を意識しよう、政策法務職員を養成しよう、調査企画ものの民間委託を改めよう、

財政運営に関する説明応答責任を確立しよう、権限行使における清潔公平透明を確

保しよう、ね、このようなことがありますが、ここで１点聞いておきたいのは、今

定例会に執行部の皆さんはある文書に通達という言葉を書いてあります。１８８８
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年に地方分権法が推進されてから、通達事務は廃止されていますよ。もっと言うな

らね、地方自治法、いいですか、ゆっくり言いますよ。地方自治法第２５２条の１

７の５、ここには技術的助言は来ておりますけども、ここからは通達ということは

ないんですよ。さらに地方職員に勉強しなさいということは、いいですか。地公法

の第３９条に新たに第３項が追加されたんですよ。新たに第３項が追加されたんで

す。ですから通達ということを何故書いたのか、通達行政はない、私はそう思って

いますよ。３９条の３項を、何て言いますかつけ加えられたんですよ。ここはいろ

いろ言いましたけれども通達についてお答えください。  

更にですね、町長、まあいろいろと町長職、大変な職務だと思いますね。わが国

の地方自治は、二元代表制なんですね、あなたが先ほど言った町長職と議員職を住

民が選ぶ、ね。しかしわれわれ議員の被選挙権は３カ月この町に住んでいなければ

立候補する資格がないんです。  

ところが町長職にはですね、北海道から飛んできてもですね、沖縄から飛んでき

ても米子や鳥取から来てもですね、立候補できるんですね。そういうような違いが

あります。今二人の方で争っておりますけども、どこから飛んでくるかも分かりま

せんよ、町長。気をつけておいてくださいね。まあそういうことですね。  

そこでね、あなたが統治という言葉を使いました。統治、この統治ということが

聞きたくて質問しているわけですね。統治というのは、議会に優位するものではな

い。法的代表権を意味するということだと私は考えておりますが、あなたはどうで

すか。さらに、統轄についても議会に対して、総合調整の根拠規定ではない、こう

思ってるんです。この認識はどうですか。で、首長は独人制ですから、ただしあな

たの政策がですね、一貫した政策的主導性を発揮することはできるんですね。私た

ち議員は大人数ですから、大人数の合議制ですからね。独人制と合議制の違いがあ

ります。その点は認められますですね。  

それからやっぱり町長はね、えらい仕事だとおっしゃいましたけれどもですね、

二つの代表機関は、競り合って協力しあって最良な意志決定をしなきゃならんと思

うですね。最良な意志決定をするために執行部もおり私たちもおるわけです。「わし

ゃ、町会議員に立候補して町長の応援をするけ」というふうな議員は、議員じゃな

いですよ。あなたを支持するのはいいですよ、応援をするのはいい、しかし一端議

場に付いたらここは真剣勝負の場所ですから、いざ乾坤一擲、ふんどしを締め直し

て、応援した町長であれ反対した町長であれ、善良な行政をしくための場所が議場

なんですね。だから町長の応援をするため議員になるだなんて、こりゃとんでもな

い話です。昔は議員になって銭儲けしようかというような人もいました。大間違い

ですね。大間違いですね。  

〔「議長、通告した質問との関連が全くみえないんですが」と呼ぶものあり。〕  
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町長の職務について伺っておりますので、えー。  

○議長（鹿島  功君）  静かにしてください。   

○議員（２０番  西山富三郎君）  えーまあ、ね、そのようなことで、町長職との

関係をどのように認識しておりますか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。  

○町長（山口隆之君）  議長。西山議員さんの再質問に答弁をしなくてはならない

んでありますが、正直申し上げてどういう答弁をしていいか分かりませんけれども。

おっしゃることは充分にわたしどもとしても理解に努めながら頑張ってきておるつ

もりでございます。いろんな言葉の定義なり、いろんなお話をいただきました。な

かなかわたしもそこまで知識が及んでおりませんで、そういった意味でわたしども

としてもやらなくちゃならないことは、やはり国の方針も当然大事にしていかなく

ちゃなりません。少なくても国の財源を半分以上、国の財源の中で町民のための執

行をしているところでありますし、そういった中で国の方針というものもしっかり

と見据えながら一緒になって取り組まなきゃなりませんが、しかしそれだけではな

くて、おっしゃるように町民の皆さん、地域にあった本当に大切な課題、それをき

ちっと決め細かに地域にあった対応をしていくということもわたしの責務だろうと

いうふうに思っています。そのバランスをとっていくのが、やはり町政だろうとい

うふうに思っておるところでありますし、先ほど申し上げましたように、非常に町

長職というのは責任が思いし、大変だというのは実感はしております。  

 特に今の時代、本当に厳しい財政状況の中で、さらに社会情勢が非常に厳しい、

こういったときの中で先ほど来、ご質問いただいておるような、本当に町としての、

町単独ではなかなか町民の皆さんに答えられない社会情勢というものに対して、本

当に町行政としてどうしたらいいのかというのは、非常にジレンマに陥る部分ある

わけでありますけども、ただそういった大変な職務であるということは、先ほども

言いましたように、わたしひとりでできる職務ではございません。そういった意味

での補助機関としての職員がおるわけでありますから、おっしゃりますように、職

員もやはりその責任と自覚をもって、やはりきちっと対応していかなくてはならな

い、それだけ思い責任が一人ひとりにあるというふうに思っておりますし、そのこ

とを自覚をしながら職員も一緒に頑張ってきておるんだろうというふうに思ってお

ります。そういった職員がいろんな住民の皆さんから聞くご意見やあるいは課題と

いうものをきちっと一緒になって町政のために取り組み提案をし、そしてまた住民

の皆さんからのいろんなご意見をいただいたりしてこられる議員の皆さん、こうい

った皆さん方がまたその立場でいろんなご意見をいただき議論をすること、それが

この場だろうというふうに思っておりますが、そういった意味でお互いがやはりお

っしゃるようにそれぞれの立場をきちっとわきまえながら、一緒に町のために頑張
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って議論をし、前に進めていくのがお互いの立場かなというふうに改めて今のお話

の中で感じたところでございます。  

 充分なご答弁というふうにはならないかもしれませんけれども、いずれにしても

わたしどもとして精一杯これからも頑張ってまいりたいというふうに思っておると

ころであります。  

 通達の部分について、どこの部分でどういう通達という言葉があったのか、わた

しも承知しておりませんので、そこら辺については分かるものが答弁したいという

ふうに思っていますのでよろしくお願いいたします。  

○総務課長（田中  豊君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  総務課長。  

○総務課長（田中  豊君）  それでは通達という提案理由の中での文言についてご

答弁いたします。議員さんのおっしゃるとおりでございます。担当の方としては軽

いといいますか認識が薄かったというふうに思っておりまして、今後改めていきた

いと思います。よろしくお願いいたします。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  西山富三郎君。   

○議員（２０番  西山富三郎君）  私も議員の経験が長くなりまして、名和町時代

議会運営委員長を７年やったんですね。８年やる予定だったけど、今度目が３年で

した。  

そこでね、こういう話が出ておったんですわ。県内の議運の連中が集まったんで

す。ある町の大ベテラン議員が、私よりベテランの議員が、助役や教育長を辞めさ

せることはできませんだろうかというような話を質問しましてね、議会運営のテク

ニックでしたので、ね、困ってましたわ、講師の方も。よく調べて見ましたら、助

役・町長は法第８６条の主要公務員の解職請求という法律があるんですね。従って

あまり難しいご質問をしてはいけませんので、残された期間も今後も、新大山町の

ためにですね、切磋琢磨していただくことを希望して次の質問に入ります。  

○議長（鹿島  功君）  ２点目に入られる前にですね、ここでちょっと休憩をした

いと思います。１０分間休憩したいと思います。１０時５０分から再開したいと思

いますので。  

午前１０時３９分  休憩  

─────────────────・───・───────────────  

午前１０時４９分  再開  

○議長（鹿島  功君）  再開いたします。どうぞ続けてください。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  ２点目に移ります。地酒「大山の恵み」につい

てであります。  
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２月１７日の日本海新聞に「大山の恵み詰めた逸品」、「ブナ林の地下水」や「地

元産の米」の見出しで地酒作りの記事が大きく報道されました。一つ、醸造の動機

は何だったでしょうか。何の免許を取得していますか。二点目、２月１８日には生

酒７２０ ml、３００本をモニター販売を行ったようであります。広島の主婦グルー

プ、役場職員、畑酒店経由の方々であったと聞いています。その評価はどのようで

ありましたか。３点目、９月には一般客に１．８ℓが８００本、７２０ ml が２００本

販売の予定と聞いています。地元小売店等と協議されていますか。共存共栄はでき

るんですか。今後の見通しはどのようでありますか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。それでは西山議員さんの地酒についての質問に答弁

させていただきます。  

 財団法人大山恵みの里公社では、先日「大山恵みの里」と名付けたオリジナルブ

ランドの生酒を試験販売したところであります。新聞報道等で既にご案内のことと

は思いますが、この酒は大山町内で有機栽培の手法で栽培された山田錦を１００％

使用し、大山中腹からくみ上げた水で仕上げた特別純米酒で、プライベートブラン

ドの酒造りでは長年の実績がある琴浦町の酒蔵に製造を委託し、４合瓶で３００本

を限定販売したものであります。  

 まず、製造の動機は、何の免許を取得しているのかというご質問でありますが、

公社の主要な任務であります「一次農産物の高付加価値化」「ブランド商品開発」

への具体的な取り組みとして、そして耕作地の利用促進に繋げていくための具体的

方策として、農商工連携のモデルとなるよう取り組んだものでありまして、農産物

を買い入れることでまず収益をあげ、加工品として販売することでもう一度収益を

上げることを狙ったものであります。併せて本町の土や水のすばらしさをＰＲする

ためのイメージ戦略第１号として、一般に受け入れられやすい日本酒を選んだとこ

ろでもあります。  

免許につきましては、道の駅で販売を可能とするため、公社として酒の小売り免

許を今、申請中であります。  

 次にモニター販売の評価についてでありますが、イメージ戦略としては町内産の

米、大山の水ということで好評であったようであります。味についても概ね好評で

ありましたが、ラベルにつきましてもっと高級感を出すべき等の意見があり、ラベ

ルの改良に着手したところであります。いずれにいたしましても取り組みの１年目

であり、９月に発売予定の特別純米酒の評価を基礎に大山にふさわしい酒に仕立て

上げていきたいと考えております。  

 最後に地元小売店と共存共栄できるかとのお尋ねでありますが、９月には一升瓶

換算で約１６００本分の熟成された特別純米酒を販売していく計画といたしており
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ます。既に本町には角田酒造の「大和鏡」という５０年近く続いたブランドがあり、

中山地区の稲穂の会ではプライベートブランドであります「のっかり美人」と「夢

語」を持っておられます。「大山恵みの里」はこれらに続く大山町の第４の地酒ブ

ランドとして位置づけ、「大山町の地酒」をひとくくりにして「大山町の地酒はお

いしい」と、各所で一緒に売り込んでいくことを大きな目的といたしております。  

 地元の酒屋さんへの営業はまだ行っておりませんが、話題性が高く、品質に優れ

た、いわゆる売りやすい、勧めやすい商品を供給することで、町内にあります３０

軒あまりの酒屋さんのお役に立てるではないかというふうに思っております。公社

の取り扱いとしましては、通信販売を主力として考えておりますが、もちろん道の

駅でも４つのブランドの販売を予定しております。これはアンテナショップとして、

必要なことであり、直接消費者の反応を確かめる場として道の駅の直売所を活用し

ていきたいと考えております。更に、町内の旅館や飲食店でこの酒をお客様にお出

しいただき、広範に広めていただくと共に、その仕入れを町内小売店からしていた

だくことによる相乗効果も図っていく必要があると考えております。  

 この酒が大山の地酒として広く認知されますようご協力いただきますことをお願

い申し上げ、答弁といたします。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  西山富三郎君。   

○議員（２０番  西山富三郎君）  まあ、答弁はさらっとしておりますけどね、先

ほど岩井さんが質問いたしましたように、地元の業者は、酒屋さんであれ何であれ

大変なんですね。わたしは議員の活力源というのはですね、わたしはお酒を飲みま

すから、立呑屋に行ってですね、お話しを聞きながらそれを活力源にしているわけ

です。そういう場こそが、議員の活動の一つの場所でもあるわけですね。酒飲んで

喧嘩したらいけませんけどね。そういうふうなことでね。  

そこで清酒の免許があればですよ、問屋、小売店、消費者に、あっ、清酒の酒作

りの免許があれば問屋、小売店、消費者に販売ができるんです。今販売をしている

のは、それでは琴浦町の方が販売をしているということになるんですか。そうだと

するならば、御来屋には角田酒造という酒作りの蔵元があるんですね。角田酒造と

いう頭は、考えは頭に浮かびませんでしたか。ここが皆さんとお話し合ってですね、

作っていただいてですね、町内の企業の活性化のためにもですねできたはずなんで

すが、角田さんは視野にありませんでしたか。御来屋の町はこの頃歩ってみますと

ね、ゴーストタウンという言葉がありますけれど、いや魚屋さんが疲弊したですね、

商店街が疲弊した、酒屋もしていく、大変なことですよ。  

免許の申請中だということですがいつ頃きますか。それでね、大山恵みの里を創

るんですけれども、公社は儲かるんですか、儲かるんですか、どれくらい儲けるこ
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とを予定しておるんですか。で、まあ概ね好評だったと言ってますけども、まあね、

こういうことを言ったらいけませんけれど、わたしたちの方にも試食してですね、

評価を得ても良かったんじゃないかと思うですよ。   

で、いつ頃まで造られるかと思いますけどね、島根ワイナリーという有名なのが

ありましてね、あれにまあ一時の４０％ぐらいだそうですね。それから地ビールと

いう話が全国に出ましたね。行きますと地ビール、これも今ブームを、ブームをで

すね落としてるらしいですね。  

ですからこの地酒、大山恵みの里のこれはですね、どのような将来展望にたって、

たってるんですか。それで９月にまたお酒を出すんだそうですけども、もうあれで

すか、蔵の中に入ってるんですか。それからね、９月に出る。新米、秋に新米を採

ったものを使って酒造るんですからね、秋にはまた新しい酒造りが始まるんでしょ

うね。そして春頃になってから、１年間ぐらいかけてですね、新酒の販売となるん

ですね。この計画を簡単に言いましたけれどもですね、どのようですか。  

それでちょっと、もう一辺お尋ねしますけども、この大山恵みの里という酒のメ

ーカーはどこ、オーナーはどこ、メーカーはどこになるんですか。大山恵みの里で

すか、東伯ですか、どこですか。ね、まあ町内の酒屋さんともお話をするそうです

から、町内の酒屋さんも、うちの村にしても、近くにしても酒が売れんようになり

ました。立呑が行く人も少なくなりましたと言っていますが、そのような活力源に

もなるとお考えですか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。西山議員さんの再質問に答弁させていただきます。

地元のお酒を大事にするということは大切なことだと当然思っております。西山議

員さんはいつも「大和鏡」をお飲みだろうというふうに思っておりますけれども、

そういった意味で町内としてのお酒というのは今「大和鏡」しかないかなと、銘柄

は思っております。酒屋さんはたくさんありますし、飲み屋さんもたくさんありま

すけども、町内のこれが大山町のお酒ですと出せるのは、「大和鏡」とそれから中山

の畑さんが作っておられます今言いました「のっかり美人」と「夢語」だろうとい

うふうに思っています。そういった中でやはりこれだけの食がたくさんある大山町

であるならば、やっぱり食にあわせたお酒というものもやはりあった方が、本当に

売り込んでいく上では大事ではないかなという思いの中で今回こういった企画をし

たところであります。  

 まずご理解いただかなければならないのは、販売する権利と製造するというのは

これは別であります。したがって販売は酒店でできますが、小売の酒屋さんでは製

造ができない。で、今回のこの製造につきましても、もちろん角田酒造さんの方が

酒蔵をお持ちでございます。ここが今酒を製造しておられるのであればお願いをす
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る、当然お願いをしたというふうに思っております。しかしあの酒蔵を使ってのお

酒は製造しておられません。したがってわたしどもとしてそのお願いができなかっ

たということであります。で、このたびお願いをしたのは、これはお願いといいま

すか、要は委託です。製造委託でございます。ですから酒蔵が、自分の銘柄として

作るのではなくて、要はこちらが委託をして酒を造っていく、その酒蔵に造ってい

ただいてるというのが考え方であります。これは畑さんが造っておられる「のっか

り美人」とか「夢語」も同じであります。そういった意味でそこのノウハウがあり

ます。これはプライベートブランドという言い方をしているわけでありますけれど

も、要は先ほど加工の話もありましたけど、加工品を材料を持ち込みでこういった

加工品を製品にしたい、だからこういう製品を作ってくださいというので、どこか

の加工会社に造ってもらうのと同じことであります。したがってこれは委託して加

工して委託して作ってもらった酒は、要は全量こちらが買い取りであります。です

からそれを今度は販売店として売っていかなくちゃならない。その売っていくとき

に恵みの里公社だけが売るのではなくて、今申し上げました庄内の小売店について

も販売を希望される方については、販売していただきたい。そんなことはこれから

取り組んでいくということであります。  

 で、道の駅、これは公社が運営をしていきますから、で、公社が今酒の販売の免

許の取得を申請しているというところであります。時期等は担当課長が目安は答弁

いたしますけれど、そういったことでご理解、まず整理をしていただきたいという

ふうに思っています。  

 そういった中で、今後の展開でありますけれど、もちろん昨年の秋に収穫された

お米を秋に仕込んで今できてきているわけであります。で、今できたのは生酒であ

りますから、これを秋には清酒として出していこうということで今答弁したところ

でありますし、その売れ行き状況なりあるいは状況によってはまた、販売の状況を

見ながら、あるいは評価を確認しながら、いいお酒であって皆さん方に飲んでいた

だけるようであれば、また仕込みをまた委託していくことになるんだろうというふ

うに思っているところでありまして、これからこれが町内、あるいは町内に普及し

ていけば、町内の酒米の生産、水田の活用もできてまいりますし、また大山の水を

活用しているということの中で、大山町の恵みということの中で、また広範にＰＲ

ができていくんではないかというふうに思って期待をしておるところであります。

詳しい今のあとの状況につきましては、担当課長の方が答弁させていただきます。  

○大山振興課長（福留弘明君）  議長、大山振興課長。  

○議長（鹿島  功君）  大山振興課長。    

○大山振興課長（福留弘明君） 失礼いたします。ただいまのご質問のうち何点か、

私の方からご説明をさせていただきたいと思います。  
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まず、いわゆる酒販免許でございますが、いつ頃来るかということでございます

が、現在申請中であります。そして現在本議会に議決をお願いしております指定管

理者の指定でございますが、これをこの議決をいただきましたら、所管の税務署に

最終的な書類を提出いたしまして、その後、月内３月中には、この酒販、酒の小売

免許が交付されるものと認識しております。  

そして、公社はどのくらい儲かるのかというご質問でございますが、先ほど答弁

にございましたように委託製造お願いをしております関係で、仮に公社が道の駅等

で販売をした場合、町内の一般の小売店さんと同じマージン率ということになりま

す。公社は卸の免許を持っておりませんので、あくまでも小売のマージンをいただ

くということになろうかと思います。  

あと今後の酒等の仕込みのスケジュール等、もう少し具体的に申しますと、この

春には新しく酒米を「山田錦」でございますけれども、作付けをしていただくこと

を予定いたしております。来年の秋に収穫できるわけですが、今年栽培する米につ

きましては、いわゆる有機の認定がいただけるような形での取り組みを考えている

というところであります。そして、年末から年明けにかけまして仕込みを行いまし

て、まあ清酒としての発売はやはり秋頃になるのではないかと、そういったサイク

ルになるかというふうに思っております。以上です。  

○議員（２０番  西山富三郎君 ) 議長。  

○議長（鹿島  功君）  西山富三郎君。   

○議員（２０番  西山富三郎君）  まあ畑さんとはね、酒造りについてのお話合い

があったと思いますが、やっぱりね、角田さんというのはね、十何代も続いた古い

家で、御来屋町、名和町多くの業績をですね、文化・街づくり、その他のことに尽

くした商店ですね。商店を大事にしなきゃならん。酒造りをしようと思えば、今確

かに造っていませんけれども、公社もですね「酒造りをしようと思いますが、先人

のお話を聞きたい」というふうな気持ちで、角田さんのところにはお尋ねしなかっ

たんですか、お尋ねしようというような意識はなかったんですか。なぜ畑さんだっ

たんですか。  

 そうしますとね、「山田錦」はどれくらいの面積を造られますか、「山田錦」はど

れくらいの面積を造られますか。まあこれからのことだということですけれども非

常に酒屋さんも多様化しております。このことが酒屋にとって大山町にとっていい

結果になるという目標をもってやる、それにはやっぱり先人の苦労もですね、町長、

担当課はですね、ぬかずいてお話を聞く必要があると思いますよ。これからでも遅

くないですから、大先輩である大和鏡さん等にでもですね、出向いていく、たとえ

ば「大山恵みの里」ですけども、大山恵みの里ですがな、みんな。「新大和鏡」とい

うふうな名前であってもいいと私は思っているぐらいですよ。角田さんとどのよう
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なお話を今後しようと思っていますか。説明されようと思っていますか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。再質問に答弁させていただきます。あの、今回の酒

の製造について、畑さんとお話をしたわけではございません。製造元の酒蔵と、畑

さんのプライベイトブランドとして造っていただいてる酒蔵さんとわたしどもの方

が直接話をしたということでございますので、それは誤解のないようにしていただ

いて。要は酒蔵で酒を製造しておられるところでないとお願いができませんので、

だからそことお話をさせていただく中で、角田酒造さんの方は今直接酒蔵で製造し

ておられませんので、酒蔵が機能しておりませんので、そしてだからそのお酒を製

造していただくというようなお話はお持ちできなかったということであります。  

 ただ、地元の酒を大山町のお酒ですよということをこれからＰＲしていくために

は、やはりある程度の種類というものがないと、やはりうって出れないんだろうと

思っております。そういった中で「大和鏡」という角田酒造さんのお酒も大事にし

ながら、畑酒店が作っておられるお酒も大事にしながら、そこにさらにもう一つ特

徴のあるお酒を大山町のお酒として用意することによってバリエーションが広がっ

ていく。そういった中で、やはり一人の力より二人、二人の力より三人、そういっ

たような意味でのやはり支援の考え方の中で、こういった企画をしたということで

ありますので、そういった意味では道の駅、あるいはこれから外へのお酒を売って

いく中で、やはりそこに一緒に並んでいく、大和鏡さんのお酒が一つ並んでいるだ

けではなくて、一緒に並ぶ中で選択肢が広がってさらに相乗効果が上がっていくと

いうことをわたしどもとしては大きな期待をしていかなければならないというふう

に思っていますので、決して営業を妨害するとか、あるいはうんぬんでなくて逆に

お互いに相乗効果を上げていく、そういったことに期待をしながらの取り組みであ

るということをご理解いただきたいと思っていますし、またそういったお話もして

いきたいというふうに思っておるところであります。  

○議長（鹿島  功君）  ここで暫時休憩いたします。 (午前１１時１１分  休憩 ) 

○議長（鹿島  功君）  再開いたします。 (午前１１時１２分  再開 ) 

 では、西山富三郎君。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  議長。まあ何事でもね、先人の歩んだ道は大事

にしてあげてください。時間がないですから次に移ります。  

３点目は公用車のリースについてであります。一つ、リースしているのは何台で

すか。契約している会社は何社ですかメンテナンスの状況はどうですか、公用車の

リースは地元業者では出来ないのですか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。それでは西山議員さんの質問に答弁をさせていただ
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きます。公用車のリースについてのご質問でありますが、リースしているのは何台

かということであります。  

消防車などの特殊車両を含めて使用車両は１０７台ありまして、そのうちリース

車両は２２台であります。  

次に、契約している会社は何社か。メンテナンスの状況はということであります

が、リースの相手方は７社であります。メンテナンスについては、６３台を町内で、

残り４４台を町外で行っております。地元業者ではできないかということでありま

すが、特殊車両は別として、できるだけ地元でしていただくように心がけてている

というふうに思っておるところであります。以上であります。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  西山富三郎君。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  具体的に聞いていきたいと思いますが、初回の

リースは５年ですか。初回のリースは５年。再リースは２年ですか。再々リースは

２年で合計９年間になるケースがありますか。それでですね、初回の５年と２年２

年でですね、金額の落ち、差額というものはどういうことですか。リースは高くつ

かないんですか。何かリースすれば補助があると聞いていますね、国の補助がある、

県の補助ですか、国の補助ですか。補助があれば、あればあるほど町内の業者が疲

弊している時に、１０社ぐらいあるそうですけれど、町内には自動車の関係の仕事

をされている方が。町内の人にですね、持っていかなきゃならないのじゃないです

か。車の修理の指定、もろもろの修理、リースに出すときにですよ、町内にはこの

ような業者がいるからこれにしてあげてくださいということを町長、執行部は言っ

てもいいじゃないですか。リースを受けた会社がメンテナンスまで自由にしている

のが現状とは違うんですか。町内業者を優先して欲しいですね。  

 町長はアスリートですね。アスリートです。さくらハーフマラソンなんて成功し

ています。御来屋のですね花火大会、みなと祭りも成功しています。これらに町内

のですね、商売人さん方が寄附していますね。米子の下請けの人とか大手なんかは

町のこういう産業にですね、寄附していますか。  

それから聞くところによりますと、ハーフマラソン等でですね、ジュースなんか

は町内の業者から買わずに米子市から買うというようなこともありますが、もしそ

うであったならば町内をですね、優先しなければならないのではないですか。私が

言うのはね、企業には社会的責任というのがありますね。企業は社会的に責任があ

るんですよ。商売だけしてればいいのか、そういう視点で質問しています。  

社会的責任というのはですね、まず一つには町に協力するためにですね、事故や

災害を引き起こさないという社会的使命があるんですよ、企業には。それから排水

等のある、汚染防止を、汚濁防止をしなさいということがある。大気汚染や騒音防
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止ですね。それからここが大事ですよ。ボランティア活動に取り組む、この大きな

３つがですね、企業の社会的責務なんですよ。こういうふうなことを考えた時にで

すね、やっぱり地元業者を優先しなくちゃならんのではないですか。広島に東洋工

業マツダという会社があります。トヨタもマツダも不況です。広島県は、東洋工業

からですよ、２２０台車を購入したんだそうですよ。広島市はリースを止めて１６

０台購入したそうです。総社市はトヨタの下請け業者がいるので、トヨタの車を買

った人については、市が１０万円の補助をしましょうと、こういうふうにですね、

地域住民にですね手厚い行政の指導がなされているんです。このようにしつこいで

すけれども町内業者を優先がですね、必要じゃないでしょうか。  

それからメンテナンスというのは、必要ですね。巡回バスのエンジンが壊れたそ

うですが、何故壊れたのですか。８２万いくらも修理費が掛かったんだそうですが、

これは予想外の出費とは違うんですか。   

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  西山議員さんの再質問に答弁させていただきます。リース

の金額等ちょっと私の方ではありません、担当課長の方が答弁させていただきます

が、できるだけおっしゃるように基本的には町内で対応できるものは町内優先にす

るという考え方は常に持っておるところであります。車につきましても、できるだ

け町内で調達できるものについては町内の企業の皆さんに指名をして入札によって

授受していただくということに心がけておるところであります。どうしても町内で

調達できないものについて、あるいは町内に１社しかない場合等につきましては、

やはり競争の原理から３社程度必要でありますので、町外の企業も業者でも入って

もらって参加いただくことはありますけれども、いずれにしても基本的な考え方と

してはおっしゃるように町内の企業を優先をして調達をするという考え方、これは

車に限らず全てのものでそうだというふうに思っております。  

 ただまあ競争の原理といいますか、できるだけ少ない資金で最大の効果を得なけ

ればならないというのもわたしどもの方としても使命にあるわけでありますので、

やはり同じ品物であれば、できるだけ町内優先でありますけれども、まあ競争の原

理もやっぱりその中で入れていって透明性を図るということも大事な視点だろうと

いうふうに思っておるところでありますし、まあ町内の方々が町外の事業所にもた

くさん勤めておられるという背景の中で、町内完結型にはならない、これは車に限

らずでありますけれど、いろんな部分の中でやはりこの圏域の中での活動というも

のも一つには視点には入れていかなくちゃなりませんけれども、いずれにしてもお

っしゃる視点というのはわれわれとしても充分に持ちながら取り組んでいるという

ふうに思っております。  

 まあリースの状況につきましては担当課長が答弁いたしますが、それでよろしく
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お願いをいたします。  

○議長（鹿島  功君）  総務課長。    

○総務課長（田中  豊君）  再リースの部分の答弁をさせていただきます。基本的

は、だいたい５年リースということでリース社は取り組んでおりますが、再リース

の場合ですね、車の状況、運転手がおるわけですけれども、見ながら例えば２年に

設定したりとか３年に設定したりという部分はございます。調べさせていただいた

中では、再リースの場合、価格落ちがですね、大きいもので５割落ち、それから５

割から４割りですか、その程度の再リースについては落ちる、まあ乗る年減にもよ

ると思いますが、そのぐらい落ちているということでございます。  

それから、巡回バスについては担当課長の方から答弁すると思いますので、よろ

しくお願いします。  

○観光商工課長（小谷正寿君）  議長、観光商工課長。  

○議長（鹿島  功君）  観光商工課長。    

○観光商工課長（小谷正寿君）  わたしが以前企画情報課長をしておりました時に

そのバスがエンジンが壊れたということがございます。リースとは直接関係ありま

せん。これは買取の車でございましたが、ある日突然止まってしまいまして、自動

車屋さんに見てもらったらエンジンの中がめちゃめちゃに壊れていると。で、エン

ジンをそっくり乗せ換えをしたと、中古のエンジンでございましたが、そういうい

きさつがございました。理由は、原因は分かっておりません。以上です。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  西山富三郎君。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  まあ、自動車は関わるものは、大変な国益や自

治体の益にもつながるんですね、税金が入りますから、車は。車を買えばですね、

大体取得保有走行の段階ごとにですね、９種類の税が果たせられるんだそうですよ、

全部、９種類の税が自動車に掛かるわけですね。まあ取得税の段階では消費税、自

動車取得税、軽油取引税、石油額税が課せられます。まあ車税等に果たせられるか

は異なり９種類の税が全てこの果たされるわけではないんですが、自動車取得税、

自動車税及び軽自動車取引税が都道府県税、軽自動車税が市町村税となっておるよ

うですね。地方自治体の賦課徴収を行う地方税となってですね、町内の方々が自動

車を持つことによって大きく国づくり、町づくり、税の納入にですね、貢献してる

んですよ。そういうお手伝いをしている町内業者の方々と今後は話し合って納得の

いく行政をですね、するお考えはありませんか。町内の業者の方とお話し合いをし

て納得のいくまちづくりに自動車業界もですね、仲間に入れたらどうですか。業者

の方と話し合う考えはありませんか。  

○議長（鹿島  功君）  ここで休憩いたします。（午前１１時２３分  休憩）  
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○議長（鹿島  功君）  再開します。（午前１１時２５分  再開）答弁。    

○町長（山口隆之君）  議長。再質問に答弁させていただきます。先ほどご質問の

中で１点答弁を漏らしておりましたが、補助事業のことでございます。  

 補助事業といいますのは、事業をする時の事務費として事業に対して事務費が来

るわけでありますが、その事務費の中で車の借上というのが、使用料というかどっ

ちか認められております。したがって買取というのは認められないわけであります

から、リースでありますと月々の年間の借上、これが補助事業の中の事務費の見れ

るということの中でそれを活用するためにリースをしながらそれを補助事業で支払

いをしていくということはメリットがあるということでリースも活用しているとい

うこともご理解いただければというふうに思っております。  

 先ほど来、申し上げましたように、町の購入にあたりましては、それぞれの業者

の皆さんから物品購入についての指名願いというのが出されておるところでありま

すので、そういったものに基づきながら町内の業者の皆さんに町内で調達できるも

のについてはお声かけをして入札という形の中でご案内をしておるところでありま

すし、こういった姿勢はこれからも当然とっていかなくちゃならないというふうに

思っております。  

 リースにつきましても町内の事業者の方で、リースを得られるという事業者があ

ればそれもまた参入していただいてやっていけばいいんだろうというふうに思って

おります。まあそういったところの話し合いを持てということでありますが、話し

合い、いくらでも話し合い持ちますけれど、ただ基本的にはやはり契約に当りまし

ては透明性を図っていかなくちゃなりませんから順番に、「はい今度はあなた、あな

た」というふうな、なかなかそうはならないというのがわれわれとしてもやはり住

民の皆さんに説明していく中で、これはどんなものであれ、車であれ、工事であれ、

やっぱり何であれ、そういった契約に当たっての透明性というのはこれはきちっと

確保していかなければならないという、そういった責務はあるということもご理解

いただきながら、繰り返しになりますが、町内で調達できるものは車に限らずでき

るだけ町内業者を優先をしながら取り組んでいるという姿勢は変わらず持っておる

ということはご理解いただければというふうに思っております。  

○議員（２０番  西山富三郎君）  終わります。  

────────────────・───・───────────────  

○議長（鹿島  功君）  次、３番  吉原美智恵君。   

○議員（３番  吉原美智恵君）  通告に従いまして２問質問いたします。  

まず、1 問目です。地域資源を活かす取り組みはということで町長に質問いたしま

す。  

 大山町には、たくさんの地域資源があります。平成１８年の９月議会で観光に対



 182 

する考え方と全国スポレク祭に対する取り組みを質問した際に、「いろいろな角度か

ら大山町の資源、歴史、文化の啓発を含めた誘導をしていく」という答えをいただ

きました。これまでの成果と課題があれば、それはどのようなことでしょうか。  

 またこの頃、町内を歩いていると、空き家が目につくようになりました。これも

ある意味、地域資源となり得るはずですが、荒れてしまうと近くの住民の安心や安

全をおびやかす社会問題を発生させてしまうことになりかねません。  

 空き家情報は、流されているようですが、所有者と買い手の両方にメリットのあ

る政策的対応は検討できないものでしょうか、お尋ねいたします。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。それでは、吉原議員さんのご質問に答弁させていた

だきます。  

地域資源を活かす取り組みはというご質問でございます。平成１８年の９月議会

で吉原議員に答弁したことにもよりますが、「大山恵みの里づくり計画」にも示して

ありますとおり、人材育成や観光地域づくりを進める上で、地域資源に対する全町

的な知識の普及を図ってきております。  

 具体的には、平成１９年度より中山・名和・大山の各公民館でテーマを分担しな

がら、各公民館でそれぞれ年３回、大山学講座を開催をしてきました。この講座の

テーマは、自然、歴史、文化、食等多岐にわたる内容で、今年度までの２年間で６

２２名の方に参加をいただいたところであります。この講座については、引き続き

２１年度も進めていくよう計画いたしております。  

 講座については時間的な制約等で参加しにくい方もおられると思いますが、町立

図書館においては大山町に関する資料の展示コーナーを設けて郷土に関する学習意

欲の喚起を行いながら、随時資料の貸し出しを行っております。さらに１月からは

人材バンクの登録者募集も始めており、近い将来にはふるさと学習も含めた講師の

派遣をしたいと考えております。  

 また、未来の大山町を担う子供たちにもっと大山町を知ってもらおうということ

で、教育研究所が主体となって小学３・４年生、小学５・６年生、中学生を対象と

した冊子「私たちの大山町」を編纂し、昨年の４月に配布をして町内の歴史、産業

等について学習を深めていただいております。  

 さらに町外から観光等で訪問いただいた方をご案内するために、ガイドボランテ

ィアの養成にも努めてまいりました。養成講座を年に５回開催し、さらにそれぞれ

で学習を深めていただいた方で現在２２名の方にガイドボランティアの登録をいた

だき、大山周辺を中心に年４０回・１，０００人以上の方を案内していただいてお

ります。  

 このような取り組みをしてまいりましたが、町民全体からみれば参加いただいて



 183 

いる人数は決して多いとはいえないというふうに考えております。引き続き、町民

の方に地域についての見識を深めていただきながら、観光等で大山町を訪れられた

お客様に笑顔で対応していただけるような取り組みを進めてまいりたいと考えてお

ります。今回の質問とは直接関係ありませんが、１８年９月議会で「観光マップを

作成したら…」というご質問がありました。これにつきましては、大山周辺はきち

んとした印刷物で「ぶらりマップ」を作成し、観光案内所をはじめとする各所にお

いておるところであります。  

中山・名和地区については手前印刷ではありますが作成済みでありまして、特に

名和地区の観光マップについては昨年、藤まつり、これはゴールデンウィーク期間

中でありますが、この前に国道９号沿線のガソリンスタンドやコンビニ等に配布し、

道案内に使っていただくようお願いをしながら、まつり期間中には藤寺の境内でも

配布をいたしました。また、本庁・支所の窓口にも置いて道案内等に活用いたして

おります。大山周辺を除く大山地区については、現在、観光協会大山支部で春の行

楽シーズンに向けて作成中であります。  

次に空き家についてのご質問でありますが、議員さんがおっしゃいますとおり町

内には、空き家が点在しつつあることは十分に承知しているところであります。  

現在、大山町３チャンネルで毎月１週間、空き家空き地バンクへの登録のお願い

をしているところでありますが、所有者それぞれの事情もあるだろうと思いますけ

れども、登録件数がなかなか増えない状況にあります。空き家空き地につきまして

は、あまりに荒廃してしまいますと、単に個人だけの問題ではなくて集落あるいは

地域にとっても深刻な課題であろうと思っておりますので、地域ではどうなのかと

いった議論も出てくるのではないかというふうに思っております。  

そういった意味では、個人資産の問題ではありますが、それこそ集落や地域さら

に行政の課題でもあるのではないかと思っているところでございます。  

いずれにいたしましても、荒れてしまう前に住める状態で町の方に登録していた

だけると、売買でも賃貸でも成約の可能性が格段に高くなると思っておりますし、

それが資源の活用と所有者と買い手、あるいは借り手の両方にとってのメリットに

なるんではないかというふうに思っておるところであります。以上であります。  

○議員（３番  吉原美智恵君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  吉原美智恵君。   

○議員（３番  吉原美智恵君）  観光に対する考え方は、その例の９月議会のとき

のわたしが言いましたのは、改めてもう１回言いますけれど、観光は、旅行・宿泊・

輸送・飲食・みやげ物業等すそ野の広い産業であって、今地域が疲弊しておりまし

て、またこの不景気な世の中で工場誘致もなかなかままならないということで、ま

あたくさんの集客があると外貨を稼ぐっていう言い方おかしいです、国で言えばそ
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うだと思います。そういうふうに人が集まると交流の中身が、交流滞在時間が長く

なるとまた飲食店にも寄ってもらえると、そういう流れになると思います。で、そ

の観光の意味は、観という字は見せる示すという意味であり、光はその地域の光と

いうことで、それを地域の素晴らしい部分を見る、見せるということであります。

それで取り組みとしては、確かに大山学講座で本当にいろいろな場所を紹介された

り、それからこの間は「山陰大和説」とかっていう公民館で大山学講座があったみ

たいです。ですからとてもいい取り組みだと思っております。  

それで、観光に対して小豆島の例を挙げますと、いつか小豆島の観光を立ち上げ

たカリスマ的な人が来ておられまして、今はストーリーが大事だということです。

それで小豆島では「２４の瞳」は、もう随分前から言われてるんですけど、岬の分

教場という観光地があるんですけど、それだけではなかなか人も呼び込めないとい

うことで、あえてその場で言われましたので、わざとストーリーを作ったと、そん

なことを言われてました。そう考えてみると大山町ってそんなわざわざストーリー

を作らなくってもいっぱいストーリーがあってですね、あえて今言わせてもらいま

すけれど、全国的な話になりますので、古事記物語ってあります。本当に古事記の

里であると思いますけれど大山町は。古典文学全集の一番でこれは２６巻まである

んですけども、全国の書店にもちろん置いてあります。全国の図書館にもあります。

その中でスセリ姫という話が出てくるんですけれど、それが唐王御前さんの話と一

致するわけですね。スセリ姫が奉ってある神社が唐王の部落にあると。でも本当に

わたしなんか古事記物語読んでまして、オオクニヌシノミコトが白兎の伝説は凄く

有名なんですけど、実はスセリ姫っていうのはオオクニヌシノミコトの奥さんにな

られる方で、凄く重要人物であるのに光がまだあたっていない、と思います。でそ

ういうこれから心の時代とか、精神の時代とか言われますけれども、そういう神社

のスセリ姫がいろいろ知恵を出されてスサナオノミコトのお父さんですけれど、そ

のお父さんが娘を嫁にやるのに、いろんな難題をふっかけるわけですね、オオクニ

ヌシノミコトに。その時に蛇が住んでいる、一晩中住んでいるところに追いやられ

たりして、そこで過ごしなさいという難題を出した時に、スセリ姫が知恵を出して

助けるわけですけれども、そういうことに由来して、何が感動したかって、今そう

いう言い伝えでその神社の回りの砂とか石とかを持って帰ると害虫が出ないとかっ

ていうのが今に伝わってますよね。ですから凄い話だなと思うんですけど、それが

まだ光があたっていない。  

ですからもうちょっと、今だいぶやられていますけれど、また今あるものでたい

して何もお金も掛かりません。案内板をしたり、今教育委員会で確かに案内板を作

ってありますけれど、そこに行くのにわたし興味があって行こうとしたんですけれ

ど、なかなか道の案内がなくて、一人でずっと唐王の部落歩いて探しあてたんです
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けれども。ですからそういうソフト面をこれから大事にしてもらって、またどんど

ん活発化してもらったらいいなと思うんです。それでそのスセリ姫の話は、先ほど

学習で「私たちの大山町」って、確かに小学校３・４年生、５・６年生、中学校編

があります。でもその中にはまだ載っていませんし、これからまた編さんされたら

いいかと思います。改訂されたときに出るとか、そういうことをされて子どもたち

にも教えていくと。それが深めるということじゃないかと思います。  

そういうところがもうちょっとあったらいいかと思うんです。で、中山の方にも

小泉八雲というハーンさん、有名な人が旅をされてその盆踊りが今に残っていると、

見られた盆踊りが。そういうことが、ストーリーがわたしたち大山町民も知らない

ので今わざと言うんですけども、そこで人の流れができると、そこに行くと、藤寺

とか名和神社はあります。その時期に流行ります。でもそれ以外に１年中そのスト

ーリーがあったりするのもいいことですし、また藤寺とか名和神社で終わってしま

うんじゃなくて、そういうふうに行くところがあると、昼までかかって昼ごはん食

べて帰ろうかと、そういうことになるかと思いますので、あともう少し光を当てて

やっていただきたいと思うんですが、どうでしょうか。  

それから、空き家のことですけれども、今御来屋の町が話が出ましたけれども、

中山間地域だけでなくて、御来屋の町も確かに空き家が増えています。でも意外と

御来屋の町ってなかなかいい町で逆に酒屋さんもあれば本屋さんも何とか残って

る、野菜とか魚屋さんもある、ということは案外これから高齢者の方が免許を取り

上げられる、今そういうことが始まっていますけれど、車が無い方も歩いて用が足

せる町になるんですね。ですからそういう点で、御来屋の町の空き家を案外住みた

いという人が出てくるかも分かりません。それからその空き家に、今都会なんかで

は不況で住む所も無かったり仕事も無かったりする人もいますけれども、その空き

家に住んで、あと話がどんどん広がりますが、でもこれは全部大山町をどうしてい

くかという考え方でいくわけですけども、遊休地というかそれが荒れた、荒れた遊

休地ありますよね。そういうのを耕して、そこで耕しながら御来屋に住むとかそう

いう可能性もあるわけですよね。ですからそういう、何て言いますかしら、提案の

仕方というか仕組みをまた考えていただけたらと思うんですけれども。  

それで県がですね、９年度から中山間地域振興室を設置するということで取り組

んでおられます。その中にコミニュティービジネスの育成にも力を入れるというこ

とで空き店舗を利用した店の開店資金や移動販売の初期投資にまた３００万円を限

度に補助する。また空き家や墓の管理、お年寄りの見守り活動など、それをボラン

ティアでなくビジネスに繋げていく取り組みには上限３０万円の支援をするとあり

ます。そういうことを一緒に町も一緒になって取り組んでいくということはどうで

しょうか。以上です。  
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○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。吉原議員さんの再質問に答弁をさせていただきます。

まず最初の資源活用の件でありますけれども、おっしゃるとおりわたしもおっしゃ

ることはその通りだというふうに思っておりますし、またその取り組みをしっかり

してきておるつもりであります。ただなかなか目に見えた成果にはつながっており

ませんけれども、先ほど申し上げましたようにいろんな形で町内の資源というもの

を町民の皆さん知っていただく、そういったことからの取り組みを今始めておると

ころであります。大山学がそうでありますし、また将来を見据えれば今の子どもた

ちに町内のことに関心を持たせるということが長い目で言えば大事なことでありま

すから、そういったものも始めている、というところでご理解いただければなとい

うふうに思っております。  

 おっしゃるように観光というのは大変大きな産業であります。で、少子高齢化が

進んでいく中で、農業、漁業も大事でありますけれども、観光というのはそういう

意味ではもっと大きな力をそういった中で持っているというふうに思っています。  

 そこで今大山町が取り組んでおるのが、大山という大きな資源である観光資源、

この大山を核にして農業や漁業、こういったものと関連づけながら地域の活性化に

つなげていこうというのが今進めている事業だということであります。で、ややも

すると観光というのは、観光地だけというふうにとらわれがち、あるいは観光とい

うのは、観光事業者だけというふうにとらわれがちであります。でも実は今その概

念は変えていかなければならない時代がきているというふうに思っています。先ほ

どおっしゃいますように、地域にある何気ない文化、資源、何気ない伝統的な行事、

歴史、こういったものも知らない人にとってみれば大きな資源なんであります。で

すから今おっしゃいましたような唐王のスセリ姫の、ここに唐王の職員もおります

から、語っていただければいいのかもしれませんけれど、やはりこのことをやはり

町民、あるいは集落、町民により理解していただく、そんなことがおっしゃりたい

ことだろうというふうに思っておりまして、そのとおりだろうというふうに思って

おりますし、まずそのためにはみんながそれを理解していかなきゃならないと思っ

てます。  

 さらに農業、漁業も今観光資源になるのであります。農業体験をする、漁業体験

をする。農家に泊まって農作業をする、お金を払って農作業をする、農家に暮らす、

これも今、観光の需用としてはあるわけであります。そうしますと、地域で高齢者

の方が自分の畑を耕して、自分が採った野菜なり、食材で夕食を採っておられる。

そこにその生活に観光客が入ってくるという、これが要はグリーンツーリズム、民

泊でありますけれども、こういったことも需用があるわけであります。そうします

と、農業も漁業もそういう意味では、非常にそれ以外の方々にとってみれば、都会
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の方々にとってみれば、都会の方々にとってみれば魅力的な、これは観光資源なん

であります。外国の人にとってもそうであります。だからそのことを意識していく

ということが大事だというふうに思っておりますし、だから農業は大変だ、漁業は

大変だ、辛いんだ、大変だ、だけではなくて、やはりそこに観光という視点を入れ

ることによって光が、また新しい光があたってくるという、このこともわれわれも

しっかりと皆さん方に一緒に取り組んでいかなくちゃならない。まあそれをひっく

るめて、実は取り組んでいるのが、大山恵みの里づくり計画だというふうにいつも

申し上げておるところであります。まあそれが一度にきちっと成果が上げて上がっ

ていけばいいのですが、これはやはり時間が掛かることでありますから、したがっ

て農業は農業の振興をしながら、漁業は漁業の振興をし、それから文化的な遺産を

クローズアップしていく、あるいは住民の皆さんにそういったことを知っていただ

くような機会を持つ、そういったことをばらばらでやっているようでありますけれ

ども、本当はそれが目的として向かっておるところは一つでありますから、いつか

それが一つになって大きなうねりになってくるというふうに仕掛けていかなければ

ならない。それが１年半位掛けて作ったあの計画を実行していく、その計画を慎重

に作って、今それを果敢にそれぞれの分野の中で実行に移していくというのが今の

状況だというふうにご理解いただければというふうに思っております。  

 文化資源でいきますと、今先ほど言いましたようにストーリーが凄く大事であり

ます。おっしゃるように大変なストーリー、今のスセリ姫かもしれませんし、ハー

ンの盆踊りかもしれませんけれど、やっぱり大山というものの、やはりここも大き

な歴史的な資源、今それを僧坊跡を国の史跡指定として今２３年度を目標にこれ今

調査をし、研究しています。さらには所子地区の集落、この辺を伝統的な建造物群

という形の中で、これも国の指定を受けるような今準備をしています。  

やっぱりこういった事というもの、何気ない地域にある資源というもの、やはり

町民一人ひとりがこの大切・重要さというものを自分のものとして理解していただ

くようにわれわれも啓発していかなくちゃいけないなというふうに思っております

し、そのことが町民一人ひとりが、外からおいでいただく方にもてなす心につなが

っていくのかなというふうに思っておりますので、これからもしっかりと取り組み

を進めてまいりたいというふうに思っています。  

それから空き家対策でございます。わたしもこの頃散歩をいたしておりますので、

あちこちで回るたびに空き家が増えているなというのは実感をいたしております。

で、特に空き家の中でも朽ちてしまってるような空き家を見受けることがありまし

て、これ何とかせんといけんなという思いがありまして、なんかいい事業でも仕組

めないかなという思いを持ちながら今見ておりますけれども。ただ御来屋もそうで

ありますが、御来屋以外にたくさん空き家はあります。ただ言いましたように空き
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家、空き地を活用したいということで登録をお願いしておりますけども、いろんな

事情があって仏さんがあるとか盆、暮れにだけは帰ってくるとか、ということでな

かなか人には貸せないというのがたくさんやっぱりあります。  

で、反面需用としては、田舎に住みたい、農業でもやりたい、あるいはこの自然

豊なところで暮らしたいという方もある。需用もあるというのが、今そういった状

況であります。そのマッチングが非常に難しいというのが今の課題だというふうに

思っています。そういった中でわたしどもとしても単に空き地、空き家を情報とし

て溜めておくだけではなくて、やはりそれを活用してプログラムとしてですね、こ

ちらに来ていただくと空き家を借りて例えば農業をするとか、あるいはこういった

形でノウハウを自分の持っている経験を地域に生かしていただける手法があると

か、いろんな要は活用していく、プログラムをやはり作って示していかないと、な

かなか単に空き家、空き地を登録するだけでは需用はないんだろうなと思っていま

す。そういった取り組みが今県の方との一緒な取り組み、あわせてわたしどもとし

ても、わたしどもなりの大山町なりのプログラムを作りながら、やはりこれはもっ

とＰＲしていかなくちゃいけないなというふうに思っておるところでありますし、

もう一つ大事なのは、やはりその外から来られる人たちはやっぱりその地域の皆さ

ん、集落とか地域の皆さんがやっぱり受け入れていただくという、そういった環境

づくりもしていかなければならないのかなというふうに思っています。なかなかよ

そから人が入ってくるというのは、どうしてもこういった絆の強い地域の感情でい

きますと、何か知らん人が家に入って来るというのは何か少し警戒をされる、どっ

ちかというと拒まれるというようなこともあるわけでありますから、だからそうで

はなくて、やはり皆さん方に外から来ていただいて、この活力をね、地域の活力を

高めていただく、そのためにそれを迎え入れていく、そういったような環境づくり

というか、仕組みづくり、意識づくり、こういったものも合わせてやっていくこと

が大事なのかなということも考えておるところであります。  

いずれにしても先ほどご質問いただいた課題については、全く同感の思いの中で

の取り組みをしていかなければならないという思いでございますので、ご理解をい

ただきたいというふうに思っております。  

○議員（３番  吉原美智恵君）  議長。   

○議長（鹿島  功君）  ３番  吉原美智恵君。   

○議員（３番  吉原美智恵君）  だいたい概ね理解いたしました。１つだけ、４月

４日に例の「道の駅」が開設されるわけですけれども、そこに質疑でもいたしまし

たが、自転車置き場があるということ、自転車のルートが開発されていないといけ

ないわけですね、できたら。特に自転車を借りたはいいけども、じゃあ看板でただ

名和神社、ああこっちの方向かと思ったりして。そしたら今まだ僧坊跡とか、それ
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から所子遺跡、凄いと思います。でもこれは時間が掛かってまだ案内ができないで

すよね、僧坊跡は本当は日本一になるような感じだそうですけれども。ですから今

あるものの中で、今言いました神社とかもですし、そういう精査されてこうルート

を作っていく。自転車で車でもそうですけど、少し身近な大山寺に上がるまでにあ

ちこちありますよとか、自転車でしたらもうちょっと近在になります。そしたら近

在でこんなものがありますともうちょっと精査されて、あと自転車とかとにかく旅

をされる人のルートというものがどれくらい開発されているのかお尋ねします。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。再質問に答弁させていただきますが、おっしゃるこ

とは重要なことだと思っておりますし、名和のインターのところからの自転車のコ

ースでありますから、おっしゃるように大山寺にあがったり、中山の退休寺の方ま

で自転車で行ったり、門脇住宅の方までっていうのはなかなか難しいんではないか

なというふうに思っておりますから、やはりこの周辺になるのかなというふうに思

っております。この周辺、実は「潮風の道」ということの中でのこの周遊コースと

いうのも作ってありますし、また史跡を巡るということで名和神社を中心にした名

和港の史跡を巡るコースというのもできておりますので、そういったようなものも

お示しをしながら、あるいは先ほど申し上げましたような町内のマップもあります

から、その町内のものもお示しをしながら、まあ散策をいただく。そして観光パン

フというのもお渡しをしながら、その謂れとか説明という部分もご理解いただくよ

うな取り組みも必要だろうというふうに思っておりますので、まあそういったコー

スを作っていくことは非常に重要なことだというふうに思っておりますし、その準

備を進めていきたいと思っておりますが、今いくつかございますので、そういった

ものも活用しながら、やはり皆さん方にお示しをしていきたいというふうに思って

いるところであります。  

○議員（３番  吉原美智恵君）  了解しました。  

○議長（鹿島  功君）  えーちょうど、あと３５分ありますけれど、２番目は午後

の方にまわしていただければ、途中ですぐ休憩に入るようですので。ただいま吉原

議員の了解も得ましたのでここで昼休憩に入りたいと思います。再開は１３時とい

うことでお願いします。  

午前１１時５３分  休憩  

─────────────────・───・───────────────  

午後１２時５９分  再開  

○議長（鹿島  功君）  再開いたします。午前中に引き続きまして一般質問を行い

ます。吉原美智恵君。   

○議員（３番  吉原美智恵君）  はい、それでは２問目の教育委員長に対しての質
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問を行います。  

情報モラル教育の充実はということで、文部科学省は、１月に全国の教育委員会

に小中学校への携帯電話持ち込み禁止を通知しました。また続く２番目の項目に、

学校での情報モラル教育の推進を挙げていました。この頃、特に携帯電話とインタ

ーネットの２大メディアが急速に普及してきたことで、子どもを取り巻くいろいろ

な問題が生じていることは周知のごとくです。このような状況にあって、学校現場

での指導確立はどのように進めていくのでしょうか。  

 また、例えば自転車を与える時に乗り方や交通ルールを教えるのと同じように、

保護者が見守り、指導ができる立場になれるよう、啓発活動も必要とされるのでは

ないでしょうか。答弁をお願いいたします。  

○議長（鹿島  功君）  教育委員長。    

○教育委員長（伊沢百子君）  はい、議長。ただいまの吉原議員の情報モラル教育

の充実はのご質問にお答えいたします。  

 吉原議員さんがご指摘のとおり、現在、情報伝達の手段として携帯電話やパソコ

ンなどが急速に普及し、一般的には非常に便利のよい社会になりました。その反面、

学習や安全のためにと保護者が与えたインターネット環境や携帯電話によって、児

童生徒が「いじめ」「有害サイト」「ネット依存」などさまざまなトラブルに巻き込

まれたり、時には加害者となってしまったりする事例が増加をし、深刻な社会問題

となっている現実があります。  

昨年の１０月に、さいたま市の中学３年生の女子生徒が同級生からのいじめを苦

に自殺するという大変痛ましい事件がありましたこと、皆さん記憶の中にあるかと

思います。この女子生徒の自殺をめぐっては、「プロフ」と呼ばれている携帯電話の

自己紹介サイトがあるんですが、そこに「キモイ」とか「うまくすれば不登校にな

るかも」など、同級生によって女子生徒を中傷する書き込みがなされ、この「ネッ

トいじめ」が自殺の要因であると報道されております。  

 こうした問題を受けて文部科学省は、昨年の１１月から今年の１月にかけまして、

「子どもの携帯電話等の利用に関する調査」「学校における携帯電話等の取扱い等に

関する調査」を行い、その結果を踏まえて、１月３０日付けで「学校における携帯

電話の取扱い等について」という通知が出されています。  

この通知は、まず１番目に学校における携帯電話の取扱い、２番目に学校におけ

る情報モラル教育の取り扱い、３番目に「ネット上のいじめ」等に関する取組の徹

底、家庭や地域に対する働きかけを４番目に、この４項目について、学校及び教育

委員会の取組の基本とすべき事項を示しております。吉原議員さんのご質問、この

２項目めが中心ではなかったかなと思っています。  

 では大山町内の子どもたちの携帯電話やインターネットの利用状況また学校の指
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導状況はどうなっているかについてご説明いたします。  

昨年の４月時点での調査ですが、携帯電話を持っている児童生徒の割合は、小学

校６年生で約１８％、これは全国３１％です。中学校３年生で約２３％、全国平均

は６２％となっています。全国と比較すると携帯電話を持っている児童生徒はずい

ぶん少ないのですが、その中でほぼ毎日通話やメールをしているという児童生徒が

小学校６年生で約５％、中学校３年生になりますと約１１％あります。  

インターネットについては、家庭でインターネットを使用している児童生徒の割

合は、小学校６年生で約３７％、これは全国平均は４６％です。中学校３年生にな

りますと約５３％、これは全国が６０％というふうになっています。  

 次に、学校における指導状況ですが、携帯電話の校内持ち込みについては、「学校

へは学習に関係ないものは持ってこない」という観点からすべての学校で携帯電話

の校内持ち込みは原則禁止にしております。これはもう当初から禁止にしておりま

す。また、指導の場面としましては、情報安全教育・危険回避の側面から、携帯電

話やインターネットの使い方につきましては外部講師を招きまして講演会をしたり、

またメディアとの付き合い方、情報に対しての正しいルールやマナーを学ぶ学習な

どを行ってきております。  

また、町内すべての学校で、保護者を対象の研修といたしまして学校やＰＴＡ主

催によります携帯電話やインターネットの有害サイトから子どもを守るための専門

家による講演会や懇談会を実施をしてきております。  

 このように、携帯電話やインターネットの問題につきましては、学校・保護者と

もに大変な危機感を持っておるところで、学校教育の中では身近で切実な問題とし

て捉えております。  

携帯電話を児童生徒に持たせるかどうかは、保護者がその利便性や危険性につい

て十分に理解した上で、その必要性を判断し、家庭でルールづくりを行うことがま

ず重要でありますし、学校・家庭・地域が連携いたしまして児童生徒を見守る体制

づくりを行う必要があると感じております。  

教育委員会といたしましては、学校における指導の充実に向けた助言や支援を行

うことにあわせて、関係機関と連携をして、今後一層、携帯電話等を通じた有害情

報の危険性や対応策についての啓発活動、家庭におけるルールづくりやフィルタリ

ングの普及促進を図っていく必要があると認識をしています。以上であります。  

○議員（３番  吉原美智恵君）  議長、３番。  

○議長（鹿島  功君）  吉原美智恵君。   

○議員（３番  吉原美智恵君）  今着々と取り組んでいるという状況を教えていた

だきました。それでプロフというのとブログとありまして、ですよね。それでブロ

グというのは、日記を公開するという、今時は、昔はもう日記は隠していたもんで
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すけれども、公開するということ。プロフはプロフィールだそうです。そういうと

ころの辺で、有害サイトの勉強というのはできているみたいですけれど、案外有害

サイトは、フィルタリングサービスというのがあって今携帯電話会社でもやってい

ます。あと普通のトラブルや犯罪の舞台になっているこの自己紹介サイトのプロフ

についての授業というのもできてるんでしょうか。  

 ここではちょっとはっきり分からないので、インターネットの使い方などは外部

講師を招いてって書いてありますけれども。というのが、ここでまた言わせていた

だければ、プロフっていうのは、あんまり全部正直に全部書いてしまうと、もの凄

く危険性が高いと、何でもかんでも全部自己紹介してしまうと、そういうことがき

ちんと伝えられているかどうか、そこの危険が、それが出会い系や何かそういう所

に繋がっているみたいですので、その辺はどうなのかということと、それからもう

一つ子どもに覚えて欲しいっていうことで、ネットは匿名でも誰が発信したのか確

定できると、そういうことをきちんと教えていく必要があるみたいですけれど。  

確かに今大山町なんかのサイトでも掲示板でも匿名がありますけども、だいたい

匿名というのは何でも書いてしまうというのは、人格が変わるそうですね。ですか

ら気をつけないといけないんですけども、その辺で今その書き込みで、もの凄くひ

どい書き込みとか、犯罪的に殺人がどうのこうのという書き込みは何か捕まってい

くそうですよね。やっぱり犯罪として認められると。そういう発信をしちゃうと、

そういうことの教育はどうなのかと。  

それからあと一つ、保護者にやっぱり入学式や授業参観などにされているみたい

ですけれども指導を、課題として教える講師の方の人材不足ということはないでし

ょうか。先生方もまだまだなかなか未知のことでありまして、専門家でないかと思

います。   

その辺のことで、例えば、わたしいつも提案をしてしまうんですけれど、親の詳

しい人を講師に交えてそういう広がりを見せるとか、昔でしたら親父の会とかあっ

て結構情報交換ができてたんですけど、今結構地域力も不足してなかなかそういう

ＰＴＡの会合も開けない状況みたいですので、その辺で親同士のネットの見守り隊、

っていうか、そういうのができたらいいなと思ったりもします。  

それから子どもセーフネットインストラクターっていうのを作っておられたりし

ます。先進県の群馬県ですかね、事件があったところですけれど。そういう取り組

みなんかもありますが、その辺で検討してみられるということはお考えでしょうか。 

○議長（鹿島  功君）  教育委員長。    

○教育委員長（伊沢百子君）  はい、議長。ただいまの吉原議員さんのご質問です

が、本当に細かいところは後ほど事務局に答えていただきますけれど、これほど情

報社会の進展しています中で、携帯電話にいたしましてもインターネットにしまし
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ても、その果たす役割機能、占める割合というのは今後ますます大きくなっていく

かと思います。で、その中で非常に今ご指摘いただきました危険性というのは大変

はらんでおりまして、今、学校現場の方でも、全ての赤松分校を除く全ての小中学

校にインターネットができるパソコンルームを設けておりまして、全員が１台ずつ

扱うことができるように、そしてその指導も教師が行っています。まあ教師自身も

なかなか今の著しい進歩の中で、ＩＴ技術のスキルをどこまで自分の身に付けてい

るかというと、その辺り充分じゃないところもあるかもしれませんが、今それも合

わせて教師の研修も行なっているところであります。今の携帯電話のプロフの問題

等につきましては、ちょっと事務局の方からお返事をさせていただきます。  

○教育次長（狩野  実君）  議長、教育次長。  

○議長（鹿島  功君）  教育次長。  

○教育次長（狩野  実君）  先ほどのご質問にお答えをいたします。ブログとプロ

フということがありまして、実はわたしの方も「ブログとプロフはどう違うんだ」

というようなことで、うちの若い職員の方に少し確認をしたりしたところでした。

先ほど委員長の答弁の中にも埼玉の中学生のことが少しありましたが、これは元は

プロフといってまあ自己紹介を出す、ただそれにどうも書き込みができるようでし

て、それに誹謗中傷、その子を非常にいじめる意図があってか、書き込んだものか

非常にショックだったということのようです。で、今学校の方で行っています指導

ですが、インターネットと上手に付き合う方法であるとか、有害サイトの問題であ

るとか、それから先ほどありました書き込みの問題ですね。特にこの近辺でもです

ね、ブログという自由に書き込んでいけるようなサイトの中に、自分の同級生の悪

口なんかを実際に書き込んで、警察の方が特定して補導をしたというようなことも

実は聞いておりますので、そういうことを含めて、特に人権教育という視点、新し

い人権教育の視点というんでしょうか、本人も知らない、誰も知らないところで、

誰からか誹謗中傷を受ける、というようなことがありますので、そういうような視

点での指導ということで、有害サイトばかりではなくて合わせて行っているところ

であります。  

それから人材不足といいますか、講師のことがあったかと思いますが、実際に学

校の中、あるいは保護者を対象にした研修会も含めてですが、専門家の方にやっぱ

り来ていただかないとなかなか分かりにくいということで、警察の方であったり、

あるいはテレビ局、中海テレビからも講師を呼んだりですね、未来ネットワークと

かｅ -ネットキャラバンとかですね、まあそういう関連の、それは何かと言われても

わたしも詳細分からないところありますが、そうした関連のところから専門の方を

来ていただいて、実際に子どもたちに指導をしていただいている。あるいは保護者

の講演会にそういう専門の方を来ていただいているということで今行っているとこ



 194 

ろです。  

それからこれ大山西小学校のＰＴＡさんですが、裏サイトっていうのが一時問題

になって、学校裏サイトっていうようなことがありますけれど、ＰＴＡとして裏サ

イトが閲覧できる団体があるようでして、それに加入をしてＰＴＡとしてそういう

ものを監視するというようなこと、そういうようなこともＰＴＡによっては行って

おりますので、先ほど委員長ありましたとおり、ご指摘いただいたとおりの状況、

認識しておりますので、あるいは教育委員会だけではなくて学校保護者とも充分認

識しているつもりですので、今後さらにそうした取り組みを進めていくというふう

に考えております。以上です。  

○議員（３番  吉原美智恵君）  議長、３番。  

○議長（鹿島  功君）  吉原美智恵君。   

○議員（３番  吉原美智恵君）  だいたい取り組み状況は分かりました。それであ

と一つだけ、いつ頃行っていたのかっていうことが、出席率の関係もあってどうい

う機会に行っていたのかということお聞きしたかったです。  

それから、というのはですね、中学校では始めのうちは携帯電話は少ないと思い

ます。で、聞くところによりますと、高校間近に控えたときにどっと増えるんだそ

うです。やっぱりそれでね、友だちと別れたりしますし、米子に出るとどうしても

携帯電話が要りますよね。で、そういうことを考えますと、親もあんまり危機感が

無かったら、１回だけでしたらもしか聞かない場合も多いかも分かりませんね。自

己責任とはいえある程度普及するときにきちんと親に教えてあげないと、親が危険

性が分からないということは、結局聞きにも来ないと、講習会をせっかくやっても

集まりが悪いっていうことになりますので、その辺が入学式と卒業式なのか、たく

さん保護者が集まられる時なのか、そういうことをちょっと最後にお聞きしたいと

思います。  

○議長（鹿島  功君）  教育委員長。    

○教育委員長（伊沢百子君）  議長、教育委員長。事務局の方が変わってお答えい

たします。  

○教育次長（狩野  実君）  議長、教育次長。  

○議長（鹿島  功君）  教育次長。  

○教育次長（狩野  実君）  お答えいたします。先ほどありましたように高校に入

る時に、実際にはどっと増えるというふうに認識をしております。  

つい最近も聞いたんですが、卒業式を前にして、入試が終わってすぐに携帯電話

のショップに契約に行ったというような話を知り合いから聞きまして、６万円をす

るやつを買って、「えー」なんていう話をちょっとしたことがありました。で、今の

中３の子、われわれの時代と違いまして、入学祝い、高校に入学祝い、昔は腕時計
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だとか万年筆だとかってあったかと思うんですが、今は大半とは言いませんが、ま

あ多くは携帯電話ということのようであります。  

時期ですが、これは小学校、特に中学校３年生を卒業するときという限定ではな

くて、小学生、小学校でも行っておりますので４年生、５年生、６年生、それから

中学校は当然１学期であったり、３学期がであったりホームルーム、学活という、

その時間であったり、そうしたことで特に中学校３年生が卒業前にしてやっておく

というような形ではなくて、どの学年講師であっても適宜必要に応じて行っている

というふうに思っています。それから保護者の方につきましても、全部の保護者が

集まられる機会、これがだいたい５月６月頃の総会であったりするわけですが、そ

の時期であったり、あるいは中には２学期、９月であったり１１月であったりとい

うことでこれも特定の時期にやっているということではないようです。  

なお県の教育委員会の方からですが、特にこのたび中学３年生、卒業式前に必ず

このチラシを渡してくださいというようなことで、携帯を持つことをもう一歩、踏

みとどまってちょっと考えてみましょう、というようなチラシ、これ１枚もののチ

ラシですが、保護者向けにこの度配るということになっています。以上です。  

○議員（３番  吉原美智恵君）  了解しました。  

─────────────────・───・───────────────  

○議長（鹿島  功君）  次、２番  西尾寿博君。   

○議員（２番  西尾寿博君）  議長。わたしはですね、通告にしたがいまして２項

目質問したいというふうに考えております。  

一つは、ただいま経済はどんどん悪化しております。国など関係機関の対応は、

追いつかない状態のようです。わたし３カ月前の１２月定例のときにもですね、何

ができるかというような同じテーマで質問いたしました。その時はですね、８，０

００以上の株価だったわけですが、今日の新聞を見ますと７，０５４円、バブル崩

壊後一番最低だそうですが、まだまだこれ底が見えないという大変困った状況にな

っております。その中で同じ日本海新聞ですが、県も緊急雇用経済対策、また打ち

出しております。補正予算を組んでですね、１０２億円やると、中身はよくまだ分

かりませんが、ざっと書いてありました。  

そういった中でですね、この１２月からの経済状況は、どんどん悪くなっておる

わけですが、国の不手際、あるいは動きの鈍さが足をひっぱり益々泥沼に入り込ん

だ状況になっているのではないかと思います。  

１２月のときですが、町長は、「限られた財源の中、本町単独で出来ることは限界

がある、まあそう思います。当面の施策として、国の緊急経済対策で打ち出された

融資制度の大幅拡充に備え、１１月１日から担当課を１名増員し、商工会にも相談

窓口を設ける等の対策を講じてですね、地元中小事業者の支援に努めている。」とい
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うようなことを言っておられます。なるほどと思いました。  

そしてこの度、国が経済不況対策として２次補正予算を組み、個人給付金と合わ

せて６億の特別交付金がおりてきます。個人が２億４、５，０００万ですか、あと

は事業費として交付税として入ってくるものが３億ちょっとありました。町はそれ

に１億プラスしてやるというような説明を受けたわけです。その臨時議会がありま

してわたしも賛成いたしております。  

町長は、今まで企業の誘致などに努めておられましてですね、成果も上がってお

ります。このたびの所子団地も、今すでに準備が進んでおりまして工事が急ピッチ

で入ってるのかなと思います。２年目になりますが、そのようなことで頑張ってお

ると思います。  

しかしですね、町内の前回言いましたが、既存の企業を見ると建設業等は特に、

近年廃業とか倒産、このような状況が起こっております。そしてせっかく来ていた

だいた企業も大変困っておる。非常に厳しい状況に追い込まれているというふうに

思いますがいかがでしょうか。大山をひっぱってくれる企業、立地の時にはね、も

の凄く喜んだ、という状況だったと思います。まあ今でもそうですが、その方々が

ですね、大変困っています。  

そこでですね、このたびの大山町の補正予算は国の狙いと合致してるかどうか。  

２番目として、それがですね、補正で組んだ分がどのような効果が期待できるか。

雇用対策にはちょっと程遠いじゃないかなと。あるいは企業対策にはちょっと程遠

いじゃないかな、起爆剤になったのかというような思いであります。  

３番目、県もですね、異例とも言える経済あるいは雇用対策予算として、当初予

算プラス１次補正と合わせ３５０億円計上しています。この予算は一般会計のほぼ

１割、これは国の方からの予算が出るというようなことから出したものだと思いま

す。この県予算をですね、大山町はどのように使えるか。と、言いますのは準備を

されているようなことで実はたいしたことなかったのかなというふうに考えますの

で、これもお聞きしたい。  

４番目、法人町民税というのがあります。これはどのように推移しているか、儲

かっている企業が払うわけですけど、これ増えているのか減っているのか。これに

対してですね、未納額として町民税、ひとくくりで実は出ております。２，２００

万でしたか。ただ法人税だけのということは分かりませんでしたので、未納額があ

ればこれも教えていただきたい。  

業種別でですね、顕著な特徴、例えば建設業関係、商工関係、小売業いろいろあ

るわけですが、その辺りのですね、分かる範囲内で結構ですから教えていただきた

い。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    
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○町長（山口隆之君）  議長。それでは西尾議員さんの質問に答弁させていただき

ます。経済対策についてのご質問でございます。  

まず、このたびの大山町の補正予算、これは国の狙いと合致しているかというご

質問でございますが、国の補正予算の大きな目標は、「生活者の不安の解消」と「持

続可能社会」への変革加速であります。  

1 次補正においては「地域活性化・緊急安心実現総合対策交付金」、２次補正にお

いては「地域活性化・生活対策臨時交付金」のメニューにのっとり予算付けをお願

いしたところでありまして、国の目標に合致したものと考えておるところでありま

す。  

次に、それがどのような効果が期待でき、雇用対策には程遠いように思えるがと

いうご質問でありますけれど、昨年１２月議会での補正予算では、町内の防災対策

や低炭素社会実現に向けたハイブリッド車の購入費を、また、議会最終日に追加補

正として町内の建設業界の雇用確保を目的として道路維持改良関係予算をお願いし

ましたし、先月の臨時議会におきましては、国の２次補正予算に基づく「定額給付

金給付事業」、「子育て応援特別手当支給事業」、さらには町の基金１億円を上乗せし

て「地域活性化・生活対策」として県内町村ではトップの「商工会の発行するお買

い物券」への助成など１３項目４億３，０００万円にのぼる予算をお願いしたとこ

ろであります。今後、平成２１年度予算と併せて執行していくことで、町内事業所

や町外で働く町民の雇用の安定、地域活性化や生活者の安心に寄与するものと考え

ておるところであります。  

次に、県の経済・雇用対策をどのように感じ、本町でどのようなことが利用でき

るかというご質問でありますが、県の異例とも言える補正予算をどう感ずるかとい

うことでありますが、県と市町村の役割の違いもありますが、県の３５０億円の予

算の概要は、国の交付金を受けての「ふるさと雇用再生特別基金」・「鳥取県緊急雇

用創出事業臨時特例基金」創設など基金造成費が約８９億円、公共事業費が約１７

７億円、制度金融費、県内企業の借換え資金でありますが、これが４０億円が含ま

れておりまして、基金造成分は平成２１年度以降の県及び市町村での活用に回され

るものであります。本町においても当初予算の提案理由でも申し上げましたように、

緊急雇用対策として約２，１００万円、新規の消費者行政対策経費２６０万円、妊

産婦健診の公費負担を５回から１４回に充実することなどが県予算と連動したもの

であります。  

次に、法人町民税がどのように推移しているかということであります。法人町民

税につきましては、３町合併後、平成１７年度からの決算額の推移を申し上げます

と、平成１７年度は、１億５，７２８万円、平成１８年度は、前年度に比べ３，７

９７万円減の１億１，９３１万円、平成１９年度は、１８年度に比べ２，９１３万
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円減の９，０１８万円、平成２０年度の決算見込額は、１９年度に比べ２，９１８

万円増の１億１，９３６万円であります。  

 平成１７年度から平成１９年度までは、対前年度比年間約３，０００万から４，

０００万円近く減少しておりますが、平成２０年度は前年度に比べ約３，０００万

円増加をいたしております。  

増減の理由をみますと景気の変動によって増減するというより企業の設備投資の

大小や優良な企業の誘致によって増減がいたしておるところであります。  

 また、業種別で顕著な特徴は、と言うことでございますが、業種別での法人町民

税の統計はとっておりません。したがいまして十分な資料がなくはっきりしたお答

えをすることができませんが、本町におきまして高額の納税をしていただいており

ます製造業につきましては、平成１９年度は、全体的に不調のようでありましたが、

平成２０年度は復調されているようでございます。しかし、この不況の状況により、

２１年度は大きな影響を受けるものと思っておるところであります。以上で答弁終

わります。  

○議員（２番  西尾寿博君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  西尾寿博君。   

○議員（２番  西尾寿博君）  分かりました。細かいことまではまだ統計をとって

いないということだそうです。しかしですね、この地域活性化生活対策臨時交付金、

この中で３項目大きくあるわけです。  

 一つ、１ですね、地域成長力の強化、まあいろいろあるわけですが、まあ使えそ

うなのもあります。これ１３項目ありますね。２番目、地域生活基盤の確保、これ

が６項目、３番目、低炭素社会作り等環境の保全、これにエコの車を買ったとか、

というようなことが該当すると思いますが、このまず１番の建設業等の活力の更生

だとか、あるいは中小企業の生産向上性の再生だとか、あとは農商工連携の推進だ

とか、このような、わたしね、この辺が実は、皆さんが各地元業者の方がですね、

この雇用対策補助金に対して期待されておったとわたしは思いますが、実はその辺

で町が出されたのが１３事業あります。総額で町長言われました。わたしも最初言

いましたが、４億２，７００万ですね。１億１，０００万ほど町がよけいめに事業

を組んでおると。次の補正もにらんでか、基金いろいろあるわけですけども、その

辺りなのか。私も聞きましたが、ちょっと度忘れしました。  

 そこでですね、１３項目の中でですね、その辺り、あるいは耐震など大きな金額

が入ってるわけです、小学校のですね。その分でですね、じゃあ町にその辺を恩恵

できるものがどの程度、わたしはあまり無いのかなというふうに感じます。  

したがいまして、その辺りでですね、どの程度町に対して貢献できる、補正にな

っている、あるいは経済が活性化するという具体な話をしてほしいなというふうに
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思います。そしてこの法人の話ですが、前回「これから話し合いを持ちます、商工

会とも連携を取りながら」というようなお話でした。その話を実は聞いておりませ

んでしたけども、その話をですね、実は協議会があるわけですから、その話、どう

いった話だったのかなということ、これお伺いしたいと思いますが。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。西尾議員さんの再質問に答弁させていただきます。

最後ちょっと聞き取れなかった部分があったんですが、企業…  

○議員（２番  西尾寿博君）  企業連絡協議会の話し合いを持つと言われました。

その結果。お話の結果です。  

○町長（山口隆之君）  はい、分かりました。まずそちらの方からですが、企業連

絡協議会の話し合いを持つというんじゃなくて、話し合いという会議の場をもった

と。で、そこの中で、これからの経済対策についての県の取り組みなり、国の方向、

あるいは町の事業、こういったものを特に県の支援事業について、来ていただいて

説明をさせていただいて、そして何かあった時には、窓口として対応させていただ

くということのお話をしたというのが企業連絡会との会議の内容でございます。  

 それからちょっと詳しくは、ちょっとあとで総務課長の方から、少し答弁を補足

していただきますが、今回１３項目の事業４億２，０００万ほど経済対策として町

が出した分、国からの交付金を元に、その主旨に基づいて、事業を組み立て、補正

予算でご承認をいただいたわけであります。これをこれから執行していくわけであ

りますけれども、その時にも申し上げましたように、できるだけ地域で発注できる

ものは地域の皆さんに発注していきたいと思っていますし、また町内の企業ででき

ないものにつきましても、町内で下請け等、そういったものでの対応が必要であれ

ば町内の企業を使うようにというふうなことも発注の条件の中に入れていきたい。

そういったことの中でできるだけ、町内の事業者への皆さんへの効果が発揮するよ

うなそういった仕組みはとっていきたいというふうに考えておるところであります。  

まあそれぞれおっしゃいましたいろんな項目の中においての効果、こういったも

のを期待をしての事業の選択でありますが、いずれにしてもその国を示す、目標に

沿った事業というものでなければ採択に、承認をいただけないということでありま

したので、そういった意味では町として考えておったものもできなかったかもしれ

ませんけれど、いずれにしてもこの３億２，０００万からの町へのこの交付金とい

うのは、まあこれから予算を執行していく中で、町内への経済効果に繋げていかな

ければなりませんし、繋がっていくものというふうに思っております。  

少しその事業を選定する中での経過なり、それから国の目標に対しての整合性を

図る上での検討した結果につきましては、少し総務課長の方から補足をさせたいと

いうふうに思っております。  
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○議長（鹿島  功君）  総務課長。   

○総務課長（田中  豊君）  それでは地域活性化生活対策臨時交付金、これ以前は

１２月にも安心実現ということでの補正をさせていただきました。特に町内、建設

業者さんが多いということでも、道路、そういった部分での地元対策が多かったか

と思っております。それと２月補正で出させていただきました生活対策、これにつ

きましてやはり、町民全体をとらえますと、やはり定額給付金を活用した商品券の

対する助成が一番町民全体に亘る部分かなと思っとります。  

 あと、地元で、どう言いますか、地元の企業で対応できない工事等も含まれてい

ますけれど、できるだけ発注時に地元の業者さんに下請けと言いますか、先ほど町

長も申しましたように、そういった報告で地元にお金が落ちる、あるいは活性化に

繋がるということで、取り組んでまいりたいと考えております。当然、全国レベル

の交付金の対策でございまして、県、県の方でとられる、特に金融関係につきまし

ては、県の方でやられる部分がありまして、町がやるということにはならない部分

もございますが、県の予算、それから市町村の予算でトータルして先ほど言われま

した１３項目、全体としましては、生活対策も含めますと３７項目に亘っておりま

す。その中で本町として、２１年度予算、各課から要求が出たわけでありますけれ

ども、そういった部分を前倒しをしまして取り組めるものについて補正をさしてい

ただいたということでございますし、２１年度の当初予算につきましても、そうい

った骨格予算ではありますけれど、できるだけ継続しております事業につきまして

は、予算化をして早く事業ができるように仕組んだところでありますので、ご理解

をいただけたらと思います。  

○議員（２番  西尾寿博君）  議長、２番。  

○議長（鹿島  功君）  西尾寿博君。   

○議員（２番  西尾寿博君）  そうですね。まあ町の精一杯やったというようなこ

とだろうかなと思います。わたし２番目に言おうかなと思ってるんですけれども、

まあ前回も言いました。町税８億あるわけですが、全てにおいて何かをせというわ

けにはなりませんが、例えば設備投資のですね、に対しての固定資産税だとかです

ね、土地も含めてもそうですが、あとは法人町民税だとか、今いろいろあるわけす

けどもですね、その辺の話を減免、前回も言いました。しかしながらね、もうどん

どん状況が変わってきております。  

 そういった意味で、他町などもですね、いろいろ考えを出されている。国もそう

です、県もそうです。今日の新聞でもそうですが、条件がどんどん変わってきてい

ます。やり方も変わってきています。そのような話、減免の話ですが、期間をきっ

ていくとかですね、いろんなことが考えられる。正直な話しですね。新しく来られ

る方には手厚くやっておるわけです。企業の誘致もまあ大切と思いますが、優先す
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べきは今既存の企業の持続、あるいは活性化、この辺りをですね、しっかりやって

いただかないとですね、来られる方の方に目を向くばかしで、足元の方が崩れると

いうようなことでは何にもならないというふうに考えます。  

その辺りの話、そして建設関係の話をしますと、平成１０年に道路維持費、道路

事業ですが８，０００万ぐらい、下水事業２８億、１５年になったらですね、維持

費が４，４００万、下水で言うと１１億円。平成２０年昨年ですが、５，５００万、

下水事業でいくと３億３，０００万、今年は下水が無くなりました。その代わり道

路事業ではですね、昨年と予算ベースでいくと同レベル。しかしながら下水が無く

なった分ですね、公共事業も無くなりますし民間のですね宅内工事、これも減る。

このような予想もされます。まあそれに加えてですね、高規格道路分が入るという

ことで、これが全通繋がると、当面なくなるというような論調でありましたけども、

この辺を何とかしないと公共事業減る、民間も減るということになれば大変なこと

になりますが、その辺りの話はね、町長でないと分からんと思いますんで、この辺

をお願いしたいと思います。  

○議長（鹿島  功君）  町長。    

○町長（山口隆之君）  議長。それでは西尾議員さんの再質問に答弁させていただ

きます。町内の事業者の皆さん、今の厳しい状況に対して町の支援をという主旨の

ご質問だろうというふうに思っています。その中で、個人税あるいは固定資産税等、

事業所の税の減免について考えたらということだろうと思っています。工場等企業

によっては固定資産税の３年間の減免という措置も、制度もあるのはあるのであり

ますけれども、今おっしゃるのは、既存の今の事業者に対しての法人税なり固定資

産税を何らかの形で対応考えたらということであります。まあそれについても状況

によって、われわれとしてもどこまでできるのか、また検討はしていきたいという

ふうに思っておりますが、そういった実情、そういったものも含めて、これからそ

ういった関係の方にお話を聞かせていただきながら、われわれとしてもどこまでの

対応ができるのか、検討してまいりたいというふうに思っているところであります。 

 それから町内の建設業、これの公共事業の減少というのもこれもご承知のとおり

であります。今お話がありましたように、合併当初、下水道事業、まだまだ終わっ

ていない部分がございました。そういった意味で、まあいえば名和地区、旧名和町

が公共下水、まだ途中でありましたし、集排も１地区まだでありましたので、そう

いった工事について、実は建設業界の皆さん方ともいろんなお話をする中で、やは

り旧町の壁は取り除きましょうということで、当然合併したわけでありますから、

全町を対象に指名をさせていただいて、参入いただく、そういった中でこういった

下水道事業を中心にした大きな事業について町内の事業者の皆さんに受注を頂き、

施工してきていただきました。  
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 その時から申し上げておりましたのは、これから先、下水道が終わると、こうい

った景気の状況の中、なかなか建設業の皆さんへの公共事業は確保するのは難しく

なってきますよということは、もう既にその合併当時から皆さん方にお話をし、お

互いにその対策を考えながら、業界の皆さんにも、何とかこの地域の中で頑張って

いただける、そういった体力をつけて付けていただかなければなりませんよという

ようなお話もしながら来たところであります。  

 まあ、そういったことで一時、おっしゃるようにぐっと減りましたけれども、あ

と今こういった今の経済対策の中で、できるだけ小さな事業であっても、町内の方

で何とか工事の発注ができる体制を作りたいということで緊急に補正を付けたり、

あるいは前倒しをしたり、更には国、あるいは県の発注する工事におきましても、

下請けを必要とする場合は町内の建設業者の方を優先的に使っていただくようにお

願いをしたいということを国や県の発注機関にも申し上げておるところであります。

まあいずれにしても、そういった中で何とか、われわれとしても建設業界の皆さん

にも、災害、一時災害があれば、その対応をしていただかなくちゃなりませんし、

また今除雪等も受託をしていただいて、本当に地域の皆さんが安心、安全に暮らせ

るための役割というものをこの方々にも担っていただいておるということでありま

すので、やはりこういった皆さん方が少しでもこれからもこの地域の中で事業活動

ができるように、そういったわれわれも支援もしていく必要があるんじゃないかと

いうことは認識をしておるところであります。以上であります。  

○議員 (２番  西尾寿博君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  西尾寿博君。  

○議員 (２番  西尾寿博君）  次に移りたいと思います。２つめですね。「大山町の舵

取り」となっています。高所からの見地でお話をいただけたらと思っております。  

旧３町合併をいたしまして４年になります。以前から聞きたいと思っていた素朴

で単純な質問をしたい。  

生活を実感するのは文化的要素、道路等のものづくり的要素があると思います。

各地区それぞれ合併してよかったとあまり聞いたことがありません。大山の方は名

和でないか、名和の方は大山ばっかしなんか持っていっとる、これは県の方の関係

もあるでしょうけども。中山の方の場合は、あまり中山に持ってきたという話を聞

きませんけど。そのようなことですね、各地区いいことは言わないのかもしれませ

んが、悪いところが特に目に付くのかもしれません。しかし、皆さん感覚で地域の

経済格差を感じて言っているものなのだというふうに思います。期待感を持った人

ほどはですね余計に不満を隠しません。誰が舵を取っても難しい舵取りになったこ

とは誰もが認めていることだと思います。  

しかしながら町長はですね、次の町長にも意欲を表明していますからですね、将
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来のこともついてですね、合わせて質したいというふうに思います。  

一つ目、旧３町の経済比重を量る一つの方法に普通建設事業費があります。先ほ

ども言いましたが、事業費は減る一方ですが、平成１７年度合併以来、４ヵ年の特

別会計を含めて、全会計の普通建設事業費は総額幾らずつ投資されたのか。これは

各地区の方は誰でもそういったことに興味があるというふうに思っていますんで、

その金額と割合を教えてください。そしてそれには理由があると思います。その結

果に至った経過は、これも教えていただきたいなと。  

３番目、ワークシートを作られることを考えておられますか。以前、先輩議員も

たびたびこれを言っています。目的はトータルコストを出すことによってですね、

無駄なものが浮き上がってくるというようなことだろうかなというふうに考えてお

ります。    

４番目、今後の大山町をどうするつもりですか。具体的な事例を挙げて分かり易

く教えてください。当然、新町総合計画に基づいたものもあるわけですが、この経

済の悪い中でローリングしたりですね、優先順位が変わるというようなこともあろ

うかなと、例えば有利なものが急にできた。そのようなことも実はあると思います。

そのようなことも含めて将来展望なりを教えていただきたいなというふうに思いま

す。  

○議長（鹿島  功君）  町長。   

○町長（山口隆之君）  議長。それでは西尾議員さんの大山町の舵取りについてと

いうご質問に答弁させていただきます。  

まず、合併以来４カ年間の特別会計を含めた全会計の普通建設事業費の旧町ごと

の金額と割合は、合わせてこのような結果に到った経緯は、ということであります

が、これについて答弁させていただきたいと思います。  

始めに合併後４年間の建設事業費への取組みの考え方でありますけれども、合併

協議で合意された事業、特に小中学校の施設整備や下水道施設整備を最優先に行う

こととなっておりまして、そのほかの事業につきましても順位付けを行い、また新

町での総合計画やまちづくりプランに基づき順次事業を実施したところであります。

４年間の事業費は、２１年度への繰越事業を含めまして、普通建設事業費として総

額１１２億３，７９０万円の投資がしてあるところであります。  

このうち先ほど申し上げました、合併協議で合意をされました優先的に取り組む

こととなった小中学校の施設整備事業、例えば名和小学校の統合校舎あるいは大山

町の学校給食センターや技術棟の建設、さらには中山小学校の耐震改修工事、そし

て名和中、大山小の耐震改修工事、こういった事業、これが小中学校の施設整備事

業であります。それと下水道事業の整備、これは先ほど申し上げました、途中であ

りました名和の公共下水や、集落排水事業、こういった優先的に取り組んだ事業は、
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合わせて４７億７，４９０万円であります。これを除いた事業費、ま、そういう意

味では全体での順位付けをして、地域まちづくりプランに基づいて取り組んできた

事業でありますが、この事業費は６４億７，４９０万円であります。  

内訳といたしましては、中山地区２１億９，２９０万円、名和地区２０億６，９

５０万円、大山地区２２億１，２５０万円でありまして、割合はそれぞれ３３．９％、

３１．９％、３４．２％で概ね三分の一に近いものとなっておるところであります

ので、ご理解をたまわればというふうに思っております。  

次に、ワークシートを作られることを考えてはないかということであります。県

が事務事業のトータルコストのチェックのため取り組んでいるような内容のことと

いうふうに思いますが、本町におきましては２１年度予算要求に当たって人件費を

加味した事務事業一つひとつのトータルコストの数値化に初めて取り組んだところ

であります。具体的な検討は今後のこととなると思いますが、常に事務事業の合理

化や効率化を考えながら無駄のない行政運営ができる方向での取組みを強化してい

きたいというふうに考えておるところであります。  

次に、今後の大山町をどうするつもりですか。具体的な事例を挙げて述べよとい

うご質問であります。これからの課題につきまして、私も今わたしの思いの中で、

責任の中での言える範囲は限られてはおりますけれども、新しい、失礼しました、

これからの大山町に取り組むわたしなりの思いもございますので、それをお話させ

ていただいて答弁とさせていただければなというふうに思っています。  

今、アメリカのサブプライムローン問題に端を発します世界的な金融不安や経済

不安、これは各方面に多大な影響を及ぼしておるところでありますが、私たちの暮

らす本町もその影響が今、出てきているところであります。財政基盤が脆弱な地方

行政の舵取りはますます難しくなっておるところでありますし、地域の未来を切り

開くための行政としての役割は大変重要と考えております。  

 初代の町長としてこの４年間、様々な課題に取り組んでいく中で、町民の皆さん

のご意見や議会の皆さんとの議論を踏まえ、常に公平公正を念頭に最終責任者とし

ての決断をし、迅速に実行に移してまいりました。スピード感のある行政運営が求

められる今、時代であります。この方針はこれからも変わらぬ姿勢としてわたし自

信、持ち続けていきたいというふうに考えておるところであります。  

 今日のような社会情勢だからこそ先を見据えて前向きにまちづくりに取り組まな

ければなりません。行政の力だけではなく、町民の皆さんとともに新大山町の指針

である「新町まちづくりプラン」をさらに推し進め、持続可能で安全・安心に暮ら

せる大山町を目指すべきだろうというふうに考えております。  

 そのためのキーワード、これは「交流」と「協働」であろうというふうに自身思

っております。  
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 本町に活力を生み出すためには、人・物・情報などが町内外を問わず、活発に交

流していかなければならないというふうに思っております。そのための大きな柱と

しては、まずやはり「大山恵みの里づくり計画の推進」をしていかなければならな

いと思っていますし、「社会基盤の整備」、さらには「交流する拠点の整備」、「歴史

や文化遺産の活用」、「定住対策の推進」や「交流事業の推進」などが上げられると

いうふうに思っております。  

 本町の農商工連携による産業の活性化を目指す「大山恵みの里づくり計画」も３

年目となるところでありますが、これまでの成果と課題を検証し更なる取組みを進

めていかなければなりません。  

具体的には、大山恵みの里公社を核にして町内産品の磨き上げによる付加価値向

上と販路の拡大、大変なブランドであります大山ブロッコリー、この販売額を１５

億円に持ち上げていくというプロジェクトの立ち上げとか、核になります「大山」

これの知名度をさらに高めていくために大山ブランドを確立するための、大山に縁

のあるものを一堂に集めた全国大山フェアの開催なども上げられるというふうに思

っております。  

 次に、交流人口を増大し本町を活性化していくためには、やはり社会基盤である

道路の役割が大変重要だというふうに思っております。国・県と連携をしながら道

路網の整備に取り組まなければなりません。具体的には山陰自動車道の早期の開通

促進、大山寺から香取地区に通じる県道赤崎大山線の整備促進、新設される中山温

泉インターのアクセス道路としてのフォーラムから国道９号線までの道路整備など

であります。  

 ３つ目としては交流拠点の整備でありますが、大山寺周辺から香取地区、さらに

は今度できます道の駅「大山恵みの里」、それから御来屋港というこの縦軸と、妻木

晩田遺跡から門脇家住宅や名和神社、そして道の駅「大山恵みの里」、それから退休

寺や中山温泉といった横軸、この連携を強化することによって、お出でいただいた

観光客の皆さん方の町内での滞留する時間を長くしていくような、そういった魅力

づくりにも取り組んでいくことが必要だろうというふうに思っております。  

 ４つ目としても町内の自然・歴史・文化遺産のネットワーク化を図る中で、観光・

環境分野など多様な場面での活用による交流人口増大に努めることが必要だと思っ

ております。  

具体的には、大山寺の僧坊跡や所子集落伝統的建造物群の国史跡指定促進やボラ

ンティアガイドの充実などによるもてなしの心を醸成していくことが必要だろうと

思っております。  

 次に少子高齢化による人口減少傾向が続いているところでありますが、産業の活

性化や雇用機会の拡大などにより定住人口の増大にも取り組むことであります。  
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 具体的には若者向けの低廉な賃貸住宅の整備や空き家空き地の情報活用の充実と

定住プログラムの作成によりましてＵＪＩターンの促進や若者定住促進のための特

色ある幼児教育や学校教育の充実・教育施設環境の整備などが上げられるというふ

うに思います。  

 「交流」の最後の柱であります「交流事業の推進」でありますが、旧町から取り

組んできておりますテメキュラ市やヤンヤン郡、さらには呉市や嘉手納町など、こ

ういった国内外との交流、これを町の活性化につながるように一層深め、全町的な

交流となるよう取り組んでいくことも重要だというふうに思っております。  

 二つ目のキーワードであります「協働」による安全・安心に暮らせるまちづくり

でありますが、住民あるいは自治会・行政・議会など本町に暮らす誰もがそれぞれ

の立場を理解をし、お互いに大山町のために何ができるのかこれを議論し、その役

割を分かち合い共に汗を流すまちづくりを進めなければならないと思っております。 

 目標とする「協働」によるまちづくりの柱は、「地域自治組織づくり」、「自主防災

組織づくり」、「子育て環境づくり」、「最後まで暮らせるまちづくり」、「活き活きと

暮らせるまちづくり」「環境にやさしいまちづくり」などが上げられるというふうに

思います。  

 合併により行政区域が広がってまいりました。一律な行政施策で、全町の課題に

対応することが困難になってきておりまして、地域ごとに異なる様々な課題に対応

するためには、それぞれの地域の皆さんで議論し、将来計画を立てて取り組むこと

が効果的であるというふうに思っています。そうしたことから昭和時代の旧村単位

くらいの範囲で、大山町でいきますと１０ぐらいが想定されるというふうに思って

おりますが、そういった範囲での地域自治組織づくりに取り組んでいきたいという

ふうに思っております。  

 また「自主防災組織づくり」でありますが、「自分たちの地域はまず自分たちで守

る」という意識を高めて、地震や集中豪雨や新型インフルエンザ対策など地域で支

えあいながら安心して暮らせるよう地域に根ざした自主防災組織、これを全町に広

げていくということが重要であるというふうに思っています。  

 「子育て環境づくり」でありますが、家庭や地域、学校などがそれぞれの役割を

確認しあいながら連携を深め、地域ぐるみで子供たちを守り育てる環境づくりも進

めていく必要があると思っております。  

 ４つ目として、「最後まで暮らせるまちづくり」でありますが、人生の最後をどの

ように迎えるかは大変重要なテーマであると考えております。町内の関係する医療

機関、福祉機関、介護施設、あるいは町の機関と、こういった機関が連携を深める

中で、在宅での生活を希望されるそれぞれ方々の願いがかなえられる仕組みづくり

を検討しているところであります。  
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 ５番目として、生涯にわたって健康で心豊かに活き活きと暮らせるような取り組

みも重要だろうというふうに思っています。  

 そして「環境にやさしいまちづくり」でありますが、環境問題は地球規模で考え、

それぞれ地域であるいは個人で対応する考えであるというふうに思っておりますが、

本町で策定いたしました環境に配慮した地域新エネルギービジョンをさらに推進を

し、環境にやさしいまちづくりにも取り組んでいかなければならないというふうに

思っております。  

 以上の６項目について、これまでの取組みをさらに充実をし「協働」による安全・

安心に暮らせるまちづくりを進めていく考えであります。  

 これら交流と協働によるまちづくり、これを進めていく上でも、常に組織機構や

事務事業を検証しながら、効率的な行政運営に心がけると共に、行財政改革の推進

により健全で持続可能なまちづくりに取り組むことが重要であるというふうに考え

ておるところであります。以上であります。  

○議員 (２番  西尾寿博君）  終わります。  

○議長（鹿島  功君）  ここで暫時休憩いたします。再開は１４時１５分にしたい

と思います。  

午後２時４分  休憩  

─────────────────・───・───────────────  

午後２時１４分  再開  

○議長（鹿島  功君）  再開いたします。次、１番  近藤大介君。  

○議員（１番  近藤大介君）  近藤大介です。通告に従いまして、１項目お尋ねい

たします。大山恵みの里づくり計画の状況と今後の展開ということでお尋ねをいた

します。   

早いもので大山・名和・中山の３町が合併をして４年がたとうとしています。前

回か前々回の定例会だったと思いますが、山口町長は、大山町の合併を見合い結婚

に例えて「がいに好き同士で結婚したわけではないけれどもいろいろいざかいがあ

っても少しずつお互いのいいところを見つけあって、だんだんいい関係を築いてい

けるじゃないか」というようなことをこの町の合併をさして言われました。  

市町村合併が具体化し始めた平成１３、４年ごろ、当時わたしは名和町の役場の

職員をしておりまして、合併なんかすればそれぞれの町の良いところが死んでしま

うんじゃないか。何とか単独で生き残る道を模索すべきではないか。もしどうして

も合併せざるを得ないのであれば、西部地区で大同団結をして、大きな米子市を作

るべきではないか、そういうふうに思っていた時期もありました。  

しかし、こうして新大山町で合併してみると中山、名和、大山、比較的良く似た

規模の町でありながら、それぞれ違う個性をもった旧３町で合併した今の姿が、ま
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あ以前に比べましたら不便になった点もないわけではありませんが、地方分権時代

の新しいまちづくりをしていく上では、一番良かったのではないかとそういうふう

に今感じております。  

扇の要といいますが、地形からいってもこの旧３町を根元でしっかり束ねている

のが正に「大山」です。合併前の協議会でも、自然豊かで美しい、われわれ町民が

どこへ行っても誇れるこの「大山」を核に新しい町づくりをしていこう。われわれ

の町は大きな企業があったり、近くに大都市があるような裕福な町では決してない

けれどもわれわれの町には大山がある、日本海がある。ここで生まれた深い歴史文

化があり、人と人の温かい結びつきや、豊かな農林水産業がある。その大山の恵み

を活かしたまちづくりをしていこう、そういう志から新しい大山町の歴史は始まり、

その志は合併協議会のまちづくりプラン、合併した新町の総合計画を経て、多くの

町民の知恵や手も掛けていただきながら、この大山町のシンボル政策である大山恵

みの里づくり計画にまとめられました。  

前置きが少し長くなりましたが、その大山恵みの里づくりの現在の状況と今後の

展望について、この時期にやはり総括しなければならないという思いからこの項に

ついて何点かお尋ねをいたします。  

大山恵みの里づくり計画を具体化し、推進していく役割を持つ財団法人大山恵み

の里づくり公社が２年前に立ち上げられ、今現在町内の農産物を近隣のスーパーで

有利販売する仕組みを作ったり、また大山町の農産物を使った新しい加工品の販売

準備を進めています。昨年１１月には、御来屋に海の幸を生かした直売所「お魚セ

ンター」ができ、来月早々には山陰道名和インターチェンジの側に道の駅として、

情報交流センターがオープンします。  

また、農産加工施設や香取地区での物産販売施設、仮称「香取村」というふうに

聞いておりますが、これらの整備計画も順調に進められ、町民の願いと期待がこも

ったこの大山恵みの里づくり計画は１歩ずつ着実に進められているとわたしは受け

止めておりますが、改めてこの大山恵みの里づくり計画の進捗状況とまた今後の課

題、これについて町長がどのようにお考えかお尋ねをいたします。  

次に今も触れましたように、この恵みの里づくり計画に従って、次々と施設整備

が行われていっております。それぞれ単体でみれば決して規模の大きなものではあ

りません。インターのそばに、道の駅があってこっちにお魚センター、あっちに香

取村、みくりや市があったり、新しく農産加工所ができたり、小さな施設がばらば

らあっても果たして効果が上がるのか。わたしはそれらの施設が、有機的に緊密に

連携しあってはじめて効果があがる、そのように思っておりますし、計画も今その

ように進められていると認識しておりますが、一方大山町の財政、懐具合は一時の

厳しさから脱出したとはいえ、まだまだ安心できる状況にはありません。施設整備
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は有利な補助事業や合併特例債を利用するので、町財政への負担は、それほど大き

くないと言ってもわれわれ住民としては、箱物行政への不安もあり、大山町にとっ

て大事な事業であればなおのこと、その必要性や費用対効果など、住民理解を充分

得た上で、進めていく必要があるだろうと思っております。  

そこでオープンして数ヶ月たった「お魚センター」は、今大変好評で、島根県東

部など、県外からのお客さんも多いと聞いておりますが、具体的な状況はどうなっ

ておりますでしょうか。また来月オープンの観光交流センター、道の駅「大山恵み

の里」ですが、これについては町のホームページ上の掲示板で住民の皆さんからも

さまざまな意見が寄せられました。観光交流センターがどのような目的で建設され

るのか、改めてご説明いただきたいと思います。  

また同じような物産販売施設が、とりあえず仮称として「香取村」ということで、

香取ミルクプラントの側に整備される予定になっておりますが、概要をご説明いた

だきそれらの施設がどのように連携していくのか、その結果として大山町の観光物

産振興にどうつながっていくのかというところの展望をお示しいただきたいと思い

ます。  

次に、大山恵みの里づくり計画の中では、大山の魅力を高めていくためには、町

民総参画が必要だとうたってあります。整備される施設を活かしていくためにも、

農家、漁業者、観光事業者はもちろん一般の町民がさまざまの場面で、積極的に関

わっていく必要があると思いますが、参画の状況や仕組みづくりについてはどのよ

うになっておりますでしょうか。  

最後に恵みの里づくり事業においては、先にも触れました大山恵みの里公社が果

たす役割が大変大きいと思っております。観光交流センター、道の駅「大山恵みの

里」ですね、管理運営もこの公社に指定管理委託します。公社の現在までの事業実

績の状況や、今後の事業展開についてもご説明をお願いいたします。以上です。  

○議長（鹿島  功君）  町長。   

○町長（山口隆之君）  議長。それでは近藤議員さんの恵みの里づくり計画の状況

と今後の展開についてというご質問に答弁をさせていただきたいと思います。  

 進捗状況と今後の課題についてでありますが、現在担当課において２０年度末現

在の進捗状況と抱える課題についての確認作業を進めているところでありまして、

その成果をふまえまして計画の一部微調整も含めて今後の対応を検討していきたい

というふうに考えておるところであります。  

 計画達成に向けては五つの目標を立てて具体的な施策を推進しているところであ

りますが、まず「魅力を高める」から申し上げます。  

一つ目としての町民総参画による環境保全活動の展開では、大山の美化活動をは

じめ地道な取り組みが行われてきており、海岸清掃の参加者増など着実に成果は上
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がってきておりますが、もう一歩輪を拡げる努力が必要ではないかと感じていると

ころであります。  

二番目の大山寺参道・アルペンライン地域の再生と魅力向上でありますが、参道

ギャラリーの開設、モンベル直営店の進出等、立ち寄り可能な施設による滞留効果

が出始めてきておりまして、アルペン地区の街なみ環境整備事業の着手により、よ

り一層の魅力向上を図ることができるものと考えております。スポーツを中心とし

た合宿入り込みも着実に増加をしてきておりますが、未だ行政主導の感はぬぐえず、

昨今の経済情勢への対応を含めて地元事業者の皆さんの積極的な取り組みが求めら

れるところと感じておるところであります。  

三つ目としての観光・物産等の総合的な拠点づくりでありますが、ご案内のとお

り４月４日には待望の拠点施設「道の駅大山恵みの里」をオープンする予定でござ

います。今後いかにこの施設を活用していくかが本町活性化の大きなポイントとな

るものと思っております。  

 次に「交流人口を増やす」でありますが、一つ目の観光ガイド機能の確立と強化

では、観光ボランティアガイドの養成や活用では順調に推移しておりますが、一部

専門ガイドの分野ではそもそもボランティアガイドにはなじまない部分もありまし

て、担い手としての観光協会の位置付け等計画の一部微調整の必要を感じていると

ころであります。  

二つ目の体験観光の商品造成・販売の強化でありますが、体験型観光の需要は増

加傾向が続いているのですが、本町内の受け入れ体制の整備が追いついていないた

め、商売の機会を逃している現状があると認識をしております。大山寺エリアだけ

でなく、広い範囲で受け入れ体制の整備に取り組む必要あるものと思っております。  

三つ目のスポーツ・健康づくり旅行商品の開発では、スポーツ合宿の入り込みは

安定した伸びを示しており、これまでの取り組みが成果につながったものと喜んで

おります。健康志向旅行商品では地元食材を活用した「大山百歳食」の商品化がな

され、今後の展開に期待いたしておりますし、更に現在掘削中の温泉活用にも大き

な期待が持たれるところであります。  

四つ目の観光交流に必要なインフラの整備でありますが、道路整備、案内標識の

整備など県や国の深いご理解をいただき、計画策定時の課題は全て達成されている

状況となっています。  

 「雇用と所得を増やす」に移りますが、まず一つ目の、農産物の高付加価値化で

ありますが、大山ブランドの認証基準の確立や栽培基準の制定などは大変難航して

おりますのが実態であります。ピーナッツなど一部品目で新しい動きが顕在化して

きてはおりますが、まだまだ取り組みに不十分なところが多く、今後は生産者はも

とより関係諸機関と更に連携を強化して取り組みを強めていきたいと思っておりま
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す。  

二つ目の特産品・料理・商品の磨き上げと供給力強化でありますが、各種イベン

トへの出展や研修会の開催は積極的に取り組まれ、意識の向上など成果も現れてき

ております。今後は生産者組織の更なる拡充による生産物の安定供給強化を目指し

ていく必要があるものと感じております。  

三つ目の産地商社機能の確立では恵みの里づくり公社を中心とした販路開拓の取

り組みが地場金融機関との協働の成果もあって大きく前進したところであり、自営

の流通機能を持つための「大山恵みの里便」も大きな前進であったと認識しており

ます。インターネット通販を念頭に置いたホームページの開設、生産者自らが情報

を発信するためのブログの活用など、新しい取り組みにも着手をし、生産者の意識

向上も含め順調に推移しているものと思っております。  

 次に「情報を発信する」でありますが、１つ目の情報提供システムの確立では携

帯情報サイトのアクセス数は飛躍的に延びてきておりますが、アクセス数に満足す

るのではなく、携帯サイトの更なる活用策を講じていく重要性を感じているところ

であります。２つ目の地域団体商標の取得でありますが、鳴り物入りでつくられた

地域団体商標ではありますが、実際に申請する段になりますと、申請できる団体に

制限が多く、経費も多額にのぼり、認証までのハードルが非常に高かったため、計

画の見直しが必要であると感じております。替わって、通常の商標登録や意匠登録

によってブランド価値を高めていく必要があるものと考え、今後はそうした取り組

みに支援をしていきたいと考えております。  

 五番目の「人材を育む」でありますが、１つ目の大山学の提唱・普及では各公民

館を中心に積極的に取り組みが行われ、大変多くの皆さんに大山学講座を受講して

いただくことができました。小中学校の副教材も完成をし、故郷を知る上で大きな

力を発揮しているところであります。  

２つ目の大山移住支援制度の創設でありますが、空き家・空き地バンクを設けて

物件の紹介・斡旋を行っているところでありますが、物件供給者と需要者との意識

のミスマッチが多く、目立った成果につながっていないのが現状であると感じてお

ります。移住支援制度の創設については未着手でありまして、今後慎重に検討して

いきたいと考えております。  

 次に、水産物直売所お魚センターみくりやの状況についてでありますが、昨年１

１月９日にオープンをし、町内はもとより、町外からのお客様に利用頂いておりま

す。利用状況は、１階の水産物直売所では、地元の御来屋漁港で水揚げされた新鮮

な魚介類を安価で提供しており、利用者からの評判が良く２月末で、１万３，２６

６人の来場者数であります。また、２階の「地魚料理恵比須」も鮮度の良い食材で

メニューに人気があり、２月末で４，８４８人にご利用いただいております。この
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間、３社のテレビ局で放映され、ＰＲ効果も大であったと思っております。今後も、

順調な営業に向けて、指定管理者と連携をとりながら運営してまいりたいと考えて

おります。  

観光交流センターの役割につきましては、単なる休憩所、単なる物産直売所、単

なる食堂などではなく、広く本町の旬の情報や優れた物産を来訪者に周知し、本町

内での滞在時間を延ばし、ひいては町内での消費拡大を図ると共に、アンテナショ

ップとして消費者の嗜好等の情報収集と本町産品の認知度向上を図っていくのが大

きな役割であると認識をいたしております。  

 「かとり村」でありますが、未だ構想段階の域を出ないところではありますが、

廃校となりました香取分校の木造校舎部分を活用した開拓資料館及び乳製品の体験

交流施設として整備をし、大山北麓の新たな観光ルートの拠点施設として活用して

きたいと思っております。また、香取ミルクプラントと連携を図ることにより、飲

むヨーグルトをはじめとした乳製品の消費拡大に繋げて行ければと考えておりま

す。  

 これらの施設が相互に密接に関連をし、お互いがお互いの情報を発信し合うこと

により、相互補完にとどまらず相乗効果を持つまでに至ることとなり、本町の魅力

がより一層高まり、一部地域のみに集中していた観光客の面的な広がりが推進され

るものと思っておりますし、滞留時間の増大により消費が格段に増加するものと見

込んでいるところであります。  

 町民総参画の状況についてでありますが、大山恵みの里公社の会員とも言えます

生産者登録数は１７０名であり、日々増加してきているところであります。観光事

業者の大半は大山町観光協会の会員として結集しており、イベントなど誘客活動を

通じて、観光情報の共有や商品開発・営業活動の共同実施など取り組んでおられる

ところであります。一般町民の参画につきましては、確実に輪の広がりを見せてお

り、これからが本番であると考えております。各施設を利用いただく、そして自ら

も色々な場面で参画をしていただく中で、大山の恵みのすばらしさ、本町でつくら

れた産物の本当の良さなどを知っていただき、自らが訪れ消費するだけでなく、親

戚友人知人に広くクチコミをしていただける日が近い将来到達するものと確信いた

しております。  

 公社の事業実績でありますが、２０年度の収益事業取扱高の見込みは約５ ,３００

万円でありまして、公益事業約３ ,３００万円と併せました収支は、トラックの導入

や人員の雇用などの投資額にほぼ均衡した収支決算になるものと見込んでいるとこ

ろであります。今後の事業展開でありますが、販路の拡大は金融機関や農協などの

支援を受けながら継続してまいりますが、何よりも良質な産品を安定して供給して

いくための生産者組織の拡充を図ってまいりたいと考えております。そして、ブラ
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ンド力の一層の強化、今年度策定をいたしますブランド認証基準の徹底によります

更なる大山ブランドの強化、道の駅の運営を通じた体力強化、経営ノウハウの取得、

新たな商品開発の着手など攻めの姿勢で積極的に前進してまいりたいと考えており

ます。  

 今後も何かとご助言ご指導いただきますことをお願い申し上げまして答弁とさせ

ていただきます。  

○議員（１番  近藤大介君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  近藤大介君。  

○議員（１番  近藤大介君）  大山恵みの里づくり計画についてと言いながら、内

容的には非常に多岐に亘って質問いたしまして、それぞれ現在の状況なり、課題な

りをご説明いただきました。思いますのに、施設整備であるとか、あるいは公社の

設立や運営などこれから、大山恵みの里を本当に私たちが作っていくための基礎的

条件については、この何年かでだんだんと出来上がりつつある。要はまあそういう

ことだと私は理解さしてもらいましたが、その中でもいくつか町長ご自身答弁され

たようにですね、十分に進んでない部分なり、今後の課題なりも、出てきておるわ

けです。それらについては、また新年度以降一つずつ進めていく必要もあろうかと

思いますが、とりあえずいくつか絞って再質問させていただきたいと思うんですが、

つい先日、この役場のすぐ下にたい焼きを買いに行きました。知っている方は大変

良く知っておられる。町外の方でも、鳥取、米子間営業とかで回られる方は割と良

くご存知のたい焼き屋さんが下にあるんですけれども、御主人さんに伺ったところ、

御来屋のお魚センターができて以降、米子からのお客さんが結構増えたというよう

なことをおっしゃってました。若干小さな例かも知れませんけども、一つ施設がで

きる事によって、人の流れなり町の状況が変わっていく、そういう側面があろうか

と思います。  

今、山陰道が整備される中で、９号線の交通量が減りました。町内でも沿線の商

店なり、飲食店なり大きく売り上げが減ったというふうなお店もあるように承知し

ておりますが、全面開通、山陰道がするようなことになれば、更に９号線の利用は

減ることが容易に予測されるわけですが、今回、名和インターチェンジそばの道の

駅大山恵みの里、これについては、高速山陰道で、からの利用はもちろん一般道か

らもアクセスできる。そういう立地になっております。西の方から東に向かって来

られて、道の駅で一旦休憩された後ですね、まあ時間がある方は、ちょっとそこで

観光情報仕入れてぶらぶらしてみようかなと一般国道に下りることが容易にできる

わけです。決して大量の数ではないとは思いますけれども、また、考えようによっ

てはそこでビジネスチャンスが生まれることもあるだろうとそういう発想もできる

んだろうと思います。  



 214 

そこでですね、改めて、ざっとした観光交流センター、道の駅大山恵みの里につ

いて、ざっとその役割について今、ご説明をいただいたわけですけれども、町長の

ご説明にもあったようにですね、この施設を今後どう生かしていくのか、これがま

さしく、これからの 1 つの大きな課題になるんだろうと私自身も思います。町長の

今の説明では、単なる物産販売施設ではないですよと、単なる休憩所ではないです

よというご説明がありましたが、私はむしろその物産販売や休憩所という役割以上

に地域の観光情報を発信する場、平たく言えば観光案内、こちらの方がむしろ重点

としては大きいのではないかというふうにわたしは思います。訪れる方に、その時

期時期、季節季節、町長の説明にもありましたけれども、今の時期だったら、「港に

下りればこういう海産物がありますよ。」「みくりや市なり行ってもらったら、ちょ

っと変わった山菜がありますよ」とか、あるいは、５月だったら「藤の花がきれい

ですよ」とか、ちょっと時間があぁだったら、今度、例えば、名和や大山にもあり

ますけども中山の方の「道祖神さんの祭りはちょっとユニークですよと」か、そん

なような地元の本当に磨けば光る観光素材なりを積極的にＰＲしていく場として、

活用されなければならない、そういうふうに私は思っております。  

そういう意味では、先ほど申しましたように、施設整備は順調に進んでおります

が、そういった、地域資源の掘り起こしとそれから磨き上げ、この部分については、

まだまだ課題があるのかなと、いうふうに思っておりますが、そういった部分につ

いての町長のお考えなり、道の駅大山恵みの里の役割についてもう少し町長のお言

葉でですね、具体的に詳しく説明していただけたらというふうに思います。  

もう１点。公社の役割でございます。公社の役割についても、ざっと今説明いた

だいたところなんですが、従来、一次産業の産品、農産物にしても、水産物にして

も、流通業者がその価格決定に大きく力を持っておりました。たくさん採れる時は、

安く買い叩かれるというような状況でありました。一部、大山町内の特産物を除い

てはそういうような状況ではありますが、今、例えば、商工会を中心に観光課なり、

大山振興課も一緒になって「大きな山と書いてだいせんと読ませるＰＲ活動」など

を通じてですね、もともと大山の知名度はあったわけですけども、更に大山として

の付加価値が今高まりつつある中で、ブロッコリーも中山のブロッコリーから大山

のブロッコリーとして認知され生産を今、次々拡大していってるところです。そう

いった中で、冒頭私もちらっと言いましたけれども、米子のスーパーマーケットで

も、是非大山の農産物だということで、コーナーを作らせてもらいたいとスーパー

の方からの注文もあるわけです。大山で作った野菜だというだけで付加価値が高ま

るようなそういう状況の中で、是非ともそれを生かして、公社には大山町内の一次

産品を始め様々な産物についてですね、しっかり物産振興していっていただきたい

というふうに思うわけでして、そのあたりの公社の役割についてももう少し、町長
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の方から補足の説明をお願いしたいと思います。その２点よろしくお願いします。  

○議長（鹿島  功君）  町長。  

○町長（山口隆之君）  議長。近藤議員さんの再質問に答弁をさせていただきます。 

まず、最初にあの、今、間もなくオープンを迎えようとしております観光交流セ

ンター道の駅大山恵みの里、ここの役割、機能ということでございます。先ほど、

議員さんがおっしゃいました、要は目的、まさにそれを狙った施設だというふうに

私自身も捉えております。やはり、今、車の社会でもありますし、また、今日も色

んな場面で申し上げましたけれども、大きな観光地であったりとか、名所・旧跡で

あったり、あるいは温泉であったりそういったものだけが求められる観光資源では

今はない時代であります。本当に何気ないその普段我々は何も感じていないけれど

も、何気ない地域での行事であったりとか、ふと、そこで見る、日常みている風景、

そういった自然や歴史だけで、自然やそういった行事、或いは農業や漁業といった

普段の営み、或いは日常の生活、こういったものも実は今大きくクローズアップを

されておる状況であります。こういった情報を全て全国に、観光パンフレットとし

てあるいは観光情報として出すことが出来るかというと、これは無理なことだとい

うふうに思っております。やはりこの大山、幸いにも、この地域は大山という非常

に知名度の高い資源があるわけです。ただ、先ほど触れられましたが、大山はまだ

まだ、だいせんとは読んでもらえないわけであります。名古屋の辺から、向こうに

行きますと、いつの間にか大山が「おおやま」になってしまって、だいせんといっ

たら、神奈川のおおやまの辺を指されてしまうという。そういった状況であります

からこそ、先ほどもご紹介いただいたように大山をだいせんという、読ませるとい

う、そういった 1 つのキャンペーンというか事業を取り組む中で、知名度を更にア

ップしていこうという取組みをしているところでありますが、いずれにしてもそう

いう大山というものを求めてまずは来られるわけであります。あるいはこの近在の

方々も名和神社であったりとか、妻木晩田であったり、あるいは中山の退休寺、あ

る程度の、中山温泉もですけども、ある程度のその観光パンフレットに載っている、

地図に載っている、観光資源というのは求めては来られるわけでありますから、そ

ういった方々が、更にここに来て何の情報を得るかということが大事だというふう

に思っております。先ほどもありましたように、その地域地域の小さな資源でも魅

力のある資源がある、更にはその時期時期によって行われる行事、あるいは時期時

期によっての見所が出てくるわけであります。あるいは、によっての食材、色んな

ものがあるわけであります。そういったものをやはり、適時情報というものを出し

ていくということが大事なんだろうなと思っております。これはやはりどこかで、

その機能をわたしは持たせなければならない。それを、この道の駅、大山の観光セ

ンターであります、この道の駅の大山恵みの里でそれを発信していくことが、大き
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な私は効果を生むことになるだろうというふうに思っております。  

従って、ここの機能といいますのは、単に物を売ってそこで営業収益を上げて経

営を運営していくという施設ではない。そこにはやはり、周辺に大きな波及効果を

もたらしていく、その事を期待した施設であります。その情報の部分、これはやは

り、そういう意味では公益的な部分だと思っております。従ってその公益的な部分

については、指定管理として公社に出しますけれども、やはり町としてみていかな

ければならない、そのことが、先ほどのたい焼き屋の話ではありませんけれども、

やはり、地域の中に確実にその効果が広がっていく事をやはり確認をしながらやは

り、情報を提供していかなくちゃならないというふうに思っておるところでありま

す。  

で、この道の駅、小さなものであります。それは、ここで全ての、そのものが買

えものが食べれるような環境を作るのはみやすいんであります。しかしそれでは、

やはり、ここに色んなものが集結することでは、ここで終わってしまうわけであり

ますから、ここは小さなものであって、ここで情報を発信をして、で、あの、すぐ

近くにはこういった食事が出来るところがある、あるいはこういった買い物が出来

るところがある、こういった名所があるというところをやはり発信する中で、滞留

していただくというそういった大きな役割をこれからこの公社、この道の駅に期待

をしていきたいと思っておりますし、そういった役割だろうというふうに思ってお

ります。今、おっしゃいましたようなことだというふうに思っておりますので、私

自身としてもそういった目標に沿った取組みをしっかりとここで果たしてもらいた

いというふうに思っておりますが、その中でありました、その地域資源、これの磨

き上げ、これがまだ不足しているのではないかということであります。同じ思いで

あります。要はそれは、先ほどの話ではありませんが、その資源に気付いていない、

町民自身が、やはりその良さに気付いていないという部分が非常に多いんだろうと

いうふうに思っております。  

従って、そういったものをやはり、磨き上げていく中では、そこに多くの方がや

はり意識を持って参画していただくということからやっぱり始まっていくんだろう

というふうに思っておりますし、また、これから、外からお見えになった方々がそ

ういった中で、色んなことを情報として逆にいただけるんではないかと、そこでま

た気付かされていく、そういったことにもあるんではないかなというふうに思って

おるところであります。そういった意味では、この交流センターというのは、もの

の交流だけではなくて、人の交流、情報の交流、これは、発信するだけでなくて、

受け止めるということのやっぱり役割も大事にしていかなければならないのかなと

いうふうに思っておるところであります。そういった情報もいただきながら、やは

り町民総参画の中で、この大山町、大山の恵みの里であるという意識を持ちながら
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取組みが繋がっていけば恵みの里づくり計画、本当に大きな成果に繋がっていくん

ではないかなというふうに思っておりまして、そのまず、最初の拠点が、この道の

駅ではないかなというふうに思っておるところであります。  

それから、公社の役割ということでありますが、これにつきましても先ほど来、

答弁をしたとおりでありまして、そういったものをやはりマッチングしていき繋い

でいく、そういった中で今、金融機関さんでありましたり、農協とかありましたけ

れども、色んなところから実はオファーが来ております。この間も、ピーナッツの、

に続く第２弾でこんにゃく、大山山麓でのこんにゃくの栽培をしてもらう。大山こ

んにゃくを作りたいという製造業者の方から金融機関を通して話がありました。そ

ういったような具合で、こういったものを今度は農家につないでいくわけでありま

すけれども、公社と金融機関、これは具体的には鳥取銀行さんと山陰合同銀行さん

ですけども、こことの提携もいたしております。そういった中で、いろんなバイヤ

ーでありましたり、スーパーでありましたり、色んな企業でありましたり、そうい

ったところからとのその情報をいただいて、公社とでそれを、その情報をまた下ろ

して行きながらマッチングさせていくというような取組みもしているところであり

ますけれども、そういったようなことを公社としてはしっかりとしていかなければ

ならないなというふうに思っておりまして、公社のそういったその公益的な部分、

これは、やはりこれから更に重要になってくるんではないかなと思ってますが、そ

ういったところの中で農業者団体である農協でありますとか、漁協でありますとか、

あるいは生産者組合でありますとか、そういったその方々ともきちっと連携をとる

中で、それが、さらに大きな成果につながっていく事になりますし、また、マッチ

ングしていく上での色んな情報がお互いに持ち合えることになるんではないかなと

いうふうに期待をしておるところでありますので、是非とも今後も公社の活動に対

してのご支援なり、ご示唆をお願いを申し上げるというふうに思うところでありま

す。以上であります。  

○議員（１番  近藤大介君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  近藤大介君。  

○議員（１番  近藤大介君）  今説明をいただいたわけですが、こんにゃくの製造

メーカーから、大山で要はこんにゃくいもを栽培してもらえんかというオファーが

あるなんという話は今初めて聞いたわけですが、内緒でもしゃべってしまいました

がね、話の中にもあったように、ピーナッツに続いてそういう話が出てくる、或い

は、地元の銀行さんなりが、色んな製造業者と大山町内の農産物なりを是非マッチ

ングさせてもらいたいというようなことで、言ってきていただける、そういったこ

とから考えてもですね、意外とわれわれ以上に、外部の人たちからしてみれば、大

山町、大山、大山というもののブランド力は高いんだ、と、いうふうに考えること
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も出来るのかなと、だからこそキャンプ用品では大手のモンベルさん辺りも、観光

地としてはどちらかというと規模の小さい大山に直営店を置いていただけたという

ような部分もあるんだろうと思います。  

実は、山口町長は、名和町長として新町の合併協議に深く関り、大変厳しい財政

難の中、船出したこの大山町の町長として旧３町の融和に労を惜しむことなく分権

時代の首長としての職責をしっかり果たされ、何より、シンボル施策である、ずっ

と言っておりますこの、大山恵みの里づくりの計画策定と事業実施を着実に進めて

こられたと、細かい点ではわたしと意見も対立する部分もあったんですけども、そ

の行政手腕については私自身は高く評価すべきものだと思っております。  

実は、皆さんがご承知のように来月は選挙もありまして、個々具体的な事業につ

いて、これからどんなような考え方をしておられますかという質問をしてもですね、

町長も責任持って答弁することは難しいでしょうから、今回、実は私一般質問止め

ようかとと思っていたんですけども、そうは言ってもですね、この大山恵みの里づ

くりについては、町長以下執行部の皆さん、そしてわれわれ議員も、教育や福祉の

様々な重要な課題もある中で、何よりも新町のシンボル政策だということで、この

４年間、ことさら時間をかけ、事あるごとに意見を出し合い、議論を重ねながら前

に進めてきた事業だと思っております。そして更に、これからまだまだ進めていか

なければならないそういう事業です。やはりこの節目の時期にですね、４年間を振

り返って、大山恵みの里づくり事業の成果を確認しながら、この事業がこれから先、

どこに向かおうとしているのか、われわれは町民の前で、語らなければならないの

だろうというふうに思って一般質問させてもらいました。  

まあ近頃、暗いニュースばかりで、本当に気が滅入る部分でもあるんですけども、

先ほど言いましたように、こういう大変な時にこそチャンスもあるだろうと、そう

いう部分が必ずあるとわたしは思っております。不安定な派遣労働で職を失った若

い人であったりとか、定年後は田舎でのんびり暮らしたいと思っておられるような

団塊の世代周辺の方々、ま、ひょっとしたら近い将来、食糧危機があるかもしれな

いぞということも考えながら「田舎にいっそ移り住むかな」というふうに考えてお

られる方も数としては決して少なくありません。食の安全ということもあります。

そういった部分を考え合わせれば、やはり今大山町が置かれている状況というのは

決して不安なことばかりではない。将来を切開くものが必ずある。それを開いてい

くのがまさに、大山恵みの里づくりの計画なんだろうというふうにわたしは考えて

おります。この４年間財政もなかなか厳しいということで、当初は補助金も削りに

くいところをあちこち削り、職員の皆さんの給与も３％を削るなどして基金の積み

立てなり、借金の返済に充てきましたが、ここ１、２年は財政も、国の、国から下

りてくるお金も少し増えましたので、財政状況も好転しかけてきております。基金
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の積み立ても増えてきました。やはり今、こういうときにこそですね、そうやって

町民なり、職員の負担で、作ってきた基金をですね、将来を切り開いていくための

大山恵みの里事業でしっかりと使っていく、部分も必要なのかなと思います。具体

的には、これまで十分に進んでいなかったそういう大山の恵みを掘り起こし、磨き

あげていくようなソフト事業であったりとか、住民の皆さんにそういった部分につ

いて認識を持っていただくための研修事業であったりとか、そういった部分にです

ね、これからはそういった財源を振り充てていく必要があるのではないかとわたし

は考えておりますが、町長が考えておられた大山恵みの里づくり計画の先にあるも

のは、どういったものであったのか、是非最後に町長のそういった将来展望につい

てお尋ねをして私の一般質問を終わりたいと思います。  

○議長（鹿島  功君）  町長。  

○町長（山口隆之君）  議長。再質問に答弁をさせていただきますが、今おっしゃ

るように非常に厳しい財政状況なり社会情勢でありますけれども、決して、後ろ向

きにものを考えているだけではならない。やはりきちっと前を見据えて進んで行か

なければならないというふうに思っておりますが、これだけこの大山恵みの里づく

り計画という大山町のその計画に対して、様々なところからご注目をいただいてい

るというのは、わたしはある意味で、この計画に策定にあたって本当にしっかりと

時間をかけて、しっかりと色んな方々のご意見を聞きながらこの計画を策定をして

いった。そして、きちっとしたその、ある意味ではストーリーという一つの構成の

中で進んでいっている。ある意味ではその先というものが、目指しているものがや

はり誰にもある程度分かっていただけるという計画になっていることによってその

計画が多くの方々にご理解をいただいている中で、いろんなお声掛けがいただいて

いるんではないかなと思っております。この計画を県なり国なりに示す中で、この

計画を基づいて、こうだからこういうものをやりたいと。あるいはこういうものを

目指しているから、じゃあ安心してそういった銀行さんとか色んな方々がそれに参

画をしたいという、おいていただけるんではないかなと思っておりまして、だから

やっぱりどういった時代でもきちっと目標を立てて、きちっとした計画に基づいて

動いていくということは非常に重要なことだなあというふうに改めて感じておりま

す。その中では少々の経済の変動にもやはり左右されないで目指す目的というもの

をきちっと向かっていけるものを持てたということは大変大山町にとっては良かっ

たことではないかなというふうに思っておりまして、後は先ほど来ありますように、

これをいかに多くの町民の皆さんに認識をいただいて、その中に関っていただくこ

とだろうかなというふうに思ってます。  

これについては、先ほどから申し上げておりますように、経済の活性化事業の柱

ではありますけれども、わたしはこれは経済的なものだけではなくて、やはり住民
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の皆さん、町民の皆さんのやはり心、そういったものにも関ってくることだろうと

いうふうに思っております。だからこの大山の恵みの里づくり計画は、決して産業

活性化計画だけではなくて、中の計画書を見ていただくと分かりますけれども、教

育とか文化とか歴史、こういったものも当然この中に盛り込まれておるわけであり

ます。そういった、教育とか文化とか歴史、こういったものも先ほど申し上げまし

たように、人に感動を与えるものであります。魅力として大変大きなものでありま

す。そういったものをやはり外からお見えになった方々、あるいは外の方々に対し

て、町民みんなが発信をしていける。そういったようなことにつながっていくこと

がわたしは町民総参加につながっていく、この計画の目標であろうというふうに思

っております。要は一言でいえば、やはり大山町の皆さんがこの計画に関る中で元

気に明るく大山町を、まちづくりを一緒に取り組んで行ける、そういったことが大

きな目標であろうなというふうに思っておるところであります。以上であります。  

○議員（１番  近藤大介君）  はい。終わります。  

○議長（鹿島  功君）  ここで１５分まで休憩したいと思います。  

午後３時６分  休憩  

─────────────────・───・───────────────  

午後３時１３分  再開  

○議長（鹿島  功君）  再開いたします。次、４番  遠藤幸子君。  

○議員（４番  遠藤幸子君）  遠藤です。通告書に従いまして１問質問したいと思

います。今まで同僚議員が色んな角度で質問されてこれ以上何を聞こうかっていう

思いがありますが、わたしの思いが一つありますので通告書に従って質問したいと

思います。  

 広報「だいせん」３月号に載っておりました。ホームページで発信中。大山町が

山あり海あり、さまざまな食材の宝庫であることを。町民みんなで「大山町ブラン

ド」を全国に発信していきましょう。こんな記事が載ってました。また、隣のペー

ジには岡山放送でも、冬の大山はスキー場のイメージが強いが、海の幸、山の幸、

おいしいものがたくさんあることを岡山の方に伝えることを企画して、大山町が食

材の宝庫であることをＰＲした、という両面に大きく載っていたのを町長も見られ

たと思いますが、こんなふうに食材の宝庫である大山町が、大山町のスキー場に来

たのに、ましてや町営の施設で食べたものが、レトルト食品であった。これはどん

なふうに考えたらいいでしょうか。遊びに来たから、遊ぶ場所だから食べ物はどう

でもいい、まさかこんな考えではないと思うんですけども。  

４月には、道の駅「大山恵みの里」もオープン予定になっております。大山町基

本構想を具現化するために策定された「大山恵みの里づくり計画」町長はどのよう

に考えておられるのかお聞きします。  
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○議長（鹿島  功君）  町長。  

○町長（山口隆之君）  議長。それでは、遠藤議員さんの大山恵みの里づくりにつ

いての質問に答弁をさせていただきます。  

 他のご質問でもお答えいたしてきておるところでありますが、大山ブランドの推

進に限らず「大山恵みの里づくり計画」の推進は、本町の経済活性化に欠かしては

ならない重要施策であり、全力をあげて推進に努めているところであります。  

 中の原スキーセンターの食事がレトルト製品を使用していておいしくなかったと

のことでありますが、まずレトルト製品等の二次製品の使用について考え方をご説

明申し上げます。  

スキー場という特殊な環境に立地する食堂で出てくる食事のことを若者達の言葉

でいえば「ゲレ食」と呼んでおるようであります。これは、ハンバーガーや牛丼な

どと同じファーストフードとして認識をしているということを表しております。ゲ

レンデの食堂に大多数のお客様が望んでおられるのは、経験豊富なコックが丹誠を

込めて作ったお料理などではなくて、少しでも早く少しでも安く、ほどほどな味で

あればよい、というものであるというふうに認識をしておりますし、中の原スキー

センターもそうしたお客様を対象にした厨房の構造なり、職員の構成やメニュー編

成にいたしているところであります。  

そのため、こうした条件を満たすために、冷凍食品やレトルト食品など二次加工

された食材を多用しておりますことは事実であります。言葉を換えますと、その場

で原材料から調理をしていたのでは、お客様の欲求には到底お応えできないという

ことなのであります。とはいえ、高くてまずいものをお出しするわけにはなりませ

んので、限られた条件の中でチーフコック以下一生懸命工夫をしてきているところ

であります。まず食材の選定におきましては、厨房内で調理や加工をいたします米、

白ネギ、ブロッコリーは町内産のみを使用し、他の生鮮野菜も入手可能な場合は町

内産のものを使用いたしておりますし、大山どりを使用した親子丼は大変好評であ

ります。レトルト製品につきましては、各種サンプルの試食を繰り返して選定をい

たしたものではありますが、シーズン終了後に改めて総括し、より良いものを選定

するよう努めてまいりたいと考えております。  

 冒頭にも申し上げましたが、「大山恵みの里づくり計画」の具現化は、町民にと

って喫緊且つ大変有用なものであると認識をしておりまして、道の駅をはじめとし

た各拠点施設の活用や、大山ブランドの一層の磨き上げ、大山そのものの更なるＰ

Ｒ、おもてなしの意識向上など多面的な取り組みを強力に進めていき、町、町民全

てが大山の恵みを今以上に享受していけるよう努めてまいりたいと考えておるとこ

ろであります。今後もご支援、ご助言をいただきますようお願い申し上げ答弁とい

たします。  
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○議員（４番  遠藤幸子君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  遠藤幸子君。  

○議員（４番  遠藤幸子君）  はい。ひとつ確認したいんですけど、町長、食べた

ことあります。スキーセンターの食事は、町長自身はお食べになったことはありま

すでしょうか。それをちょっとお聞きしておいて、返答は後でいいですけども。交

流センターとか色んなところの施設整備とか、外への発信、テレビであったり、色

んなものを使いながら全国に発信していくことは、本当、大変いいことだと思うん

ですけども、先ほどから町長もおっしゃってますように、中の方にももうちょっと

目を向けたらどうかなと思う部分があります。わたしもこの頃、色んな人と出会う

機会があるものですから、その度にこう言われるのが、「何か、交流センター、あれ

はごく一部の人のもんだがん。他の、一部の人がやられることが恵みの里。」そうい

う発想というのですか、そういう方が結構いらっしゃるものですからもう少し町民

の方、職員の方、色んな、どんな方法っていうか分からないんですけども、これは

みんなでやっていかないといけないことなんだっていうことをもっとしっかり中の

方からやっていかないといけないんじゃないかなっていうふうにこの頃感じている

ところです。  

それと、まだ合併前になるんですけども、大山町に友達呼んだとき、本当どこで

何を食べようかっていうのが一番の課題でして、でいろいろあそこがいいか、ここ

がいいか、でもあそこはな、とかって言いながら、結局町外で食べることがほとん

どでした。でも、この頃お魚センターが出来たり、そういう町内のものが食べられ

るとこが出来たら、こういうおいしいところがあるから、わざわざでも「おいでよ」

っていうふうに言える。何か、こう「大山町、いいとこなんだよ」っていうふうに

言える場所が 1 箇所できたなっていうふうに考えて、来てそれを利用したり、来て

みて本当だなって感じた友達は「また来るよ」っていっていうふうにいってくれる

ことがあるんですけども、やはり、中の人がおいしいところ、いいところ、それを

認識しない限りは、いくら外に発信しても一時のものじゃないかな。いっとき、み

んなが、ああ大山いいところかもしれないっていうふうに思ってもそこで終わりに

なるんじゃないかなと思います。もう少し中の方の、自分たちの住む町の素晴らし

さをこうみんなが感じられるように、何か取組みが出来ないものかなって考えます。  

何年も前になりますか、大山寺で職員の方々が「おもてなしの心」ていうか、そ

ういうのを体験するために全職員が交代で上がられた時期がありました。その成果

はどんなふうに出てるでしょう。やっぱり、それ一回きりじゃなく忙しいと思いま

すけども、やはり必要なものは何回か、こうやる必要も。同じ事をするんじゃなく

て、それが形を変えてでもやっていくようにして、やっていてそういうふうにみん

なの心の中に大山町はいいところ、おいしいものもある、景色も素晴らしい、歴史
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もあるいいところなんだ、っていうことをもっとこう住民みんなが感じられるよう

な、その、恵みの里づくりであってほしいと思いますが、今まで、色々聞いたから

それ以上の答えというのはちょっと出来ないかもわからないんですけども、そこを

もう少し進んで一言お願いしたいと思います。  

○議長（鹿島  功君）  町長。  

○町長（山口隆之君）  議長。まずは 1 点目の大山の中の原のスキーセンターで食

事をしたことがあるかということでありますが、私は食べたことはあります。上が

った時に色んなもの食べておりますが、遠藤議員さんはどうなのでありましょうか。

まずかったということでありますが、私はまずかったというふうには思っておりま

せん。遠藤議員さん自身もまずかったと思ってこういうご質問しておられるのかも

知れませんけれども。要は、先ほど申し上げましたようにやはり、その場、その場

でのやはり需要に対しての対応をしていくということがやっぱり必要であろうとい

うふうに思っておりまして、全て、そういうそのランクですね、レストラン、どこ

にもレストランがなくちゃならないというわけではない。やはりスキー場の場合や

はりどうしても早く、あれはカフェレストラン方式ですよね。自分で行って、自分

で取っていくわけですから。そこで、なかなか時間をかけて料理を発注して待って

いて、ウェイトレスさんが持っていって、席までなんていうような仕組みにしてい

きますと、とてもだないけど、スキーをする時間がなくなってしまう。だからなる

べく早く食べて、またゲレンデに帰りたい。特に今リフト券は一日券、乗り放題で

ありますから回数券じゃないですから、出来れば多く滑りたいとなれば食事の時間

も惜しいという人もあるわけであります。だから、かといって言いましたように、

手を抜いているわけでもない、出来るだけの町内の食材を使っているわけでありま

すけれども。  

だから、どこに何を求めるかだろうというふうに思っております。ですから、今

おっしゃるような大山町の、で、何かおいしいものをやっぱり食べたいということ

であれば、先ほどもありました、お魚センターもあったわけでありますけれども、

その他の町内の、あるいは飲食店であったり、あるいは大山寺の旅館とか、食堂で

あったり、やっぱりこういったところに、今まさにそのこだわりのその町内の食材

を使ったこだわりの食事を出そうじゃないかということの取組みを今しておるとこ

ろでありまして、そこに食材の供給をしていく。あるいは或いは、それが使いやす

いように一次加工した食材を提供していこうと、いうようなところを今度公社とし

ての今加工所も含めて取組みをしようとしているところであります。要は、町内の

皆さんに、大山町内の食材を活用しましょうよという話はするんですけども、大山

寺の旅館の皆さんとも色んな話をしてますけども、じゃ、どこでどういうふうに供

給してくれるのっていうのがやっぱり問題になるわけであります。  
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そうすると、市場でスーパーに行けばそれが大山町のものかどうかっていうのは、

選別がなかなか難しいわけでありますし、必要なものをいつどういうふうに仕入れ

れるか、魚だっていつ、どういうふうに仕入れるかであります。なら、お魚センタ

ーが出来ましたから、あそこで漁協の魚が、御来屋の魚があがるわけです。あるい

は大山町の魚があがってくるわけであります。野菜も集まってくる仕組みがあるわ

けです。それを今度は公社が配送するなり、流通の分を補っていけばその町内の食

材っていうものが町内の色んな施設とかに使えるようになってくるだろうし、更に

はそこの中でこだわりというものもあって今、蕎麦なんかも手作りのその手打ち蕎

麦、町内の蕎麦粉で、大山そばというのはこうにしようなんてやっているわけであ

りますから、そういった取組みがこれから広がっていく事が大事だろうと思ってお

ります。そういったのを食堂なり、そういった旅館でやるわけありますが、ちょっ

とそれとスキー場全て一緒なレベルで考えるとなかなか難しいのかなと。限られた

中で一生懸命、わたしは従業員の皆様、努力をして今年も後で、なんならちょっと

工夫を課長が述べますが、カレーとかチャーハン、色んなその、工夫をしてだいぶ

ん頑張っておるようであります。その苦労はあとで、あれが申し上げますが、そう

いうふうに、そのどこでどういったものをどういった方々が求めているかのニーズ

に合わせたものっていうのをやっぱり必要ではないかなと思っております。  

それと、先ほどありましたように、その恵みの里計画、これが、あるいは交流セ

ンターが一部のものだということ。そうではないんではないかと。先ほど来、しっ

かりとご答弁申し上げてますように、やはりみんながこの計画というものを理解を

して、みんながそこに参画していくような、意識づけが大事だろうと思っておりま

す。おっしゃいましたように、景観或いは、町内の資源、まずはそれは町民が知ら

なくちゃならない、その価値をやっぱり認めないとその外に発信しても何もならな

い。これは、職員体質も一緒だと思っています。ですから、やはり町民の皆さんが、

地域のこと、地域のものの、にやっぱりきちっと目を向けて、そのよさを知らない

ままに外にだけ情報発信をしたんではいけないというのは、当然わたしも同じ思い

で前から答弁していることだと思っておりますので、やっぱりそういった関心を呼

んで、寄せていただくような取組みをやはり更に一層深めていかなければならない

のかなというふうに思っております。  

それから、全職員が挨拶で上がったその成果はということでありますが、あれは、

合併して 1 年目の秋でございました。色々話を聞いてみると、職員の中でも、極端

なことを言いますと、旧大山町の職員でさえ大山寺に行ったことがないなという、

そういう声も聞きました。で、やはり町の核となるやはり大山でありますから、そ

こにみんなが一度上がってみようじゃないかとその素晴らしさというものか、その

状況というのは自分自身のやっぱり肌で感じてみなくてはいけないんじゃないか。
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ただ上がるだけではいけないから、やはり接遇研修だということで、おいでいただ

いた方にあいさつ運動しようじゃないかということで、半日はあいさつをし、半日

はその、ご案内いただいて大山を散策するというような行程を組みました。上がっ

た職員の中からも、「いや～やっぱり改めて初めてだったけど」あるいは「久しぶり

に行ったけどいいとこだね、こんなもんがあるんだね」ということはやはり理解し

たと思っています。だから、それはまた、個人的にまた何回も訪れるきっかけにな

ったもんもあるかもしれませんし、また、それで終わっているものもあるかもしれ

ません。いずれにしても、そういった皆さんをお迎えするということを、あるいは

その地域を知るということ、その事を目的にやったものでありますので、それが、

それなりの成果が上がっていると思っておりますが、あれから４年でございます。

こういったことは職員だけではなくて、町民の皆さんも上がってみられれば、大山

行ってみられれば、またその良さに気付かれるんでありましょうし、そういった事

を理解いただいてガイドボランティアとして今、そのご案内をしっかりしていただ

いている方もできておるでありますので、おっしゃるとおりわたしとしては、町民

の皆さんに町内のやはり素晴らしい資源というものを一人一人が確認をしていただ

き、そして自信を持って外に発信をしていただけるようにつなげていかなければな

らないのかなというふうに思っております。スキー場の今年の意気込みといいます

か、もう終わりましたけども、食事に対しての工夫は、少しそれでも課長から名誉

挽回のためにも話をさせたいと思いますのでよろしくお願いします。  

○議長（鹿島  功君）  観光商工課長。  

○観光商工課長（小谷正寿君）  スキー場はですね、中の原スキー場は３月５日を

もちまして、雪が少なくなりましたんで、営業が出来なくなってしまいまして、非

常に私も残念に思っておるところでございますが、町長が食堂について考え、思う

ところを述べよっということでございますので、少しお時間をいただけたらと思い

ます。  

このスキー場の食事につきましては、以前、吉原議員さんでしたか、地元の産物

を使いなさいとか、もっと大山どりとか良いものがあるからそれを使いなさい、と

いう言葉が頭にこびりついておりましたので、シーズン前に何とかそういうものを

使えるメニューはないかということで、親子どんぶりに大山どりを使用しようとい

うことで使っておりますし、それから、その他に色々考えましたけれど、なかなか

これはといって、簡単にできるものがないということで、パセリの代わりにブロッ

コリーをつけようということで、唐揚げセットですとか、カレーの横にですとか５，

６品目ぐらいにはブロッコリーを使うようにいたしました。それから、わたしが引

継ぎみたいなことで受けておりましたのが、カレーが、カレーの味がもう少し一般

的ではないといいますか、もう少しおいしくして欲しいというような要望受け継い
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でおりましたので、それにつきましてもチーフコックさん、それから、厨房の女性

陣何人か、それから、役場の職員３人、私も含めまして３人、あとスキーセンター

の職員、合計１０人ぐらいで、２回食べ比べをしまして、現在使っておりますスパ

イスの効いたカレーにしたということでございます。前のカレーの方が良かったと、

手作りっぽくて良かったと言われる方も、確かに若干はございますが、今の味が、

の方が完璧においしいといわれる方が圧倒的に多いというふうに確信しておりま

す。それから、もう大体それくらいです。以上でございます。  

○議員（４番  遠藤幸子君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  遠藤幸子君。  

○議員（４番  遠藤幸子君）  わたしも色んな意見を聞いたもんですから、食べに

上がってきました。はっきりいっておいしくなかったのは、焼き飯です。それを食

べ、半分食べて止めたんですけども、半分食べるまでに水を三杯ぐらい飲まないと、

なんか喉を越さないっていうんですか、まぁそういうときの状況っていうのは分か

らないし、味っていうのは個人差がありますから、前のが良かった、今のが良かっ

たいろいろあると思うのですけども、わたしが言いたいのは、全部手づくりにして

欲しいっていうことじゃなくって、今ここで言っていいかどうか分からないですけ

ども、袋の中からこう移したものを鍋で温めて出すっていうふうに聞いて、なんで

今まではルーを使いながら作っていたのができなくなったのかなと言うのが聞きた

いと思ったところのひとつでもあるんですけれど、わたしも、２０年、２５年くら

い前にスキー場のスキーセンターに３年ほど上がっておりましたので、状況という

のは、よく分かっております。他のレストランみたいに一つひとつできるような状

況じゃないし、今よりもスキー客が多かったもんですから、それでも結構手づくり

で何年もやってきた経験があるものですから、今レトルト食品っていうのは、万人

向きに作ってあって、美味しいのは確かに口に合う方が多いと思うんですけど、そ

うじゃなくってやっぱり大山町、これだけ恵みの里っていうものをＰＲするんだっ

たら、なんかもうちょっと方法がないかなっていう思いで、今日はこれを聞きたい

と思って、質問をしているとこなんですが、その辺り町長はどういうふうにお考え

になります。スキー場だから、忙しいから今の格好でいい。これからあの交流セン

ター、あの加工施設ができれば、町内のものを使いながらやっていかれるようには

なると思うんですけども、やはりその辺りでもうちょっと、考えてみようとかって

いうふうなお考えはないでしょうか。最後に、それだけお聞きしたいと思います。  

○議長（鹿島  功君）  町長。  

○町長（山口隆之君）  議長。あの、再質問に答弁させていただきますが、スキー

場だからいいという意味ではないと思ってはおりますけれども、ただレトルト、レ

トルトだからまずいという、そういうことでもないだろうというふうに思っており
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ますし、まぁ、昔は、そういう意味ではレトルト食品がなかったと、冷凍技術が劣

っていたというところの中で、まぁ、あのそういったものが使えなかったという時

代もあるんではないかと思っております。今回の農産加工施設におきましても、レ

トルトというものも、当然冷凍技術を高まっておりますので、考えておるわけであ

ります。だから、そういったものも、要は時期のもので、そういったレトルトにし

ておいて、それを食材供給するということにも、これも一つの計画の中にあるわけ

でありますから、そういったことでの食材供給ということも、あるんではないかな

と思っております。あの、できるだけやはり、その現場の中で、そのお客様のニー

ズに対応できるような工夫というのは、当然それは必要であると思っておりますか

ら、スキー場だからどうでもいいではない、高級レストランだからしっかりせない

けんというわけではないというのは、よく分かってはおるところではあります。ま

た逆に、大山町産だけのものを使うから美味しいと、いうことにはならないだろう

というふうに思っておりますから、なかなかこの嗜好品というのは、その美味しい、

まずい、やっぱり好き嫌いがあるわけでありまして、さっきの話にもありますけど、

美味しいというふうに感じる人と、美味しくないと感じる人があるわけであります。

美味しいという人はあまり言っていただけない、美味しくないっていう人ほど、大

きな声で言われるっていう部分がありまして、そこら辺のところ、決してだから無

視するわけではありませんけれども、しっかりと言われるようなスキー場も工夫し

ていかなくちゃならないというふうに思っております。ただ、わたしも現場のこと

はよく、そういった意味では分かりませんので、現場でどう対応してどうしていく

のか分かりませんので、どこまでのことをわたしの責任の中で、お約束ができるか

分かりませんので、そこら辺のところは現場の担当であります課長の方から、少し

もし補足があれば答弁をしたいと思っております。  

○観光商工課長（小谷正寿君）  議長、観光商工課長  

○議長（鹿島  功君）  観光商工課長。  

○観光商工課長（小谷正寿君）  えっとあの、遠藤議員さんご指摘の焼き飯でござ

いますが、あのこれはですね、確かにおっしゃいますとおり、去年まではチーフさ

んが、こんな大きな鍋で一挙に１０人前ぐらい作っておられました。味もとても美

味しくって評判がよかったんですけれども、体調を崩されたということで、こちら

の方としましても、シーズンの途中で倒れられても困るということで、労力を軽減

しないといけないっていうことで、特に一番力のかかる焼きめしを、これをなんと

かしようというようなことをまず考えました。で、あの何とかフーズとかいうやな  

試食会ってのが、コンベンションを貸し切ってあったんですけども、そこにも何人

かで行きまして、いろいろな試食をしてみたところ、焼きめしも随分美味しかった

もんで、あの、その今シーズンはこれでいってはどうかということで、チーフコッ
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クさんやみなさんにもご相談をかけまして、それで行こうということでやったわけ

でありますが、それはご飯を炊くときに一緒に具材といいますか、素を混ぜて炊き

込みご飯みたいな形にしてしまうっていうような方式であったもんで、ご飯を焼く

っていうことでなくて、言ってみればピラフみたいな感じですね。で、そういう面

からも、これは焼きめしではないというような苦情をいただいたというのが実態で

ございます。  

ただ、その後、いろいろ工夫もされまして、注文があってお客さんに出すときに

は、再度フライパンでもう一回炒め直したりとか、そういった作業はしておられた

ようでございます。わたしも一番最近に食べたのが半チャンセットといいまして、

今年新しく作ったメニューですけども、焼きめし半分とあとラーメンなんですけど

も、そんなに、わたしが大して美味いものを食べていないせいかも分からんですけ

ど、そんなに言われるほどまずいとは思いませんでしたが。はい、以上でございま

す。  

○議員（４番  遠藤幸子君）  はい、終わります。  

─────────────────・───・───────────────  

○議長（鹿島  功君）  次、１７番  野口俊明君。  

○議員（１７番  野口俊明君）  わたくしは本日、２点の質問を出しております。  

 まず、最初に１点その１点目、外出支援サービス事業について質問いたします。  

この要綱の中の実施方法では、移送用車両により、利用者の居宅と在宅福祉サー

ビスや介護予防事業を提供する場所、医療機関との間を送迎する。ただし、医療機

関の送迎は、町外でも行うことができる。利用回数は、対象者一人あたり週１回を

限度とする。ただし、人工透析のための通院は週２回を限度とするということにな

って、あの、おります。でまぁ、昨年よりか今年は、結局１回増えてこの人工透析

のための通院を、週２回とされたということでありますが、わたくしの質問は、人

工透析の通院利用限度を週３回に、また医療機関利用回数を患者の実情に合わせて

増してはどうかということであります。現在透析患者の皆さんは、大変高齢化して

おる傾向にあるわけでありますが、このごろ、米子の方の医療機関の様子を聞いて

みましても、まぁ若い人もあるわけですけど、結構こう高齢になって、７０代、８

０代、９０代というような年になってから初めて透析、９０代でも初めて始めると

いうような、いわゆる高齢化ということで、あるようでございます。そういう人が

多くて、年金生活で家庭内に車の送迎もする人がいない家庭や孤独者が増加してお

ります。こういう人たちに、救いの手を是非差し伸べていただきたいということで

質問いたします。  

○議長（鹿島  功君）  町長。   

○町長（山口隆之君）  議長。それでは、野口議員さんの外出支援サービス事業に
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ついてのご質問に答弁をさせていただきます。  

「外出支援サービス事業」について、人工透析者の通院利用限度を週３回に、ま

た医療機関の利用回数を患者の実情に合わせて増やしてはどうかというご質問で  

ございました。  

外出支援サービス事業は、利用者の居宅から医療機関との間をヘルパー資格者に

より送迎するものでありまして、社会福祉協議会に委託をして実施をしております。

対象は、要介護状態にある方や障害者の方で、一般の交通機関を利用することが困

難な方といたしております。  

このサービスは、昨年度までは「週 1 回で一月に４回まで」といたしておりまし

た。今年度からは「月４回まで」という限度を撤廃し、５週ある月でも、毎週ご利

用いただけるようにするとともに、「人工透析のための通院は週２回」に増やし、利

用回数の限度を拡大してきたところでございます。  

しかし、昨年末頃から、利用の申込に十分対応できない状況が起こってまいりま

した。この事業を委託しております社会福祉協議会と、対応策を繰り返し協議して

まいりました。社協においては、ヘルパー業務のさらなる効率化を図ることや、可

能な範囲で臨時的な人的体制をとることとし、また外出支援に使用する車が不足  

する場合には、町で手立てをする方向で、当面の対応を行うように調整をいたして

おります。  

 しかしながら、社協では訪問介護等、ヘルパーの業務が増大をしておりますこと

から、マンパワーの限界もあり、対象のさらなる拡大は、現時点ではきわめて困難

な状況であります。  

なお、この事業は、福祉有償運送制度に則ったものでありまして、営利を目的と

しない社協やＮＰＯしか参入ができませんので、現在、この事業を委託できる事業

者は、社協以外にはないのが現状であります。  

 さて、今後についてでございますが、この事業では、対象者の要件を「要介護状

態等にある」といたしておりますが、それを判断する介護度を「要介護」だけで    

なく「要支援」も含めて運用し、住民の皆様の便宜を図ってまいりました。しかし、

この事業の趣旨からは本来、乗降介助が必要な方々を、その対象とすべきであった

ものと考えております。  

乗降介助まで必要でない要支援の方は、別な事業である「福祉タクシー」の制度

がご利用いただけますので、外出支援サービスは、乗降介助のない福祉タクシーで

は移動が困難な方に限る方向で、進めてまいりたいと考えております。  

ただし現在、要支援で外出支援サービスをご利用の方がおられますので、これら

の方にご説明して、ご理解をいただくためには、しばらく時間が必要だろうという

ふうに思っております。  
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従って新年度からすぐにということにはなりませんが、利用者の皆様へ十分   

ご説明をし、ご理解をいただいたうえで、事業のあり方を整理をし、野口議員さん

がご提案のように、人工透析患者を含めて、医療機関通院のための利用回数を、可

能な範囲で増やす方向で検討してまいりたいと考えておるところであります。ご理

解をいただきますようお願いし答弁といたします。  

○議員（１７番  野口俊明君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  野口俊明君。  

○議員（１７番  野口俊明君）  まぁあの、ほんとに、あのこの質問に関しては、

前向きな答弁をいただいたわけでございまして、まぁあの透析患者の方々について

は、ほんとにあの、これができれば喜ばれることだと思うわけでありますが、わた

しがひとつこの中で、あのちょっと危惧しますのは、今後において要支援の方が、

あの理解してもらって、これから外すという考えをもっておられるようですね。た

だいまあの、わたくしが調査した中の現状を見ますと、例えばあの、なんていいま

すか、自分の車でですね、労災なら労災、医大あのそのあれ機関に行くのは行ける、

ところがまぁこれ、いわゆる４時間ぐらい、若い人は３時間ぐらいですむ方もある

ようですけど、ほとんどの人が４時間、それ以上でもかかって透析される。その中

で、体調が途中でも悪くならないように、何回も体調のいろんな血圧や血液、いろ

いろな検査をやりながらやっていくということでございます。そうして、そういう

体調のよかった方がですね、透析が終わった場合に自分の車で行けた方が、もう歩

くことも何もできない、困難な状況に陥られる方もあるようでございます。そうし

ますと、要支援の状態で行けても、帰りはいわゆる今度は車椅子で運ばれて、それ

からいわゆるまぁ、家族、身内、その他いろいろまぁ、そういう車もいろいろな、

まぁ車もあるでしょうが、そういうあれで、送ってもらわなけにぁならないという

状態が、すごく現在あります。ですから、この場合に状況に応じたその要支援の方

でも、やっぱり状況に応じた医療機関との連携を密にされりゃあ分かることであり

ますから、そういういわゆるこの利用方法ができるような、あとここの中身を少し

まぁ、考えていただけりゃあと思うわけですがいかがでしょうか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。   

○町長（山口隆之君）  議長。えっ、再質問に答弁をさせていただきます。まぁ、

おっしゃる実態としては、十分に理解をするところであります。ただまぁひとつは、  

その基準といいますか制度の中における、まぁ要支援、要介護の違い、さらには自

立と要支援の狭間、ここらへんもあるんだろうなと思っておりますけれども、先程

来申し上げておりますように、外出支援サービスになりますとヘルパー、介助者が

付かないと事業ができないということでありますので、だからそういった意味で、

その介助が必要でない人も、今外出支援サービスを使っておられるわけであります。 
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ですから、ほんとに介助が必要な人は、まぁこの外出支援サービスを使っていただ

ければありがたいわけでありますが、介助が必要でない人は、福祉タクシーとかと

いう別の制度をなるべく使っていただきたい。まぁ、その意図の、ひとつの考え方

として、要介護と要支援という部分の整理の仕方が必要だと思いますけれども、要

は、思いはあるけれども対応するそのまぁ、今社会福祉協議会に頼んでいるんです

けれど、社会福祉協議会自体ができない、一杯いっぱいでもう対応ができないと言

っておられるところでありまして、そうするとほんとに、ほんとに必要な人とそう

でない人の部分の整理を少しずつしていかないと、この外出支援サービス自体が、   

ほんとに必要なところにサービスがいかないという、そういったこともやっぱり課

題としてあるということもご理解をいただいて、そしてそういった整理ができてく

る中で、ほんとに介助が必要な人の外出支援については、今おっしゃるように２回

を３回に増やしてでも対応ができるわけでありますけれども、そういった少し整理

をする、そのサービスの使い方ですね、そういったものを少しあの現場と併せて整

理をしていく必要があるだろうということで、先程答弁を申し上げたということで

ございますので、そういったあの実態も踏まえながら、あの、これからそういった

対応の仕方についての、これから整理を進めて行きたいと思っているところであり

ますので、ご理解をいただければと思っております。  

○議員（１７番  野口俊明君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  野口俊明君。  

○議員（１７番  野口俊明君）  まぁ、あの前向きにひとつ検討してもらいたいと

思いますが、先程の答弁の中でですね、外出支援に使用する車が不足する場合には、

まぁ町で手当をするというようなこと等も、対応するというような調整をしておる

というようなことも考えておられるわけですが、このことについて、あの、少し教

えて、どういう考えをしておられるのか、教えていただけないでしょうか。えっと

それと、社福との、そういう面でのあの対応状況ですね、今もうひとつ、あのいわ

ゆる、まぁ人、人がいわゆる就職難の時代ですから、人を探そうと思えば、たくさ

んおられるんでないかなという気がするわけですから、そういう雇用促進等も考え

ながら、社協やこの等の、補助金等のあのこともまぁ必要だかも知れませんけど、

そういう面からも余計に早くこういうものが、満足できるような状態にできないか

なぁという気もするわけですが、いかがでしょうか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。  

○町長（山口隆之君）  議長。再質問に答弁をさせていただきますが、あの車を場

合によっては用意をする、お貸しをするというひとつの考え方は、要はヘルパーさ

んが、ヘルパー活動、あの家庭介護が主でありますから、ヘルパー活動に出られる

のに車もいるわけであります。それで、まぁヘルパーさんも当然いるわけでありま
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すが、外出支援に行きますと、特に町外なんかに行くと時間がかかるわけですよね。

行って帰るまでの時間、拘束されるわけでありますから、そうするとその間にほか

の、ヘルパーさんがおっても活動できないということで、車が不足するということ

があるならば、車について、対応も町も考えますよと。ただ、ヘルパーさん、これ

はマンパワーが足らないということでありますが、先程おっしゃるようにそういっ

たのが必要であれば、社協さんの方が、採用なり使われるということであれば、そ

れは募集されるんだろうというふうに思っておりますが、ただ外出支援サービスの

中で、その委託業務でありますから、その収入になかなか見合わないという部分が

あって、大変だというのも聞いておりますので、で、それがこの事業をする中で、

えっその収入と実際に必要なマンパワーとかそういった時間を要しますので、そう

いった中での、不足する部分があれば、その部分は少しは町としても埋めますよと、

いう話もしてはおります。はい。そういった中で今社協と協議もしておるところで

あります。ですから、人を雇ったり、あるいはまた車が必要ならば、その部分につ

いて少し町の方もそれの、えぇまぁ事業収入とそれから不足する部分の経費につい

ては、埋めてでもやりませんかというお話は、させていただいているところであり

ますが、ただいずれにしても、先程来から申し上げておりますように、要支援・要

介護あるいは自立、そういったそのひとつのまぁ認定の基準の中で、このサービス

を受ける中で、ほんとに介助が必要な、外出支援の人と、それからそうじゃない自

立とか要支援で福祉タクシーでもいい人と、そこらへんのところ介助がなくてもい

い人と、ほんとに介助がいる人と、  

先程のようにほんとに今介助がいるんだという実態がある人と、そうではない自分

で歩けるけれど、車が運転できないんだという人の、も、その外出支援サービスを

使われますと、そのそれがどんどんどんどん増えてきてるかによって、ほんとに外

出に介助が必要な人になかなか回らない、それだけでも飽和状態になっているとい

うところですから、その辺を少し、少しづつ皆さんにご理解をいただいて、整理を

していく、そういったことが必要ではないのかなということを申し上げているとこ

ろでございますので、ほんとに必要なところに十分にその限られたサービスがいく、

いくようなご理解をいただきながら仕組みを作っていくことが大事かな、というふ

うに思っておるところであります。  

○議員（１７番  野口俊明君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  野口  俊明君。  

○議員（１７番  野口俊明君）  まぁほんとに前向きな答弁をいただいております

ので、ひとつ一日も早くこの事業ができますようにお願いいたしまして次の質問に

入らせていただきます。  

第２の質問でございますが、「家庭ごみの収集日表について」ということでござい



 233 

ます。この大山町、わたし大山町全部なのかあれなのか、ちょっとそこ、そこは分

かってませんが、えっ旧中山の方なんかのことでございますが、昨年の１０月以降

の半年間の、予定表が以前のものより変更になったために、大変見にくいという話

をあの聞いております。そうしてまっ、ごみの収集業者の方にも伺ったんでありま

すが、配られたその用紙を何気なく普通のものだと思って、まぁ無くしてしまった

り、したような人が何人もあったようなことも伺っておりますし、排出品目の間違

いもたくさん多くなったということを聞いております。他の市や町でも、誰もが見

やすく理解しやすい予定表の作成をしているように思うわけですが、ちょっとまぁ

わたし今ここにあの４町村ですか、４市町村っていいますか、持ってきております。

まず、あのこれがわがあの大山町のであります。それである家庭では、これであれ

だからこういうまぁ、格好をしてるわけですよ。こういう格好。見えないから。ほ

んとに。それから、同じ黄色い紙でもですねぇ、これは伯耆町、地区地区によって

これ伯耆町、３地区分いただいてきたんだと思いますが、こういう状態です。  

それから、財政難だと言われるこれは米子市各地区、車尾、ねぇそれから何々と

色々と各地区のあれが、ずっとまぁほんとにこうねっ、分かり、結構力を入れて財

政難でも作っておられるようでありますよ。まぁこういうあれで、それからこれが

琴浦町の赤碕の分、琴浦町の赤碕の分です。それから、これが日吉津村、これが日

吉津村。で日吉津村はですね。自治会ごとにここの部分、いわゆる日にちの部分は、

各自治会でまた別なものを作って各家庭に配布しておられるということであります。

まぁ以上のようにまぁ、各町村によっても特徴がありますし、わたしひとつ忘れま

したのは、昨年の１０月までのまぁ、あの９月までの持って、この持ってこようと、

いただいてこようと思ったんですけど、ちょっとそれ忘れてしまって、非常に残念

なんですけど、わたくしの家庭なんか、それからこの中山町の人なんか、結構こう

前の方が見やすかったという話しは聞いておるわけでして、まぁこれどれにしなく

ちゃならないということは、わたしは言うつもりはありませんけど、とにかくその

今各家庭でごみを朝８時までに出せということで、出されるわけでありますが、出

す人を見ておれば、ほんとにうちの近く、むらの中でも、まぁ３分の１は７０歳以

上ぐらいかな、それからほんとに４０歳以下というような人はほんとに数えるほど

しかありません。やっぱり５０代、６０代っていう人が主流を占めるような状態で、

やっぱりそういたしますと、ほんとにこう見るにしても、あの部屋からでもメガネ

をわざわざ取ってきてかけて見なくちゃならないというような状態もあの起こりま

すし、高齢者のあの方は、メガネをかけても、いわゆるどうしても年をとってくれ

ば白内障でもなんでも罹ってくるわけで、やっぱりそういうまぁ、ほんとにいわゆ

る今の現状に合わせて、その我々が見えたんじゃいけない、ということではないん

かなという気がするわけで、まぁそこらへんをよく考えてですね、もっとあの以前
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のものか、もっと見やすいものに変更していただければ、今の、この状態ですね、

これに補助はこの大きさのものを付けておるわけですからね、補助、補助が、これ

の補助が。ですから、こういうあれを、やっぱりもう少し考えていただけりゃあと

いうことで、質問するわけであります。  

○議長（鹿島  功君）  町長。   

○町長（山口隆之君）  それでは、野口議員さんの「家庭ごみの収集日表について」 

ということでのご質問に答弁をさせていただきます。  

 ごみの収集日程表につきましては、平成１９年度までは、各地区が旧町の様式を

使用しておりまして、まちまちでありました。名和地区では、合併前からカレンダ

ー方式を採用しておりましたし、大山地区でも以前からカレンダー方式にして欲し

いとの要望を受けていたこともありまして、平成１９年度後半から検討をはじめ、

平成２０年度４月に、大山地区で名和地区と同様のカレンダー方式に変更をいたし

ました。また、平成２０年度には機構改革が行われ、塵芥処理に関する事務が住民

生活課一本化になった経過も踏まえ、経費節減、事務処理の統一化及び効率化も考

慮に入れ、中山地区も平成２０年度上半期からカレンダー方式に変更いたしました。

両地区とも、長年慣れ親しんだ様式を変更したことに対するご意見やご要望をいろ

いろいただきましたが、おおむね、ご理解をいただけたものと思っております。現

在、いただきました貴重なご意見を参考に、より見やすく分かりやすいカレンダー

になるよう検討を重ねているところでございます。  

また、様式を変更したために、分別がうまくいっていない、排出品目に間違いが

多い、ということにつきましては、実態を調査いたしまして、分別に対する更なる

ご理解と、ご協力がいただけるよう、防災無線や町広報誌、3 チャンネルなどを利用

して、周知、啓発に努めたいと思っておりますので、ご理解を賜りますよう、よろ

しくお願いいたします。  

 なお、途中でカレンダーを紛失等された場合には、本庁住民生活課や各支所の総

合窓口課に準備いたしておりますので、ご利用いただきますようお願いをし、答弁

といたします。  

○議員（１７番  野口俊明君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  野口俊明君。  

○議員（１７番  野口俊明君）  今の答弁で、分かりやすいカレンダーになるよう

に検討を重ねておるという、言われておるところでありますけど、ほんとにあの、

なんて言いますか、こうどっこの町村にしても、ごみの分別収集から始まり、こう

いわゆる収集方法、中身等大変に苦労しておられて、こういういろんな特徴あるも

のを作っておることは確かであります。やっぱり今回のみのわたしが比較して見た

中でも、一番人にこのやさしくしなくちゃならないごみ、人にやさしいあれ、部分
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でなくっちゃならないこのことがですね、なんか一番なんていうか、一番やさしく

ない収集のこの用紙って言いますか、周知徹底になったんではないかなという気が

するわけで、ひとつ検討しておられるということですから、なんて言いますか早く

ですね、いつごろ、今年度それが４月から間に合うのか、間に合わないのかという

ことを取りあえずお伺いしたいと思います。それで、いわゆるいい方向に検討しと

られるということですから、そういうこともちょっとどういうようなものを検討し

とられるかということと含めてお願いいたします。  

○議長（鹿島  功君）  町長。   

○町長（山口隆之君）  再質問に答弁をさせていただきますが、先程答弁の中で、

中山地区平成２０年度の上半期からと言いましたが、下半期からこれを活用してる

ということであります。今そういったことで、変わって見にくくなったということ

のご指摘をいただきました。今後、どのような計画で見やすいものを今考えている

かということであります。要は、知恵のここが出しどころだというふうに思ってお

りまして、その今進めている状況なり考え方も含めて、担当課長の方から答弁  

をさせていただきます。  

○住民生活課長（小西廣子君）  議長。住民生活課長。  

○議長（鹿島  功君）  住民生活課長。  

○住民生活課長（小西廣子君）  失礼いたします。２０年度の後半の分を変えまし

たということにつきまして、ちょっと字が小さかったり、薄かったりしたというこ

とがありまして、いろいろなご意見を受け賜ったところでございます。その中で、

カレンダーの様式自体は、今のものを利用いたしまして、紙の質とかレイアウトを

考えて、あの字の太いところ、あの、それからまぁ丁度いいところ、そのへんのと

ころメリハリをつけまして、紙質も含めてより見やすくなるように調整をしており

まして、４月からもう始まりますので、今月３月の１９日の木曜日には、発送した

いと考えておるところでございます。よろしくお願いをしたいと思います。  

○議員（１７番  野口俊明君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  野口俊明君。  

○議員（１７番  野口俊明君）  今聞いてみますともうわたしの質問は、半分間に

合わなかったということだろうと思うわけでありますが、いわゆるこの質問を出し

たときにはまだあれだったでないかと思うわけですけど、もう今年度のものはなん

て言いますか、昨年よりかほんとに見やすいちゅう、課長さんが、自信がおありで

しょうか。もうそこだけ聞いて、わたしは質問を終わりたいと思います。  

○議長（鹿島  功君）  課長でない。野口議員、町長にですね。   

○議員（１７番  野口俊明君）  町長に。失礼いたしました。  

○議長（鹿島  功君）  はい、町長。  
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○町長（山口隆之君）  議長。それでは、再質問でありますが、わたくしはまだ    

それを見ておりませんので、課長は確認をしておりますので、そのことは課長から

答弁をさせます。  

○議長（鹿島  功君）  住民生活課長。  

○住民生活課長（小西廣子君） はい、えっ確信があるかてところでございますが、

いろいろ課の中で検討をいたしまして、これがいいではないかというところで準備

を進めているところでございます。中には、あの視力のほうが、もうどうしても薄

いという方も中にはあるかも知れませんが、大体は見ていただけるんではないかと

思っておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。  

○議員（１７番  野口俊明君）  はい、終わります。  

─────────────────・───・───────────────  

○議長（鹿島  功君）  次、１４番  岡田  聰君。  

○議員（１４番  岡田  聰君） 最後になりました。みなさんお疲れでしょうから、

手短にやりたいと思います。１問だけ通告しております。「新年度の農業振興策は」

ということで、選挙を間近に控えて新年度というのもなんですが、町長の思い入れ

も語っていただければと思います。  

 本町の基幹産業である農業は、環境保全の面から、また子どもの食育や地域再生

などの面からも重要であり、振興を図っていかねばならないと考えます。  

 農水省は、輸入食料や飼料が高騰し、食料需給が不透明な状況にある中で、将来

にわたり安定的に食料・飼料を供給していくことを、ことは、国の重要な責務とし

ています。  

 さらに、食料自給率低下を受け、その向上に向けた基盤・条件整備の推進も示し

ています。そこで、（ 1)食料供給の強化と、食料や飼料の自給率向上への取り組みが

必要と考えますが、どうでしょうか。（ 2)耕作放棄地や遊休農地の実態とその活用策

はありますか。（ 3)農業用水の安全的供給の確保については、どうでしょうか。 (4) 

低炭素社会構築に向けての取り組みはどうでしょうか。以上、どうお考えか町長に

質したいと思います。  

○議長（鹿島  功君）  町長。   

○町長（山口隆之君）  議長。それでは、岡田議員さんの「新年度の農業振興策は」 

というご質問に答弁をさせていただきます。  

まず、「食料供給力の強化と、食料や飼料の自給率向上への取組みは」というご質

問でございますが、大山町では規模拡大を図ろうとする農業者、集落営農組織に対

しまして、現在取り組んでおります、チャレンジプランの支援事業、多様な集落営

農支援事業等を継続的に活用して支援していくとともに、耕作放棄地の再生利用を

推進して栽培面積の確保に努めることにより、生産量の向上に取り組んで参りたい



 237 

と考えておるところであります。  

次に、「耕作放棄地や遊休農地の実態と、その活用策は」というご質問であります

が、今年度行っております耕作放棄地実態調査によりますと、耕作放棄地は、田で

約２５ヘクタール、畑で約７３ヘクタール、合計約９８ヘクタールとなっておりま

す。  

活用策はということでございますが、昨年１２月に大山町地域耕作放棄地対策協

議会を立ち上げ、新たに耕作放棄地解消に取り組んでいるところであります。今年

度は、耕作放棄地再生利用推進事業を活用し、中山地区の持倉団地を、飼料作物等

の栽培に利用しやすくするために、防風林として植えてありましたサンゴ樹の伐採

に取り組んでおります。新年度におきましても、この事業を活用し、農業委員会と   

連携を取りながら、耕作放棄地の解消に取り組んで参りたいと考えております。  

次に、「農業用水の安定供給の確保は」というご質問でございますが、本町の農業

用水につきましては、水田は、新農業水利システム保全対策事業により農業用水利

施設の点検を行い、地元関係者との協議によって水利施設の改修等を、また、中山

間事業で地元関係者により農業用水路の維持修繕を、そして、農地・水・環境保全

向上対策事業におきましても、同様に農業用水路の維持修繕をそれぞれ継続実施し

ており、施設を保全、改修することで機能確保ができ安定的な供給につながるもの

と思っております。  

 畑地につきましては、県営畑地帯総合整備事業の継続実施により、畑かん事業を

進めておるところであります。  

最後に、「低炭素社会構築に向けての取り組みは」というご質問でございますが、

昨年の洞爺湖サミットで地球温暖化問題が議論され、我が国は温室効果ガスの６０

～８０％の排出削減を掲げ、「低炭素社会」を目指すこととなっております。  

さて、大山町の農林水産業で低炭素社会構築に向けての取り組みとなりますと、

農水産物の輸送距離を短縮でき、ＣＯ 2 の削減につながる地産地消があると思ってお

ります。大山恵みの里公社を活用し、町内外での農産物の直売や学校給食への地元   

食材の供給、御来屋漁港水産物直販所「お魚センターみくりや」での地どれ鮮魚の

販売等に取り組んでおります。今後とも、観光交流センターでの販売や保育所への

地元食材の供給など、一層の地産地消を推進して参りたいと考えております。  

次に、化石燃料削減の観点から見ますとバイオマスタウン構想の取り組みとして、

木質ペレット製造施設への助成を行い、ペレットストーブの購入助成を実施して   

おります。また、ＣＯ 2 の吸収源の確保という観点から見ますと、森林整備事業を行

っておるところであります。地域で森林整備に取り組んでもらう森林交付金の取り

組みや、未整備森林緊急公的整備導入モデル事業・森林環境保全税関連事業などの

森林整備に取り組んできており、今後も引き続き、これらの事業に取り組んで参り
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たいと考えておるところであります。  

○議員（１４番  岡田  聰君）  議長。  

○議長（鹿島  功君）  はい、岡田  聰君。  

○議員（１４番  岡田  聰君）  食料自給率についてですが、農水省が１９年度カ

ロリーベースでパーセントを出しておりますが、日本は先進、主要先進国の中で最

低水準の４０パーセント、お隣の韓国でも４６パーセントありますが、アメリカ、

フランス、カナダに至っては１００パーセント以上ということで、非常に日本の低

い現状でございます。これについては、米の食生活が洋風化して米の消費が減った

とか、あるいは肉とか油脂の消費が増えたと、そういう原因があろうかと思います

が、この４０パーセントを町長はどうお考えでしょうか。  

 それから、低炭素社会についてですが、社会構築についてでございますが、バイ

オマスのことが出ておりました。ペレットストーブの購入助成ということもありま

すが、あの小規模な、大山町で可能なところがあるかどうか知りませんが、水力発

電だとか、あるいは小規模な風力発電、それから太陽光発電、そうことの、そうい

うものの普及にもっともっと助成していった方が、いくべきだと考えますがどうお

考えでしょうか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。   

○町長（山口隆之君）  議長。えっ、野口議員さんの再質問に、答弁をさせていた

だきます。あっ、失礼、印象が強くなっていました。岡田議員さんの質問に再答弁

をさせて、失礼いたしました。  

何を言おうかと考えておったところで、まず国の自給率４０パーセント、カロリ

ーベースでありますが、どう思うかということでありますが、一言で言えば憂慮す

べき事態であるというふうに思っております。  

やはり、これは国の大きな課題であろうと思っておりますし、今農林水産省挙げ

て、国が今その取り組み一生懸命、今いろんな施策にかかっておられるところで   

ありますが、やはり最終的には、国民の命を守っていくうえでの食料というのは、

非常に大事だろうというふうに思っております。それもこういった、食の安全が叫

ばれてる時代でありますので、ほんとに安心して暮らしていくための食料、こう   

いったものは、やはり国の責務の中で、きちっと国民に提供できる環境を作って   

いくことが大事だろうというふうに思っていまして、国の施策の取り組みを大いに

期待をしておりますし、またわれわれとしても声を挙げていかなければならないと

いうふうに思っております。大山町、これはあの、それぞれ、ある意味ではその地

域、地域の自給率という考え方にも、やはりある意味では、繋いでいかないけんの

かなぁと思っております。低炭素社会の今の話の中にも繋がるわけでありますけど、

地産地消を進めていくということは、先ほど言いましたように輸送コストを下げて



 239 

いくうえでのＣＯ 2 の削減もなりますけれども、やはり地域のものを地域の食材、食

するということが、ある意味では自給率、目を地元の食材に目を向けるということ

の中での、やはり効果もあるのではないかというふうに思っておりまして、その取

り組みをしておりますけれども、いずれにしても、そういった自給率を上げていく

ということは、これは国を挙げてやっていかなくちゃならない課題だろうなという

ふうに思っておるところであります。  

それから、新エネルギーでありますね。そういった小水力とか、あるいは太陽光

であったりとか、そういった新しいエネルギーについての助成を考えていかないか

ということでありますが、これについても、これは政策的な課題であるというふう

に思っておりますけれども、わたし自身も、やはりそれは支援していく必要がある

だろうと思っております。以前は、太陽光についての助成が、家庭用のですがあり

ました。これも今国が復活しておりますので、やはりこの太陽光発電、家庭用の、

これも町として助成していく必要があるだろうと思っておりますし、小水力、ある

いは風力、こういったものについても、やはりエネルギーもそういう意味では、食

料の自給率と同じ様に自給率を高めていかなくちゃならないことだと思っておりま

すから、その中で、そういった地域の中で活用できる資源、エネルギー資源、これ

を活用していくことについての町の支援というものも、これからやっぱり考えてい

くべきであろうというふうに思っておるところであります。以上であります。  

○議員（１４番  岡田  聰君）  議長、もう一個。  

○議長（鹿島  功君）  はい、岡田  聰君。  

○議員（１４番  岡田  聰君）  えっとあの、農業政策として、国もそうですが、

規模拡大、そういう面での補助は手厚い助成が行われているようですが、日本の現

状、大山町の現状もそうですが、大半は兼業農家で成り立っているような感じだと

思います。ですから、今の自給、自給率向上するにしてもそういう小規模な農家も

非常に重要な役割を果たしているのではないかと考えます。そういうところで、何

か兼業農家、あるいは小規模農家の、もうちょっと農業を続けていける意欲を高め

るためにも、そういう面でも何か助成策が必要だと考えますが、どうでしょうか。  

○議長（鹿島  功君）  町長。   

○町長（山口隆之君）  議長。岡田議員さんの再質問に答弁をさせていただきます

が、毎度毎度の答弁になるんだろうなというふうに思っております。もちろん農業

の役割というのは、食料を供給するだけではなくて、やはり地域の環境保全であっ

たり、災害防止、様々な役割があるんだろうと思っておりますし、その農村地域を

守っていくうえでの農業の役割っていうのは大変大きいという、そういった観点で

の、わたしは支援は必要だろうというふうに思っております。そういった中で、中

山間地の直接支払い制度があったり、あるいは農地・水・環境保全対策事業という
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形の中で、農村地域全体を支えていく取り組み、これについても国の助成に合わせ

て、町も一緒になって補助金を出しながら、支援をしているところでありますし、

またそういった奨励の作物、そういった農家についても有利販売につながるように、

恵みの里公社、こういったものを通しながら、恵みの里づくりの計画の中で、なん

とか所得向上につなげていこうというふうな取り組みをしているところであります。 

あとは、その直接的にそういった兼業農家の皆さんや小規模農家の皆さんに、財

政的な支援をせということなのか、なかなかそういった中でいくと、今日の午前中

にもありましたけども、その商業の、商店、事業所の皆さん方も同じことになるん

ではないかなと思っているところであります。やはり、農業というのも、産業とし

てやはり成り立っていく中での、大規模な経営体制を作っていただくことも、これ

は自給率の向上だけでなくて農業にとって大事でありますから、そういった喪お  

ものを奨励していくうえでの、補助事業っていうのもあるわけでありますし、それ

から生きがいとして、あるいは地域の農業を守っていく、農地を守っていくという

農業、農業に対しての支援も必要なんだろうと思ってまして、そういった意味では

少し種類も違うのかも知れませんけれども、いずれにしても農家の皆さん、あるい

は農業をしている皆さん方が、生産されるものを少しでも高くブランド化してでも

売っていけて、所得が向上していくような体制を作ってあげることも、わたしは、

広い意味で大きな農業の支援になるというふうに思っておるところでありますし、

そういった取り組みも、これからもさらに、わたくしの方としても取組む必要があ

るだろうというふうに思っております。それ以上の施策については、今わたしの立

場でお約束することも、今の現時点ではできないのかなというふうに思っておりま

すので、ご理解をいただければなというふうに思っております。  

○議員（１４番  岡田  聰君）  議長、ありがとうございました。終わります。  

○議長（鹿島  功君）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。本日は、こ

れで散会いたします。次会は、１３日に会議を開きますので、定刻までにご集合く

ださい。終わります。  

─────────────────・───・───────────────  

午後４時２９分  散会  


